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　タイムマシンが目の前にあったら、誰しも過去を変えたいと思うのだろう。

　だが、俺は拒否させてもらいたい。

「──私は白しら杉すぎとペアを組んでテニス大会に出るの。いわばパートナーよ。一番彼女に近い位置にいるわよね」

「中学時代から一緒のクラスだったくせに高校二年までアプローチもしなかった笹ささ篠しの先輩がいまさら白杉先輩にアプローチとか片腹ポンポンですよ！」

　それだと片腹に痛みがなくね？

「ぐふっ……。やめたまえ……。それはボクにも利きく……」

　流れ弾が俺の幼おさな馴な染じみに着弾。なぜ無防備に弾幕へ身を晒さらすのか、はなはだ疑問だ。

「その点、この迅じん堂どう春はるは違います。出会った初日から先輩と日々バイトに励む仲間ですよ」

「迅堂さんこそ一ひと目め惚ぼれなんて安直すぎるでしょ!?」

「この流れなら言える。ボクこそが巴ともえと一番苦楽を共にしている相棒だよ」

　話に流されながらもきっちり対抗するのね。

　三人の少女たちが睨にらみ合う。

「そもそも、このままでは巴は幸せになれない。それは確定事項だ」

「同意ですね。考えていることは微妙に違うでしょうけど」

「そこだけは賛成ね。白杉と幸せになるために──」

　三人は一斉に口を開いた。

「ボクが愛する巴を──」

「大好きな先輩を──」

「私が白杉を──」

　──助けに未来から来たんだから、なんて言わせねぇ！

　俺は気を引くために両手を打ち鳴らす。

「仲良くしてね」

　なんでこんなラブコメの渦の中心にいるのかなぁ。

　青空を見上げて、俺は数日前の始業式の日を思い出す。











第一話　未来人三人　─四月十三日 月曜日─






　本家の玄関で靴を脱ぐ。

「あら、白しら杉すぎの……お嬢様からのお呼び出しかしら？」

　掃除をしていた伯母さんに声をかけられて頷うなずく。

「高二になったんだから姿を見せに来いと言われまして」

　昨日も呼びつけられたんだけどね。

　始業式の朝から呼び出しは正直面倒だけど、無視すると何を言われるやら。

　伯母さんも苦笑して、奥の方を振り返った。

「お嬢様はいつも通りに自室よ」

「ありがとうございます」

　勝手知ったるなんとやら。お嬢様こと松まつ瀬せ海み空そらの自室はこの屋や敷しきの最さい奥おうにある。

　大学なんて時間の無駄と進学はせず、自室で趣味にいそしむかデイトレードで荒稼ぎする俺の又従姉は、今日も今日とて誰も来ない屋敷の最奥にこもっているらしい。

　庭の池で鯉こいが跳ねる音がする。遅咲きの梅の木が白い花弁を散らしていた。

　松瀬海空の部屋の前に到着すると、扉の隙間から冷気がこぼれだしていた。

　春とはいえまだ肌寒いこの季節に冷房を利きかせているらしい。

「海空姉さん、巴ともえだよ」

　部屋の中に呼びかけると、音もなく扉が開かれた。

　欠伸あくびを手で隠しながら出てきたのは成長した日本人形とでもいうべき容姿の女性。

　身長が百七十センチある俺とそう変わらない女性にしては高身長の彼女こそ、俺の又従姉に当たる松瀬本家の現当主、お嬢様こと松瀬海空である。

　墨でも流したような真っ黒な髪が腰までまっすぐ伸びている。

　中性的で端整な顔立ち。アーモンド形の目は優しげで薄紅色の小紋がよく似合っていた。

「やぁ、巴。進級おめでとう。男振りは上がらなかったようだけど」

　海空姉さんはくすくす笑いながら俺の肩を乱暴に叩たたき、部屋に招き入れる。

「巴に進級祝いを渡したいと思ってね。すぐ登校時間だろう？　スマホを貸してくれ」

「スマホ？」

　進級祝いに何の関係があるんだと思いつつ、スマホを渡す。

　春先とはいえやけに寒いと思い、部屋の中を見回す。

　いつも通りの海空姉さんの部屋だ。

　パソコンが二台、片方は待機状態だけど、もう片方はチャートを映している。

　自前のサーバーがラックに納められていて、いまも稼か働どう状態にあった。ラックの端にはＢＬゲームのキャラクターフィギュアが数体、なぜか女装させられて安置されている。

　書棚にはプログラム関係の雑誌が並んでいる。ちょこちょこと差し挟まれている女性誌はよく見るとプログラム雑誌を年度ごとに分ける仕切り板として活用されていた。

「巴、改めて進級おめでとう。これが進級祝いの自作プログラムだよ」

　部屋を見回しているうちに、俺のスマホに勝手にアプリがインストールされていた。

　返されたスマホの画面に視線を落とす。

　省エネモードのスマホにはなかなかのイケメンが映っていた。

　高校二年生くらいか。すっと通った鼻筋と細めの眉、松瀬の血筋を感じさせるアーモンド形の優しげな眼め──あ、これ画面に反射した俺だったわ。

　うん、なんでもない。

　スマホの省エネモードを解除すると、覚えのないアプリのアイコンがあった。

　起動する前に勝手にアプリが立ち上がり、バニーガール姿の少女キャラクターが画面に表示される。

『会話ＢＯＴアプリ、ラビットです！　今日はどんなお話でしょう？　調べものですか？』

「お前を消す方法」

　反射的に呟つぶやくと、音声入力が拾ったらしい。

　画面に表示されたバニーガール少女ラビットは青い顔をして頭を抱えた。

『ガビーン！　ラビットはいらない子……。しかし、このラビットを消してもバックグラウンドに存在し続け、何い時つまでもあなたのスマホに居座り続けてやります！』

「うっわ、質たち悪いなぁ」

「イルカ以上に消えない存在として作ってあるよ」

　海空姉さんが後ろから抱き着いてきて、スマホを覗のぞき込んでくる。

「うん、ちゃんと動作しているね。その調子で、テストを頼むよ」

「……進級祝いにかこつけて俺をテスターにしないでよ」

「君以外に十人ほど、ネット上で募集をかけてテスターを頼んであるんだ。頼んだよ」

　海空姉さんの言うことには逆らえないのが、分家の白杉家長男である俺の性さが。

　頼まれては仕方がない。

「スマホを起動するたびに勝手に立ち上がられたら困るんだけど」

「そのあたりは設定で弄いじれるよ。ほら、ここをこうして──」

　後ろから抱き着いたまま手を伸ばさないで欲しい。

「海空姉さん、胸、当たってるんだけど」

「あははっ、当たるほどないって、一緒にお風ふ呂ろに入った巴は知っているだろう？」

「小学校低学年の頃の話だよね!?　そこから一切成長してないなら笑い話でもない！」

「巴だって胸は成長していないだろう？　お互い様だから笑えるのさ」

「俺は男だから、胸は成長しないの！」

「どれどれ？」

　海空姉さんが背中から腕を回してきて俺の胸をペタペタ触ってくる。

「ボクと同じくらいじゃないか。やっぱり笑い話だな！」

「セクハラだわ」

「そんなことより、そろそろ高校に向かわないと遅刻するよ？　それとも、不良な感じで男気を見せる高二の春かい？」

「それで男気を見せられると思ってんのは、すべてに逆らうのが男だと思っている勘違いした子供だけだよ。俺は無遅刻無欠席で誠実なできる男を目指してんの。だから放せ」

「ボクとの甘いひと時と学校での意味のない授業、どちらが大事なんだい？」

「海空姉さんに遊ばれる時間よりも学校で交友関係を広げる方が大事ですが、なにか!?」

「つれないなぁ。じゃあ、『ラビット』のテスターの件、頼んだね。暇なときに会話してあげるだけでいいから」

　海空姉さんに解放され、俺はスマホを見る。

　音声入力で会話を聞いていたのか、ラビットはスマホの時計を両手で指さしていた。

『──後二十分ですぜ、旦那！』

「バニーガールな見た目と口調のギャップがえげつねぇ」
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　滑り込みセーフで校門を通り抜け、新しい教室に入る。

　当然と言えば当然ながら、すでにクラスメイトは勢ぞろい。

　遅刻ギリギリの俺に視線が集まるのは当然と言える。

　黒板に貼り出された席順を見て、窓まど際ぎわの最前列へと足を運ぶ。

「間に合った……」

　春先とはいえ、全力疾走は辛つらい。

　どこぞの小学校の新一年生に笑われたけど、あの子も遅刻ギリギリじゃなかろうか。

　カバンを机の横に引っ掛けて突っ伏すと、隣から声をかけられた。

「白杉君、新学期早々机に突っ伏してると陰キャ扱いされて友達できないわよ？」

「笹ささ篠しのか。また同じクラスなのか」

　やっほー、と手を振ってくるのは隣の席に座っている女子、笹篠明めい華かだった。

　笹篠を知らないクラスメイトが俺たちの会話に聞き耳を立ててちらちらと見てくる。

　それもそのはず、笹篠はとにかく目を引く綺き麗れいどころだ。

　日にち仏ふつハーフで若干癖のある金髪が何時でもきらきらと光を反射している、生まれながら陽キャである。

　太陽の下に生まれましたと言わんばかりの神こう々ごうしさに加え、話しかけやすい可か愛わいらしい丸顔は纏まとう雰囲気を柔らかくしている。身長は百六十を少し超えたあたりだろうか。

　それでも、彼女がなかなか話しかけられないのはフランスの方の血筋が現れた抜群のスタイルのせいだろう。本人の性格もちょっとはありそうだけど。

　思い返すと彼女とは中学一年から五回連続で同じクラスだが、ほぼ話したことがない。

　別に仲が悪いわけではないのだが、挨拶以上の会話は事務的なモノばかりだった印象だ。

　今回も何か連絡でもあるのかと、突っ伏していた机から上半身を起こす。

「何か用事？」

　俺が学校へ急いでいる間に、担任が早めに教室へ来て連絡事項でも告げていったか？

　笹篠は俺に向き直り、スカートの裾を直すふりをして何かを決心すると、口を開いた。

「──白杉君、私と付き合って」

「……あえて誤解を招く表現をすることで、このクラスの男子の共通の敵として俺を祭り上げて排除する。そんな思惑から発せられた言葉？」

「なんでよ!?」

「会話の流れがおかしいからだよ！　あみだくじを辿たどっていたら突然隣の線にワープしたくらいの脈絡のなさだ！　ワープした先がアタリだからいいや、で済まされねぇよ！」

「あ、この会話の流れ自体は白杉にとってアタリなんだ？」

「そこは否定しませんが？」

　笹篠のことは別に嫌っているわけでもないし。

「へ、へぇ、そっかぁ……」

　そんなに嬉うれしそうにされたら、俺、勘違いしちゃう。

「それで、なんで新学期早々、教室でいきなり告白したんだよ？」

　正直、罰ゲームか何かを疑うけど、笹篠がそんなくだらない罰ゲームに乗るはずもない。

　だからこそ、不思議なのだ。

　何を考えてるんだ？

　笹篠はふと真面目な顔をして教室を見回した。唐突な告白に同級生はざわついている。

　笹篠は注目が集まっていると知ると、俺に顔を寄せてきて囁ささやいた。

　女子がキャーとか言ってるけど、笹篠の真剣な表情を見ると避けるわけにもいかない。

　肌白っ！　唇綺麗。え、これすっぴん？　マジかよ。

　海空姉さんとは方向が違うけどやっぱり美少女。

「白杉を助けに未来から来たの」

「……今、笹篠に対する信頼と不信が壮絶な殴り合いをしているんだけど、俺はどっちを応援すればいいんだろう」

　未来から来ましたってＳＦですか。笹篠の噓うそ、Sasashino Fakeですか？

　笹篠さんや、君は不思議ちゃんなキャラでしたっけ？

「疑うのは分かるけど、聞いて。白杉は近い未来、私と付き合い始めるんだけどトラックに轢ひかれて死亡するの。だから、私があなたを救うために、性急だと思われるかもしれないけどいまから付き合いましょう」

「無茶苦茶に荒唐無稽なこと言ってる自覚はある？」

　トラック事故の未来を俺はいま知ったわけで、バタフライエフェクトやらで未来が変わっているだろう。そもそも、恋人関係とトラック事故の因果関係が見えない。

[image: ]

「というわけで、友達から始めましょう？」

「恋人になって四六時中イチャイチャすれば、私が直接白杉を助けられるわ。合理的でしょう？」

「友達でもそばにいられると思うよ？」

「……ダメかぁ。このタイミングなら行けるかもって思ったのに」

「いや、半信半疑すぎるんだけど。どこからどこまでが本気か分からない」

　マジ告白だったの？

　混乱中の俺に、笹篠は席に座りなおすと俺のズボンを指さした。

「スマホを出しておきなさい。そろそろかかってくるわ」

　笹篠の予言通り、スマホが着信を伝えて震えた。

　教室の入り口を見て、まだ担任が来ていないのを確認してスマホを取り出す。

　海空姉さんからだった。

「……もしもし？」

『あぁ、巴ともえ。ちょっと頼みがあってね。放課後に宮みや納なの喫茶店でバイトをしてほしい。後で喫茶店の住所を送る。質問は宮納に直接頼むよ。じゃあ、高校生活エンジョイしてね』

「そんないきなり──切られた」

　巻き込み型マイペースはこれだから。

　断れば親戚の誰かに話が行くけど、帰宅部の俺には真っ先に白羽の矢が立つのだ。

　それはさておき……。

　俺は笹篠を見る。

　まるで、電話がかかってくる未来を見通していたかのような笹篠を。

　どうよ、とばかりドヤ顔を決める笹篠は得意そうに人差し指をくるくる回す。

「どうせまだ、半信半疑よね？」

「そうだと言ったら？」

　笹篠がにやりと笑ってこちらに身を乗り出した。

「担任が奥さんの出産に立ち会うため、今日は副担任がホームルームを担当するわ。十時から季節外れのにわか雨。一階の火災報知器がお馬鹿な新一年生のいたずらで作動する」

　まさに予言である。

　笹篠の言葉が正しければ未来で経験したことのはずだから予言や予知とは違うのかもしれないけど、細かい定義はどうでもいい。

　何しろ、彼女のこの予言はことごとく的中するのだから。
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　始業式があるばかりで授業はなく、今日は早々に放課後に突入である。

　たった半日だというのにどっと疲れたのは、隣の席で笑う金髪のせいだ。

「信じた？　信じたわよね？　さすがにここまで的中させれば信じるわよね？」

　笹篠の予言は確かにすべて的中だった。

　にわか雨や火災報知器に関しては事前に情報を手に入れることもできない。

　なにしろ、スマホで天気予報を確認したらにわか雨の予報はなかったのだ。

　まぁ、小こ雨さめというのもおこがましいほどのパラパラ具合だったけど。

　しかし、ここまで的中させる以上、笹篠が未来人というのも信じたくなる。

「マジで俺、トラック事故で死ぬのか……」

「これで証明できたでしょう。私が何度もこの春をやり直して白杉に告白してるって。観念して恋人になりましょうよ。ほら、言いたいことがあるでしょう？　囁くのでもいいけど。さぁ、さぁ」

　この娘、ノリノリである。

「まずは友達からだろ」

「強情ね。損はしないと思うわよ？」

「……しないと思う？　推測ってことは、今まで付き合ってなかったんじゃないか？」

「──損はさせなかったわ」

「言い直すんだ。ますます怪しい」

　横目で見ると、笹篠はふてくされたように両腕を組んでそっぽを向いた。

「なんでそんなに私と付き合うのが嫌なのよ。とりあえずイチャイチャすればいいのに！」

「とりあえずですることでもないし」

　そりゃあ、俺だって笹篠のことは可愛い子だと思う。

　だが、付き合うとかいう段階ではないのだ。

　感覚的に、今日の朝の謎告白までは単なる知り合い、いまはせいぜい友達である。

　一段抜かしで恋人関係に進む勇気はない。

　そもそも、なんで俺と付き合いたいかを笹篠から聞いていない。

　俺を救うためとは言うが、それだけなら恋愛感情もないだろう。

　どうにも、冗談のように聞こえて仕方がない。本人の手前、さすがに指摘はできないが。

「我ながら、こんなに保守的だったとは思わなかったよ」

「まったくよ。私が前に告白した時には二つ返事でオッケーして、そのまま親戚に顔合わせしたのに」

「めっちゃスピーディ展開だけど、その親戚って喫茶店のマスターじゃない？」

「そうよ？」

「バイト先じゃねぇか！」

　絶対、告白を受けたもののそのまま「さよなら、また明日」は感じが悪いし、でもバイトにも行かなきゃいけないからコーヒーとケーキでも奢おごって時間を稼いで帰りに送ろうとか思ってたよ、その時の俺。

　自分のことだけに正確に考えをなぞれるわ。

「あ、そうだ。バイト行かなきゃ」

　未来人カミングアウトのせいで頭から抜け落ちてた。

「バイト初日に彼女同伴はさすがにまずいわよね。仕方がないから今日のところは手を引くわ。──今日はこのぐらいにしてやるわ！」

「なんで小悪党風に言いなおした」

「押して引いて、また押すのが恋愛だって本に書いてあったのよ。押し方もバリエーションがないとね。それじゃあ、また明日。明日はもっと押すわ」

「教室でなんて堂々たる宣言……。お手柔らかにお願いします」

　案外あっさりと引き下がって、笹篠はカバンを持って教室を出て行った。

　友人が数人、笹篠を追いかけていったのは、今朝の告白の件を問いただすためだろう。

　俺も捕まらない内にバイト先へ向かうとしようか。

「というか、笹篠が一緒に来ないなら、今日トラックに轢かれるわけじゃないのか」

　ますます、今朝、教室で告白する必要はなかったのでは？

　カバンを片手に教室を出て、靴を履き替え、高校を出る。

　スマホを確認すると、海空姉さんからバイト先の喫茶店の周辺地図が送られてきていた。

　ご丁寧に高校最寄りのバス停の時刻表まで添えられている。

　地図によると、喫茶店の近くに大学がある。

　この時期、新入生の歓迎会などで客が増えるため、一時的に人手を増やすらしい。

　さらには夜に洋食酒場になるようで、時間が許すなら夜も手伝ってほしいとのこと。

　マスターは宮納さん。親族会議で何回か見たな。眼鏡をかけた中年手前の男性だ。

　バス停に佇たたずみ、スマホを弄いじる。

「今から向かいます、白杉巴っと」

　宮納さんに連絡を入れ、ついでに海空姉さんにも連絡しておく。

　松瀬家を本家とする俺たちの一族は一応、地元の名士である。

　親族同士のつながりが強く、今回のような人手の貸し借りはもちろん、資金の融資なども松瀬本家の音おん頭どで行われるほど、付き合いが密接だ。

　我が白杉家は造園業をしている。松瀬本家の庭だけでなく、分家がやっている旅館の庭園や市内の道路の街路樹に至るまで、うちのお仕事だ。

　かく言う俺は、実家の手伝いもせずに親戚の人手不足を助けて回る助すけっ人とである。おかげで色々と身についてしまった。

　バスに乗り込んで揺られること十数分、駅からバス停二つ分離れた喫茶店に到着。

　駅に近すぎず、遠すぎず、良い立地にある。

　喫茶店の中に入り、カウンターで新聞を読んでいた宮納さんに声をかける。

「お邪魔します。本家からの連絡で手伝いに来ました」

「おぉ、助かるよ。白杉の……巴君？　大きくなったねぇ、もうバイトができる歳としかぁ」

「それを言われ続けて丸一年経たってますよ」

　苦笑しつつ、店内を見回す。

　まだ客は入っていないが、店内にはコーヒーの香ばしさが漂い、控えめな音量でアニソンのボサノバカバー曲が流れていた。

　夜には洋食酒場になるだけあって、カウンターの隅にはお酒のボトルが置かれている。

　テーブル席が三つ、カウンターは四席。メニューは軽食が主で昼間は酒の提供をしていないようだ。甘いデザートもあるけど、どうもビターテイストのチョコケーキなどに比重が偏っているのは客層の影響なのか、マスターである宮納さんの趣味なのか。

「俺は何を手伝えば──」

　早速業務内容の話をしようとした矢先、喫茶店の扉が開かれた。

「人手は不足してませんか？　バイトしたいんですけど！」

　開口一番、元気にバイト入りを志願したのは俺と同じ高校の女子制服に身を包んだ小柄な少女だった。学年ごとに異なる襟に入ったラインの色は一年生であることを示している。

　俺の後輩かな？　というか……俺、お役御免の気配。

　宮納さんと顔を見合わせる。

　宮納さんもまさか今日のうちに飛び入り参加でバイト志願者が来るとは予想していなかったらしく、困惑顔だ。

「あぁ、とりあえずコーヒーを淹いれようかな。二人でそこの窓まど際ぎわに座ってくれるかい？　君たちなら絵になるし……」

　ちゃっかり俺と後輩飛び入りバイトちゃんを客寄せ看板にしようとしてません？

「そうだ。せっかく来てくれたんだし、チョコレートケーキも出そう」

　準備を始める宮納さんから視線を外し、俺は飛び入りバイトちゃんに声をかける。

「そこの席に座って待っててほしいってさ」

「了解です！」

　ビシッと形のいい敬礼をしたバイトちゃんとテーブルを挟んで座る。

　ふむ、可か愛わいい子だ。宮納さんが絵になるといったのも頷うなずける。半ば自画自賛が入ってしまったのはご愛あい敬きょう。

　肩に触れるくらいの長めのボブカット。明るい茶色に染めているのも相まって元気で可愛い印象を受ける。愛あい嬌きょうのある丸みを帯びた顔に、本人がはきはき喋しゃべるので全体の印象も明るい。接客業向きだ。

　やっぱり、早くも俺がいらない子扱いされそうな気配。

「迅じん堂どう春はるといいます！」

「あ、はい。白杉巴です。ここのマスターの宮納さんの親戚で、今日から手伝うことになってました」

　迅堂春と名乗ったバイトちゃんはテーブルに手をついて俺に顔を寄せてくる。

「知っていますよ、白杉先輩」

「え？　俺ってそんなに有名人だっけ？」

　やっぱり今朝、笹篠に告られたのが原因か。

　他クラスの男子にまで睨にらまれたもんなぁ。でも、入学したばかりの一年生にまで噂うわさが広まるとは、やはり笹篠明華は話題性の塊だな。

　などと思っていると、迅堂は俺に囁ささやいた。

「白杉先輩、あなたを助けに未来から来ました！」

「……あ、はい」

　流行はやってんの、それ？

　俺の冷めた反応に迅堂は「ですよねぇ」と一人納得してうんうんと頷く。

「白杉先輩はバイトを通して私と恋人になるんです。でも、イチャつく間もなく死んじゃいました。なので、未来から先輩をイチャイチャと助けにこうして舞い戻った次第です！」

「うーん」

　強烈なデジャブを感じる。

　というか、未来の俺、節操なさすぎない？　笹篠と付き合うんじゃなかったの？　二股クズ男なの？

　へこむわぁ。未来の俺の所業にへこむ。

　しかも結局、死ぬんかい。二股かけた罰が当たったんじゃねぇの？

　などと思っている間にも、迅堂は話を進める。

「先輩が信じられないのも無理はありません」

　まぁ、笹篠の件があるからまるっきり信じてないわけでもないんだけどね？

　未来人かどうかよりもむしろ、そんな二股野郎の命を救いに来たっていう二人の聖人君子っぷりが信じがたい。俺の息の根止めても許される立場だと思うよ、二人とも。

　いまの俺は無実だけど。誠実に生きようと誓ったけど。

　だから、いまは見逃してね？

「なので、証拠をお見せしましょう」

「証拠？」

「はい。これからこのお店に来るお客さんの服装を全部言い当てます」

「ちなみに何人来るの？」

「十三人です」

　よく覚えてるな。

　……覚えてしまえるほどに、この時間を繰り返したのか？

「──コーヒーとチョコレートケーキだよ」

　宮納さんがトレイに載せて運んでくる。

　テーブルの横に立った宮納さんはコーヒーとチョコレートケーキを俺と迅堂の前に置くと、自分の分のコーヒーの香りを楽しんでから俺たちを見た。

「コーヒーを淹れながら考えたんだけど、ひとまず二人とも雇うよ。本家を通した手前、バイト候補が来たからキャンセルっていうのもまずいからね。巴君、申し訳ないけどしばらくお願いできるかな？」

「俺はもともとそのつもりだったので、大丈夫ですよ」

「この迅堂春、お役に立ってみせますぜ！」

「元気だねぇ。期待しているよ。それじゃ、それを食べ終えたら仕事を教えるから、のんびりとバイト同士の交流をしていてほしい。私は少し、仕入れ先に連絡をしてくるから」

「はい、分かりました」

　バックヤードらしい奥の扉に引っ込む宮納さんを見送る。

　仕入れ先か。まさかブラジルあたりからコーヒー豆を個人輸入しているとか──

「碁ご蔵くらって担当者から輸入しているらしいですよ」

　まるで俺の心を読んだように迅堂が情報提供してきた。

　ニコニコ笑っているが、おそらく未来の俺が雑談で話題を振ったのだろう。心を読んだわけではないはずだ。

「読んでないでーす」

「未来を見るなよ」

「先輩、その発言は後ろ向きすぎませんか？」

「未来人め」

　情報アドバンテージが大きすぎて口では絶対に敵かないそうもない。というか、言い負かされた未来から戻ってきてやり直されたら、俺って絶対に勝てないのでは？

　未来人にケンカを売ってはならない。肝に銘じておこう。

「なんかですね、その碁蔵って人、結構なやり手みたいですよ。宮納さんも頭が上がらないみたいでスマホを耳に当てながらぺこぺこしてました」

「あぁ、電話先にぺこぺこするあの動き、テレホンハンマーっていう名前らしいぞ」

「えっマジですか!?　──噓うそじゃないですか！」

　この短時間に未来から帰ってきたらしく顔を真っ赤にした迅堂が怒り出す。

「明日友達にドヤ顔披露して赤っ恥搔かいてきましたよ！　得意げに噓マメ知識を披露しないでくださいよ、もう！」

「その場に居合わせなかったのは実に残念だけど、これはこれで面白い反応が見られたからいいかな。あ、正確にはジャップペッカーって言って、ウッドペッカー、つまりキツツキの動きに似ているところからつけられたらしい」

「へぇ……あぁ！　また、噓をつきましたよね!?」

　この子面白いなぁ。

　悔しがる迅堂を笑いつつ、チョコレートケーキを食べてコーヒーを飲み、一息入れる。

　さて、アルバイトを始めようか。





◇　◇　◇






「──今日はお疲れ様。初日から夜まで手伝ってもらうのも悪いから、明日からお願いね」

　宮納さんに本日分の給料とバス代をもらい、喫茶店を後にする。

　店を出る直前、宮納さんに首根っこを摑つかまれた。

「きちんと送り届けるんだよ？　相手は女の子なんだからね」

「バス代が多いと思ったら、そういうことですか」

「頼んだよ」

　背中をポンと押されて送り出され、ニヨニヨ笑っている迅堂に歩み寄る。

「先輩、私の両親に挨拶しますか？」

「しないよ。とりあえず、送っていくからバス停まで行こうか。聞きたいこともあるし」

　バス停へと並んで歩きだす。時刻はすでに午後六時を回っている。季節柄、すでに外は暗く街灯が通りを照らしていた。

　二人揃そろって制服で歩いていると、夕食の買い出しを終えた主婦の皆々様が「あらぁ」と頰ほほを緩めて見てくる。

　お隣の未来人の力を借りて奥様方が旦那と付き合い始めた過去に戻ってはやし立ててやろうか。クラッカーを鳴らしてケミカルライトを持って踊りながら近づいてやろうか。

　……通報されますね。そうですね。

「未来人だって認めてくれました？」

　俺の馬鹿な計画も知らず、お隣の未来人、迅堂が尋ねてくる。

「まぁ、認めざるを得ないよ」

　宣言通り、十三人のお客の服装を柄はもちろんシャツに書かれたでたらめな英単語まで言い当てられては認めるしかない。笹篠の件もある。

「俺ってやっぱり死ぬの？」

「死なせないように、未来から戻ってきたんです」

「なんか、立場逆な気がする。助ける側になりたかったな。これじゃあ、俺がヒロイン役だろ？　誰得だよ」

「実に美味おいしゅうございます」

「何その口調？」

　まぁ、もうすぐ死ぬと言われたなら仕方がない。身の回りに注意して生きよう。

「横断歩道を渡るときは左右確認をすればいいかな」

「そうしてください。私と付き合って手っ取り早く運命を変えちゃうのもお勧めです。チョウチョウの羽ばたきで嵐を巻き起こしてやりましょう！」

「それはそれで死ぬ気がするなぁ」

　そもそも、迅堂にとってはどうか知らないが俺の主観では出会って一日である。

　これでカップル成立なら世の中少子化に悩んでいない。

　あるいは、迅堂や笹篠の存在が少子化に施風を巻き起こす蝶ちょうの羽ばたきだというのか。

「俺っていつ頃死ぬの？」

「そんなに慌てなくても、まだだいぶ先ですよ」

　笑いながら腕を叩たたかれた。

　まぁ、笹篠も今日はあっさり引いたくらいだし、今日明日ってわけではないんだろう。

「しかしまぁ、死ぬって言われても実感わかないな。余命宣告みたいなものなのに、急いで何かをしようとか、悔いのないようにとか、考えないものだな」

「それは単純に私の話を微妙に疑ったままだからじゃ──いえ、悔いのないよう、彼女を作っておくべきですよ！　先輩もご両親に彼女を紹介して安心させておきたいでしょ？」

「しれっと外堀を埋めてこようとするな。そもそも、俺が死んだら両親の安心が吹き飛ぶし、恋人に申し訳ないだろうが。それに、迅堂が俺を助けるっていうなら、俺は普通に両親に彼女を紹介して自ら退路を断つだけじゃん」

「むむむっ、やはり先輩は頭の回転が速い。さらっと信しん憑ぴょう性のある噓をついたりして意地悪ですけど」

「からかって面白い奴やつにしかあんなでたらめ吹き込まないけどな」

「待遇の改善を要求します！　……これ、毎回言ってる気がするんですけど」

「俺は初めて聞いたなぁ。未来人じゃないから」

　バスに乗り込み、奥の席に座りこむ。

　保育園からの帰りだろうか。母親に連れられた女の子がじっと俺たちを観察してきていた。奥様方と同じ種類の熱視線。

「ほらほら、あのくらいの子にもお似合いのカップルに見えちゃうんですよ。これはもう、身を固めるしかなくないですかね？」

「俺は軟弱者だから」

「初めて聞くお断り文句なんですけど」

「ところで今までのループで何回フラれてるの？」

「ゼロ回ですよ。付き合ってくれるまで告白してますから」

「そ、そっか……」

「なんでちょっと引いてるんですか!?」

　いや、ちょっとストーカー気質を感じてね。

　本人には言わないけども。

「あ、次降ります。よっと」

　降車ボタンを押した迅堂は視線を感じて女の子の方を見た。

　ボタンに手を伸ばした姿勢で固まった女の子が迅堂を見て悔しそうな顔をしている。

　迅堂が助け船を求めて俺を見た。そんな目を向けられても、俺にどうしろというのか。

「明日からは譲ったら？」

「そうします」

「──ゆずられる勝利に、よろこびは、ねぇんだ！」

　何かのアニメの台詞せりふらしきものを口走った女の子の口を塞いで、母親がぺこぺこ頭を下げてくる。

　大物になりそうな子だなぁ。

　そんな寸劇が車内で繰り広げられても、バスはきちんと目的地へ着く。

　母子に先に降りてもらい、後から迅堂と降りると女の子に手を振られた。

「またあしたー」

「はい、また明日」

　母子を見送り、迅堂家の方向に歩き出す。

　迅堂が思い悩むように夜空を見上げた。

「明日、私は勝ちを譲るべきですかね？」

「一つ手前で降りればいいと思うけど」

「あ、その手がありました！　先輩と一緒に長く歩けて一石二鳥ですね！」

　しまった。墓穴を掘った。

「言げん質ちを取りましたからね！」

「時間をずらしてしまえば」

「──あぁー聞こえなーい。言い訳はー聞こえなーい！」

「分かった、分かった」

　口で勝てないと分かって戦いを完全拒否してくる迅堂に根負けする。

　迅堂家は住宅街にある庭付き一戸建てだった。

「先輩の家に比べると狭いですけど、上がっていきますか？」

「いや、帰るよ」

「まぁまぁ、そう言わず」

「言うよ」

　思いっきり家の電気がついている。つまり、ご家族が在宅中である。

　いや、不在でもまずいけど。

「まぁ、先輩ならそう言うでしょうね。これからバイトにかこつけてアピールしまくりますので、根負けしたら告白してくださいよ」

　割とあっさり引いた迅堂は家の門もん扉ぴを開けて玄関に向かう。その背中に声をかける。

「俺は我慢強い方だよ」

　だから諦めろ、と言う前に迅堂は振り返って明るく、しかし少し寂しそうに笑った。

「知ってますよ。好きな人のことですもん」

　玄関を開けて中に入っていく迅堂を見て、少し後悔する。

　考えてみれば、迅堂は俺の命を救いに未来からやってきたのだ。それなのに、取り付く島もなく振り続けるというのは仁義に反する。

　かといって、告白を受けるわけにもいかないのだが。

　自宅へ向かって歩き出しつつ、今日の出来事を考える。

　笹篠明華、迅堂春、二人の未来人が俺の死を回避しにやってきたという。

　そして、どういうわけだか、二人とも俺と付き合っていたという。

　もしかして、二人とも別々の未来から来たんじゃないだろうか。もしそうなら、俺は二股男の不名誉を背負わずに済む。

　拝啓、未来の俺へ。

　大丈夫ですか？　チャラ男になっていませんか？

　甲か斐い性しょうなしなんですから、身の丈に合わない人付き合いは身を滅ぼしますよ。

　二股かけているなら死に晒さらせ、リア充め。敬具

　益やく体たいもないことを考えていると、スマホが着信を知らせた。

「海空姉さんか──もしもし？」

『巴、君を救いに未来から来たよ』

「姉さんもかよ！」

　三人目かよ！　リア充、死に晒せ！











第二話　『シュレーディンガーのチェシャ猫』論　─四月十三日 月曜日夜─






『ふむ、姉さんも、ということは他にも未来人がいるのか？』

　思わずツッコミを入れる俺に対して、海み空そら姉さんは冷静沈着だった。

　ちょっと反省。人の振り見て我が振りを直せるのが俺のいいところと今決めた。

「俺が知る限りでは──」

『待ちたまえ。話さないでくれ』

「え？　なんで？」

『パラドックスが起こるのさ。今日、これからボクのところに来てくれるかい？』

「まぁ、大丈夫だけど」

　悲しいかな、突然呼び出されることには慣れている。

　自宅へと向けていたつま先を松まつ瀬せ本家に向けて歩き出す。

「海空姉さん、一つ、確認していいかな？」

『いいとも、一つと言わず、いくらでも』

「海空姉さん、未来で俺と付き合っていたり、とか？」

『……ふふっ、答えるとは言ってないよ？』

　はぐらかされたんだけど……。

　俺、三股したの？　してないよね？

　心配になってきたので意味もなく早足になる俺である。

　未来の我が振りを見て、我が振り直せるといいなぁ。

　一度通話を切って、両親に連絡する。

　松瀬本家に呼ばれたと言うと、慣れた調子で「行ってらっしゃい」と返された。

　昔から海空姉さんとは仲が良く、本家に呼び出されて徹夜でゲームしたりなんてことも日常茶飯事だっただけに、心配されないのは仕方があるまい。

　でもね、息子は死の運命にあるらしいっすよ？

　見慣れた松瀬本家の漆しっ喰くい塀に囲まれたでかい敷しき地ちへ木の門をくぐって入る。

　お手伝いさんが一人、出迎えてくれた。

「お嬢様から聞いております。夕食はいかがしますか？」

「海空姉さんは食べましたか？」

「まだ召し上がっておりません」

「でしたら、一緒に食べると思います」

「後ほど、お部屋に運びましょうか？」

「お願いします」

「かしこまりました」

　一礼するとお手伝いさんはくるりと音もなく反転し、足音を一切立てずに海空姉さんの部屋へ歩き出す。

　庭で虫が鳴いている。リーン、リーンと物悲しい音色は明かりの届かない庭園の隅から発せられているのだろう。

　幼い頃は、この無駄に広い庭で花火をしたりもしていたけれど、もう何年も庭に降りてすらいない。そう思うと、虫の音が俺を呼んでいるような気がした。

　海空姉さんの部屋は今朝と同じく冷気を外に漏らしている。

「お嬢様、白しら杉すぎ巴ともえ様をお連れしました」

「入りなさい」

　凛りんとした、静かでありながら有無を言わせぬ声が部屋の中から響く。

　お手伝いさんが静かに扉を開けて、俺に場所を譲った。

　中では海空姉さんがパソコンに向き合っている。背筋がまっすぐと伸び、気品にあふれたその姿は松瀬本家のお嬢様と呼ぶにふさわしい美しさ。

　お手伝いさんが気け圧おされたように吐息をこぼす。

　俺が部屋の中に入ると、お手伝いさんは名残惜しそうに扉を閉めた。

　足音が遠ざかると、海空姉さんが息を吐きだして背もたれに体重を預けた。

「ふへぇあ……。みんなして、ボクに理想のお嬢様像を求めすぎだと思わないかい？　巴、食事は？」

「気を抜きたいんだろうなと思って、ここに運んでもらうよう言っておいたよ」

「さすがは巴。我が幼おさな馴な染じみにして腹心の部下だけあるじゃないか」

「調子いいなぁ。デザートにプリンでもいる？」

「買ってきてくれたのかい？　ありがたくいただくとするよ」

　くるりと椅子を回転させて俺に向き直った海空姉さんは足の曲げ伸ばしで反動をつけて立ち上がる。

　そのまま軽い足取りでふわりと回転すると、ベッドの上に身を投げ出してあおむけに寝転がった。

　ぽすんと軽い音がして、甘い香りがふわりと漂う。

　嗅ぎなれている海空姉さんの匂いを意に介さず、俺は定位置になっている座ざ布ぶ団とんに腰を下ろした。

　海空姉さんが「涅ね槃はんのポーズ」とか言って俺を見てくる。

「始業式やアルバイトのこと、いろいろと聞いてみたい話題の多い一日になっているはずだけれど、目下の問題は電話で話したパラドックスかな？」

「それだね。未来人のことを話すとだめってどういうこと？」

「そうだね。どこから話したものかな」

　言葉を選ぶように瞑めい目もくした海空姉さんは、しばらくしてから話し出した。

「シュレーディンガーの猫、という思考実験は知っているね？」

「まぁ、有名どころだよね」

　猫を入れた箱に毒ガスを注入し、猫の生死はどうなるかというお話だ。観測するまで、箱の中の猫は生きているとも死んでいるとも不確かな状態になる。そんな思考実験。

「そう。その箱に猫をもう一匹入れたら、どうなると思う？」

「え？　変わらないんじゃ……あ、猫同士が観測するから生死が確定する？」

「その通り」

　正解だ、と頷うなずいて、海空姉さんは体を起こした。

「未来人がこの世界で一人の場合、誰からも未来人かどうかは確定されない。観測されない。未来人は猫、この世界は箱だと思えばいい。だから、もしも二人の未来人がいた場合、互いを観測し、未来人だと確定してしまう。するとどうなるか」

「どうなるんだよ？」

「──未来の記憶が吹き飛ぶ。すなわち、未来人としての死が訪れる。加えて、脳に負荷がかかるんだろうね。昏こん倒とうし、場合によっては昏睡状態に陥る」

　海空姉さんは自分の頭をトントンと人差し指で示して、はっきりそう言った。

　なんでもなさそうに言っているが、すごく怖い話だ。

「……なんでそんな物騒な話に？」

「原因はパラドックスにある。例えば、未来から今の時点に巴が戻ってきて、ボクに対して未来人だと打ち明ければ、ボクの記憶が吹き飛んでしまう。なぜなら、ボクが観測したこの時間での巴は未来人ではなかったから、矛盾が生じてしまうってわけ」

　それでさっき、シュレーディンガーの猫で二匹も箱に入れる話をしたのか。

　互いを観測できる猫は互いを未来人だと確定できてしまう。

「そうなると、なんで俺は海空姉さんが未来人だって知っても無事なんだ？」

「簡単さ。君は現代人。つまりは猫ではなく箱の一部だから、未来人を未来人と観測しても矛盾しない」

　なるほど、筋は通っている。一般人だった世界を知らないから矛盾を認識できないのだ。

「それじゃあ、未来人同士が出くわすのは危険なのか」

「危険といえば危険だけど、未来人だと確定されない限りは大丈夫さ。後は、例えば一週間後から巴が戻ってきた場合、ジャンプ前の時間、つまりは今から一週間後を過ぎれば巴も未来人ではなくなるね」

　未来人同士が出会ってすぐに記憶が吹き飛ぶわけではないのか。

　つまり、海空姉さんや笹ささ篠しの、迅じん堂どうが一堂に会しても互いに未来人だと告白しなければセーフってわけだ。

　振り返ってみれば、笹篠も迅堂も、未来人と告げる時には周囲に聞こえないよう、俺の耳に口を寄せていた。他に未来人がいる可能性を危惧していたのか。

　話を聞く限り、未来人が自分は未来人だと話すのはかなりのリスクだ。下手をすると生殺与奪の権を握らせることになる。

　世の中が未来人であふれないはずだよな。

　それでも、俺に未来人だと暴露したのは三人とも俺が死ぬ運命を回避したいから、協力を仰ぐためか。

　笹篠と迅堂の告白をなかば茶化す形で受け流したりしたのは反省しないと。

　明日、謝ろう。

　海空姉さんが笑う。

「まとめると、未来人同士が出会った場合、かつ互いに持つ未来の情報に矛盾があった時、未来人は意識を喪失し、記憶は消滅する。そうすることで、世界に矛盾はなくなるんだ。これだけ覚えておけばいい。口は禍わざわいの元ってこと」

　海空姉さんが俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「故にボクたち未来人は他の未来人に存在を悟られないよう姿を消し、口だけ出して望む未来に導かなくてはいけない」

　そう結論付けて、海空姉さんは未来人にまつわるその現象に得意そうに名前を付けた。

「これが、『シュレーディンガーのチェシャ猫』さ」

　──シュレーディンガーのチェシャ猫。

　未来人は世界という箱の中で、不思議の国のアリスにおける口だけを残して透明化する猫、チェシャ猫になると。

　なるほど、と納得する。

　実際に『シュレーディンガーのチェシャ猫』を見たわけではない。

　未来人が記憶を吹っ飛ばされて未来人としての死を迎えるところなんて見たくもない。

　ましてや、それが知り合いだなんて想像もしたくない。

「口には気を付けるとするよ」

「そうしておくれ。ボクだって、消えたくはないからね」

「……ねぇ、海空姉さんがその理論をくみ上げたのって、実体験から？」

「黙秘するよ」

　痛みをこらえるような顔をされてはそれ以上聞けなかった。

　海空姉さんは俺の額に人差し指を突き付けてくる。

「未来人は過去をやり直したいから戻ってくる。未来の改変だ。未来人にとっても予測できないことが起こる。だから巴、未来人が困っていたら助けてあげるといい」

「……それって、未来人じゃなくても同じだろ。誰だって未来は分からないはずだ。困っている人がいるなら未来人だろうと宇宙人だろうと助けるでしょ」

　当たり前の指摘をすると、海空姉さんは野の良ら猫が甘えてきた時のような、驚きと嬉うれしさがないまぜになった表情で笑った。

「ふふっ、そうだね。巴はそういう奴やつだったね」




















第三話　会話の爆弾　─四月十四日 火曜日─






　海み空そら姉さんに夜通しゲームに付き合わされ、フラフラになりながら俺は登校した。

　ひそひそと内緒話をする同級生の視線の大半が俺とその隣の笹ささ篠しの明めい華かに集まっている。

　今日も今日とて金髪美人な腐れ縁こと未来人、笹篠明華は泰然と背筋を伸ばし、スマホでゲームをしている。

　すれ違う人の九割が振り返り、残り一割が隠し撮りをしようとするような金髪美人だけあって、クラスメイトの視線なんていちいち気にしていないのだろう。

　小心者な俺とは違うのだ。

　なので、俺は笹篠に声をかける。

「笹篠、まずは昨日のことを謝りたい」

「謝る？　私、白しら杉すぎに何かされたっけ？」

「告白の件、断るにしてもあの態度はダメだなって反省したんだ。ごめん」

「あぁ、そういうこと。白杉はそういう仁義を通すよね。好きだよ、そういうところも」

　スマホの電源を落とした笹篠が俺に向かって微ほほ笑えむと、クラス中がわずかにざわめいた。

　聞き耳を立てられても大丈夫なよう小声で話してるけど、表情は読み取られるよなぁ。

「笹篠、この教室の空気、入れ換える手立てとかないかな？」

「私がフラれたって泣けばいいわよね？」

「やめて。俺のメンタルを殺しに来ないで」

　笹篠にそんな理由で泣かれたら、学年の大半を敵に回しかねない。

「冗談よ」

　くすくす笑う笹篠はふいに教室を見回した。

　ただそれだけの動作で、教室中の視線が背けられる。

　教室をぐるりと見回して最後に俺を見た笹篠は、唯一目を合わせた俺に対するご褒ほう美びとばかりに微笑んだ。

「はい、これでしばらく大丈夫」

「陽キャやべぇ」

「これはカリスマよ」

　こんな台詞せりふをサラッと言ってしまえるのが笹篠の美人たるゆえんである。

「でも、一時間目が終わって休み時間に入ったら元の木もく阿あ弥みよ。この空気を換えるとすれば根本的な治療が必要ね」

「どんな？」

「一つ、私と正式に付き合う」

「ごめんなさい。少なくとも今は無理です」

　それに、付き合ったら別の形の視線が向けられるんじゃないかな。

　殺意で研ぎ澄まされた、刺すような視線とか。

「二つ、慣れる」

「空気換わってないよね、それ」

「三つ、考える」

「丸投げじゃん。まぁ、困ってるのは俺だけみたいだし、自分で考えるべきかぁ」

　実際、俺が慣れるか、みんなが飽きるまで待つしかないんだろうな。

「ところでさ、白杉は今週末って暇よね？　勉強会しない？」

「なんで暇って知って──あ、知っているよな、そりゃ」

　未来人だしな。

　うん？　ということはもう一人やってきそうなのが……。

「──白杉巴ともえ先輩はいますか！」

　元気な声に呼ばれたかと思うと、上級生の教室だというのに気後れもせずに入ってきた迅じん堂どう春はるの姿が目に入った。

　そりゃあ、来るよね。

「先輩、週末にはバイトがありますよ。では、お昼にまた来ます！」

　しゅわっち、と敬礼した迅堂は週末にバイトの予告を入れると颯さっ爽そうと教室を出て行った。

　途端にざわめきに包まれる教室。向けられる視線。

　元気な後輩が空気をかき混ぜてカオスにしていきやがった。

　笹篠が俺を横目で睨む。

「へぇ、そうなんだぁ。へぇ、若い子がいいかぁ」

「誤解だよ……」

　二股男のレッテルはこうして貼られていくのか。

　笹篠が机と椅子を寄せてくる。

「あの子は誰よ？　バイトって喫茶店の話よね？」

「ははは……」

　言えない。あいつも未来人です、なんて言えない。

　言ったら『シュレーディンガーのチェシャ猫』で笹篠の記憶が吹っ飛んでしまう。

「怪しい……。この時期の喫茶店バイトは白杉一人のはず。あれは客？」

「飛び入りのバイトだよ。バタフライエフェクトじゃないかなぁ？」

「うーん、因果関係が見えないわ。バタフライエフェクトって、日本語訳すると風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかるって意味よ？　因果関係がなければ違いは起きないはずなんだけど」

「目に見えるものがすべてじゃないってことだよ」

　怪しむ笹篠が真実にたどり着かないことを祈っていると、教室に担任が入ってきた。

　笹篠が席を戻しながら俺を見る。

「今日、私も喫茶店に行くから」

「別に、俺は浮うわ気きしているわけでも何でもないよ？」

　天てん秤びんにかけているなんてこともなく、どちらもきちんと断っている。

　それより、迅堂は宣言していた。

　お昼にまた来ると。

　昼食は針の筵むしろの上で食べるはめになりそうだ。





◇　◇　◇






　やってまいりました、お昼時！

　えぇ、もうやけくそですよ？

「役者は揃そろったわね。この舞台で大根振りを晒さらすがいいわ」

「ふふふっ、幼稚園時代、おままごと界のアドリブ女王と謳うたわれたこの迅堂春がお相手しましょう！」

　なーに、この状況。

　俺の隣には席を寄せてきた笹篠明華。俺の正面にはお弁当を持って乗り込んできた迅堂春がいる。

　そして、教室中から向けられる好奇と嫉妬の視線。

　まぁね、未来人を名乗る不思議ちゃんであっても、笹篠明華は美人女子高生だし、迅堂春も元気いっぱいな子犬系後輩で可か愛わいい。

　それが俺みたいな平均ちょい上の雰囲気イケメンを囲めば誰だって好奇心に突き動かされますよ。

　しかも、二人が『シュレーディンガーのチェシャ猫』で記憶を吹っ飛ばされて未来人としてお亡なくなりあそばされないよう、会話のかじ取りを俺がしないとならない。

　なんで俺は教室でお昼を食べながら、二股男の修羅場を観察する目を向けられつつ、爆弾処理してるんですかね？

「私は笹篠明華。あなた、一年よね？　なんで平然とこの教室にいるのよ？」

　笹篠が年齢マウントで教室からの排除を狙うと、迅堂はふっと肩をすくめた。

「この学校の生徒だからですよ。先輩に会いに来るのにちょうどよくお昼ごはんという理由もあったからです」

　台詞を用意してあったのか、すらすらと語っているけど多分アドリブだな。

　迅堂が早々にお弁当の蓋を開いた。既成事実を作って居座るつもりだろう。笹篠も、今日のところは排除できないと判断したのか、お弁当の蓋を開ける。

　俺も松まつ瀬せ本家で用意してもらった弁当を開けた。

「そもそも、この迅堂春、ある意味、年齢では先輩よりも上──」

「迅堂は自分で弁当を作ってるのか？」

　未来人的言い回しをサラッとするんじゃねぇ！

　台詞を遮られた迅堂は首を傾かしげつつ、自分の弁当を見る。

「詰めたのは自分ですけど、作ったのは母ですよ。あ、せんぱーい、手作りお弁当が食べたいなら素直に言えばいいのに。作ってきますよ？」

　何を勘違いしているのか知らないけど、他ひ人との気も知らないで……。

　笹篠が自分の弁当を俺に寄せてきた。

「私が自分で朝作ったお弁当よ。た、食べなさいよ。自分用に作ったけど、手を抜いたりしてないわ」

「笹篠先輩、今日の白杉先輩のお弁当を見てそれを言い出せるのってすごいですね」

　今日のお弁当は松瀬本家のお手伝いさんが作ってくれたものなので、見た目、栄養バランス、味に至るまで完璧である。ついでに金もかかっている。

　紅白なます、大学芋、菜の花のお浸し、さわらの塩焼き。バランスが良いうえに大学芋のおかげで腹にもたまる和の良メニューである。

　笹篠がちらりと俺の弁当を見る。

「まぁ、私も気後れするけど、白杉も男の子だからね。味が濃い目のモノも欲しいかなって。ほら、豚の照り焼きあげるわよ」

「ありがとう。大学芋いる？」

「白杉先輩、躊ちゅう躇ちょなくいきますね」

「男子高校生たるもの、肉を食べる機会を逸してはならない」

　箸を伸ばそうとした矢先、笹篠は何かに気付いて弁当箱を引っ込めた。

　当然、俺の箸は空振りする。

「お預け、だと……？　なぜここでＳっ気を発揮？」

「ち、違うわよ！　思いついただけよ！　……はい、あーん」

　めちゃくちゃ恥ずかしそうに、笹篠が箸で豚の照り焼きをつまんで差し出してきたその瞬間、迅堂が動いた。

　自分の弁当箱の蓋で俺と笹篠の間に仕切りを作り、笹篠に睨にらみを利きかす。

「そうは豚屋が卸しませんよ！」

「問屋な。出荷するな」

　肉々し、じゃなくて憎々しそうに笹篠が迅堂を睨にらみ返す。

「邪魔しないでくれる？　人前でやるのは勇気がいるのよ、これ」

「そんな勇気は不良在庫です！　教室でイチャついて外堀を埋める作戦なんて断固阻止です！　先輩、お弁当の蓋を出して早く」

「ちっ、らちが明かないわね。今回は諦めるわ」

　蓋を裏返しにして差し出すと、笹篠が舌打ちして豚の照り焼きを置いてくれる。

　笹篠がくれた豚の照り焼きは弁当箱に詰めやすいよう、小さめに切ってあった。

　後からショウガパウダーを振ってあるのか、しっかりした味ながらしつこくなくて食べやすい。

「これは中々……美味うまい」

　笹篠って料理できたんだなぁ。

「ぐぬぬっ、アドリブ女王の力をもってしても、手料理を召喚するのは難しい……」

「俺を餌付けしようとするなよ」

　貰もらえるものは貰ってお返しもするけど。

　笹篠が勝ち誇ったように迅堂を見る。

「今日の白杉が本家から弁当を持ってくるのはリサーチ済──」

「迅堂も料理はできるのか？」

　笹篠、お前も不用意に未来情報を持ってることをひけらかすなっ！

　こいつら、『シュレーディンガーのチェシャ猫』の話を知らないのか？　未来人の必須教養じゃないのかよ。

　それとも、俺が海空姉さんに騙だまされてるのか？

　いや、海空姉さんは悪戯いたずら好きだけど、人命にかかわるタイプの噓うそはつかないんだよな。

　迅堂は俺の質問に視線をそらした。

「計量とか、面倒だから目分量でやっちゃいますけど、ほぼ失敗しないです」

　本家のお手伝いさんが作った弁当を前にすると下手なことは言えないのか、元気でお調子者の迅堂も歯切れ悪く答えた。

　笹篠がふっと笑う。

「料理は愛情。手間を惜しむなんて愛情が足りない証拠よね」

「なっ!?　笹篠先輩は自分用にお弁当を作ったんですよね？　自己愛の塊じゃないですか！」

「愛してもいない自分を好きな人に認めてもらおうだなんておこがましいわ。だから、自己愛も大事よ」

「くっ、それっぽいこと言われた！」

　さわらは旬だけあっておいしいなぁ。

「白杉先輩、今日のバイトでコーヒーを淹いれてあげますよ！　一日の目覚めに毎日飲めるようなコーヒーを！　安心してください。マスターに教わったので淹れ方もばっちりですから」

「あら？　昨日からバイトを始めたのよね？　それでばっちりなんておかしくない？」

「笹篠先輩とは生きている時間が違──」

「迅堂ってラテアートもできる？」

　未来人暴露に繫つながりそうなので話を急きゅう遽きょ、軌道修正。

「ら、ラテアート？　ふふふっ、何を隠そうこの迅堂春、美術の成績はいい方です。お題はありますか？」

「じゃあ、猫で」

「可愛いお題がきましたね。いいでしょう、くりくりお目々の猫ちゃんを披露してあげますよ」

「私もやるわ」

　明らかに経験がなさそうな笹篠が自信満々に言い切った。

　まさか、と思う間もなく笹篠は笑う。

「練習してきた。白杉の好みの絵柄も研究したわ。みら──」

「同じお題だとつまらないから笹篠のお題は犬な」

　ナチュラルに未来人カミングアウトしようとするなよ！

　この二人、本当に『シュレーディンガーのチェシャ猫』の話を知らないのかもしれない。

　教えるべきか？

　いや、教えたら、当然「なんでそんなこと知ってるの？」という疑問が出てくる。芋づる式に海空姉さんに繫がって、それこそ『シュレーディンガーのチェシャ猫』で全員が未来人として死にかねない。

　えっ、詰んでる？

　もしかして、俺にフォローしてもらうために海空姉さんは『シュレーディンガーのチェシャ猫』の話をしたんじゃ……。

　俺の死因って、過労からくる不注意でのトラック事故だったのかもな。

　気を揉もむ食事が終わり、迅堂が席を立つ。

「それじゃあ、バイト先でのラテアート勝負で目にもの見せてやりますよ。芸術だけに！」

「負けた方が『自分のほえ面づら』をテーマにしたラテアートを相手に奢おごるってことでどうかしら？」

「望むところです！　それじゃあ、次の時間は体育なので早めに失礼しますね」

　言葉通り、颯さっ爽そうと教室を出ていく迅堂を見送り、俺は安あん堵どのため息をつく。

　乗り切ったぜ。

　でも、バイトでのラテアート勝負があるんだよな……。

　それよりも差し迫った問題があるとすれば──教室中からの視線だ。

「完全に二股男扱いが定着したわね。これで他の虫が寄ってこないから、ある意味、迅堂さんに感謝しておかないと」

「無実なのに……」











第四話　ラテアート勝負！　─四月十四日 火曜日─






　二股男を見る目を向けられて一日を過ごした。

　所々記憶が抜けているのは話題提供しないよう机に突っ伏しているうちに寝たからだ。

　とはいえ、さすがに一日も経たつと詳細な情報を手に入れようと俺や笹ささ篠しのに直接質問をしに来るクラスメイトが出始め、二股男のレッテルは解消の兆きざしが見えてきた。

　明日には、学年の一部に正確な情報が出回ってくれるだろう。くれるよね？

「白しら杉すぎ、喫茶店に行くわよ」

「マジで行くんだ」

「ケンカを売られたら買わないわけにいかないわ。限定品だもの」

「売れ残っていい奴やつだよ、それ」

　カバンを担かついで、笹篠と共に教室を出る。

「ラテアートに自信のほどは？」

「今日の夜に何度も練習したし、犬くらい書いてみせるわ。猫より画数も少ないもの」

「漢字かよ！」

　こんなところでトンチを利かせてくるとは思わなかった。

　笹篠が笑う。

「冗談だって。ちゃんと描けるわよ。──向こうもやる気みたいね」

　笹篠が校舎の出口を見て目を細める。

　笹篠の視線の先に、両手を腰に当てて仁王立ちし、不敵な笑みを浮かべる迅じん堂どうがいた。

「逃げませんでしたか。相手にとって不足なしです。苦い経験をさせてあげますよ、コーヒーだけに！」

「後輩だからって甘やかさないわよ。ミルクはたっぷり入れてもね」

「なに、この会話……」

　周りの生徒からひそひそされてる。俺もう帰りたい。

　しかし、バイトがある以上は帰れるはずもなく、三人揃そろってバスに乗り込んだ。

　俺を挟んで両隣に笹篠と迅堂が座る。

　両手に花だね、と笑い飛ばせるのは外野ばかり。俺自身は気が気じゃない。

「笹篠先輩、今日は午後五時から六時までお客さんがゼロになるので、そのタイミングでラテアート勝負をしましょう」

「なんでそんなこと分かるのよ？」

　笹篠が怪け訝げんそうに迅堂に尋ねる。

　当然、迅堂が未来を観測してきているからだが──言わせねぇよ？

「俺たちのバイト先の喫茶店は主要な客が大学生なんだけど、今日はオリエンテーションで新入生が遊んでいられないから客入りが鈍るんだよ」

「へぇ、そうなんだ。好都合ね」

　人を救うためにつく噓もコーヒーのように苦いんだなって。

　胃が荒れそう。

「はぇ……そんな理由だったんですか」

「なんで迅堂さんも感心しているのよ」

「マスターから暇な時間は聞いてもその理由までは聞かされてないからだろ。それより、笹篠、喫茶店に来るからには普通の注文も頼むよ。親戚とはいえ、バイト先だからさ」

「分かってるわよ。チョコレートケーキが美味おいしいのよね。甘すぎなくて」

「笹篠先輩、来たことあるんですか？」

「当然、白杉のバイト先だし」

「あれ？　白杉先輩が喫茶店バイトを始めたのって昨日からのはずじゃ──」

　変なところで勘がいいな、迅堂。

「ネットで調べれば分かるけど、口コミレビューに書いてあるんだよ」

　バイト先のことは知っておこうと思って昨日調べておいてよかった。

　二人がバスの中で会話のキャッチボールがてら投げ合う爆弾を適宜処理していると、主観的にはあっという間に目的のバス停に到着する旨むねがアナウンスされる。

　迅堂がバスの中を見回して保育園児がいないかを確認した後、降車ボタンを押した。

「昨日の園児がトラウマにでもなってるのか？」

「子供自体は好きなんですけどね。泣かれるのはやっぱり困っちゃいますよ」

　迅堂が苦笑すると、笹篠が身を乗り出した。

「なんの話よ？」

「昨日のバイト帰りの話」

　かくかくしかじかと話すと、笹篠が笑う。

「それは災難だったわね。私も今日、白杉に送ってもらおうっと」

「笹篠先輩、ずるいですよ！　というか、バイト終わりまで居座るつもりですか？」

「あまり混むようなら帰ろうかと思ってたけど、今日はそんなに客入りもないし、勉強しつつ、コーヒー飲みつつ、待とうかなってね」

「お客さんがあまり入らないのは本当ですけど……」

　マスターの宮みや納なさんの前でその話はしないでね。

　未来人暴露を防ぐ以外のことにまで気を回さないといけないなんて、いやだよ。

　バスを降りて、バイト先である喫茶店に向かう。

「笹篠は入り口からどうぞ。俺と迅堂は裏口から入るように言われてるから」

「バイトだもんね。分かった」

　笹篠と別れて、俺は迅堂と共に裏口に回り込む。

　シャッターが降りた隣の蕎麦そば処との間の路地を入り、喫茶店の裏口を目指す。

　そこにはスマホを耳に当てた宮納さんがいた。ぺこぺこと愛あい想そ笑わらいで見えない誰かにお辞儀している。

「……テレホンハンマー、またはジャップペッカー」

　ボソッと呟つぶやくと、迅堂が笑いをこらえ、俺の背中に抗議の正拳突きを放ってくる。

　宮納さんと目が合ったので通話の邪魔にならないように無言で会え釈しゃくし、裏口を指さす。

　入っていいかという無言の質問が通じたのだろう、宮納さんは頷うなずいて裏口から入るよう手ぶりで示してくれた。

　裏口の戸を開けて、迅堂を先に入れる。

「──えぇ、次の日曜日になるので、はい、その時にお願いします……」

　宮納さんのそんな言葉を聞きながら、俺も中に入る。

　あの様子だと、通話が終わるまでそんなに時間はかからなそうだ。

　更衣室で学校指定の制服を着替えて、エプロンを身に着ける。

　手を洗ってアルコール消毒し、店舗スペースに出ると通話を終えた宮納さんがすでにコーヒーを淹いれ始めていた。

　宮納さんが俺を見て、窓まど際ぎわの席に座っている笹篠を横目で見る。

「巴ともえ君、友達連れて来てくれたんだね。今日は客入りが少なそうだから、助かるよ」

「迷惑じゃなければよかったです」

「迷惑なものか。凄すごい美人さんじゃないか。巴君も隅に置けないね」

「そういうのじゃ──」

「マスター、白杉先輩はこの迅堂春はるが予約してます！」

「……隅に置けないなぁ」

「やめて。そんな目で見ないで。ようやく学校の方は誤解が解けそうなのに……」

　二股男のレッテルからは逃れられぬ運命だというのか。

　コーヒーカップを洗いながら、店内ＢＧＭに耳を澄ませる。

　今日も今日とてアニソンボサノバカバーだ。

　店内には笹篠の他に大学生が二人、女子高生が三人入っている。

　窓際に笹篠がいるからか、客は全員女性で迅堂が積極的にホール担当に入ってくれた。

　宮納さんが嬉うれしそうな顔をしている。

「こんなに女性客が入るのは初めてだよ。やっぱり、窓際に美人がいると客層が変わるものだねぇ。これで女性客も増えてくれると嬉しいんだけど」

「昨日は八割くらい男性客でしたね」

「マスターが僕みたいな男だと自然とね。雰囲気を壊さないようにＢＧＭも変わったものにしてみたり工夫したけど、美人には敵かなわないね」

　宮納さんが言う通り、窓際でコーヒーを片手に参考書を読む金髪ハーフの美人高校生はやたらと絵になる。笹篠効果で落ち着いた雰囲気のオシャレな喫茶店っぽくなるのだ。

　これが迅堂だと部活帰りの中高生ウケする、とっつきやすい喫茶店になりそうだ。

　イメージ戦略の大切さが分かる。

「松まつ瀬せのお嬢様が来てくれるのが一番なんだけどね」

「海み空そら姉さんは家から出ませんから」

「巴君が言ってもかい？」

「俺の言うことに耳を貸すと思います？　俺は誰の指示でここにバイトに来たでしょう？」

「ははっ、そうだった」

　宮納さんは小さく笑って、迅堂から注文票を受け取るとフライパンを取り出した。

　オムレツをオーダーされたらしい。

　それから時は過ぎ、迅堂の事前の予言通り五時を過ぎると客が完全にはけた。

　笹篠効果でかなりの客入りになっていたため、がらんとした店内を見ても宮納さんは気を落とすどころか機嫌よく夜の洋食酒場用の下ごしらえを始めている。

「第一回にして最終回、ラテアート勝負のコーナー！」

　迅堂が天井に拳を突き上げて開催を宣言する。

「宮納さん、いいんですか？」

「美人さんのおかげで売り上げも上々だからね。暇な今、お金も払ってくれるなら文句はないよ。迅堂さんのラテアートの腕前次第では、メニューに加えてもいいと思うし」

「その辺、柔軟ですね」

　お店の最高権力者の了解が取れてしまったので、ラテアート勝負が開催された。

　制限時間を決めて、コーヒーにミルクを垂らし始める二人を眺める。

　当事者の二人や宮納さんにとっては真剣勝負に見えるだろう。

　だが違う。なぜなら、笹篠も迅堂も未来人──勝つまでリトライできるのだ。

　そして、俺の認識できないループで幾度となくぶつかり合って切せっ磋さ琢たく磨まし合ったこの二人が提出するラテアートがどんなものか、想像に難かたくない。

　だから、俺は二人に出すお題を分けたのである。

　引き分けでいいじゃない。

「できたわ！」

「できました！」

　二人が揃って俺を見る。

　宮納さんも興味を引かれて、下ごしらえの手を止めて覗のぞきに来た。

「……笹篠さん、だったかな。うちで働く気はない？」

　宮納さんがそう言いだすほどに、笹篠のラテアートのクオリティは高かった。

　ウインクするポップな柴しば犬いぬは歪ゆがみもなく、ちょろっと出した舌の大きさまで計算して画面を構成している。

　これをあの短時間で……。

　感心していると、迅堂が俺の腕を引っ張って自分のラテアートを指さす。

「先輩！　私のだってすごいですよ！　笹篠先輩なんて目じゃないですよ！」

　迅堂が主張する通り、こちらもすごい。写実的な三毛猫が顔を洗う仕草を描いている。

　どれだけ修練を積めばこんなクオリティが出せるんだ。未来人ってチートなのでは？

　絵柄の方向性が違うのもあるけど、甲乙つけがたい。

　マスター宮納さんが腕を組んで唸うなる。

「巴君、彼女たちは一体何者なんだ？」

「趣味に全力な女子高生じゃないですかね。引き分けかな、これは」

　こうなると思っていたことはおくびにも出さず、引き分けジャッジ。

　笹篠と迅堂は睨にらみ合うも、互いの健闘をたたえて握手した。

　お前ら、なんでこんなになるまで切磋琢磨しあって互いが同類だと気付かないんだ？

　もしかして、運命が収束するから相手の技量も勝手に上昇するとか考えてる？

　まぁ、互いが同類だと認識した瞬間に未来の記憶が吹き飛ぶわけだから、気付かない未来からしかこの時点に戻ってこないんだけどさ。

　もしかして、『シュレーディンガーのチェシャ猫』は鈍い奴やつが生き残るシステムなの？

　蠱こ毒どくかよ。

　笹篠がバイトの誘いを断ると、宮納さんは残念そうにカウンターに戻っていく。

「先輩もやってみますか？」

「やめとく。ブラックが好きなんだ」
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　香ばしい湯気が立ち上るコーヒーを一口。程よい酸味とどっしりとした苦味と風味。銘柄とかは分からないけど、美味おいしいコーヒーだ。

「二人ともしばらく休憩に入っていいよ。まかないでも出そうか？」

　カウンターの宮納さんに声をかけられる。

　今日のバイトは午後七時までの予定だったかな。

「まかないはいらないです」

「俺も必要ないです」

「分かった。何か注文するなら直接言ってくれればいいよ」

　俺はエプロンを外して、笹篠の向かいに座った。

　ちゃっかりと俺の横に滑り込んできた迅堂を笹篠が睨む。

「ラテアートでは引き分けたけど、まだ明日のお弁当勝負があるわ」

「決着はお弁当でってことですね。望むところです！」

「俺、運動した方がいいのかなぁ」

　未来人二人が切磋琢磨するとどんな料理ができあがるのか分からないけど、このループを捨て回として好みを探ろうと品数を増やされたりしたら……。

　うん？　そもそも、俺は捨て回と認識できるのか？　未来人が過去に戻ったら、その時の俺や世界はどうなるんだ？　……怖くなってきた。

　考えないでおこう。

「運動かぁ。先輩たちは球技大会でどっちに出るんですか？」

「そんなのもあったなぁ」

　全学年対抗の球技大会。

　一学期の最初に行われる学内イベントだ。

　男子はサッカー、女子はバレーボール、さらに男女ペアによるテニスがあり、体育の授業で学年内での対抗で最強のクラスを決めた後、各学年の最強のクラスが対決する。

　一学期の目玉イベントだけあって注目度は高いがあくまでも体育の授業の一環として行われるので観客は学校生徒だけという地味さ。

「俺はサッカーかな。笹篠はどうするんだ？」

　話を振ると、笹篠は渋い顔をする。

「チーム競技って嫌いなのよね。……白杉、一緒に男女ペアテニスに出てくれない？」

「俺？」

　テニスなんてあまり経験がないんだけど。

「というか、笹篠は中学の時バレー部じゃなかったっけ？」

「途中で退部したけどね。ただ、他のクラスの同中出身の子が中ちゅう途と半はん端ぱに話しちゃったらしくて、球技大会でバレーボールに参加させられそうになってるのよ。選抜から外れるように立ちまわってたのに……」

　心底バレーボールに参加するのが嫌なのか、笹篠はため息をつく。

「クラスの団結のためにとか言われるのも嫌なのよね。知ったことじゃないし。だからさ、白杉と一緒に男女ペアでテニスに出たいの。どう？」

「サッカーへの参加が決まっているわけでもないから俺は別にいいけど」

　テニスは授業でもやらないし。

　クラスにはテニス部もいたはずだけど、確か、もう男女でペアを組んでいたはずだ。

「そもそも、チーム競技はダメで、ペアならいいのか？」

「組む人にもよるわ。白杉は本質的に貪欲だと知っているから、ペアを組むの。白杉は妥協せずに全力を出すからね」

「まぁ、やるからには本気でやるけど、テニスはあんまり自信ないよ？」

「上手か下手かは関係がない。本気を出すかどうかが大事」

　本気を出すかどうかなら、絶対に本気で取り組む。負けるのは嫌いだ。努力の成果を活いかせないのはもっと嫌いだ。

「……こういう時に同じクラスなのずるいですよね」

　ボソッと不平を言いながら、迅堂がエスプレッソをすする。

「迅堂はバレーボールに出るのか？」

「まぁ、他の男子とペアでテニスに出て、先輩たちをぼっこぼっこにしたり、先輩に嫉妬してもらったりするシチュに興味はありますけど、無難にバレーに出ます」

　よかった。未来人の迅堂が対抗してくると、激戦になるし。

「クラス代表決めはクラスごとの授業ですけど、球技大会の本戦は他クラスでも観戦できるので、応援しますよ。冷やしたタオルを渡せるのは応援団の特権ですので。笹篠先輩の分もしょうがないので用意してあげます。物欲しそうな目で見てくださいね」

「コートにも入れない分際でハンカチ嚙かみしめて外から物欲しそうな目で見てるといいわ」

　売り言葉に買い言葉、迅堂と笹篠は睨み合う。

　勝負の相手はネットの向こう側にいるはずだと思うのは俺だけなのか。

「それはそうと、先輩たちの男女ペア受付っていつまでなんです？　うちの学年はもう、参加表明が終わっちゃってますけど」

「明日の体育で名乗り出れば大丈夫よ」

「そっか、明日は男女合同で体育か」

　明日の体育のサッカーはめちゃくちゃ荒れそうだな。笹篠がクラスにいるから、良い所見せようとクラス代表の座を勝ち取るために本気になる奴が多そうだ。

　男の子って単純ですわ。

「男女ペアテニスのクラス代表を決めるのは今週の金曜日の授業ね」

　今日が火曜日だから、二日しか練習できないのか。帰ったらルールを確認しておこう。

　笹篠は未来人だし、テニス上手うまくなっていそうだ。

　足を引っ張らないようにしないと。

「うぅ、やっぱりずるいです！　私も白杉先輩と共同作業したいです！」

「迅堂さんは白杉とバイトしてるじゃない」

「そうでした！　そうじゃないです！　もっとこう、デート的な、トロフィー的なのが欲しいんですよ！　思い出の一ページに残るような！」

「明日のお弁当勝負で頑張ることね」

「なるほど、手料理を食べてもらうのも確かに青春の一ページ。燃えてきました！」

　自然な流れに見えるけど、笹篠は未来人だからお弁当勝負で負けないって確信があっての発言なんだよなぁ。

　未来人との勝負ダメ、絶対。
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　アルバイトを終えて、喫茶店を出る。

「明日からは夜の部も頼むよ。大学の小規模サークルの新歓で予約が入っているから」

「分かりました。迅じん堂どうは俺が迎えに行く形？　それとも、一人で大丈夫？」

「先輩が家に来るんですか!?　お茶菓子を用意しておきます！」

「迎えに行くだけだからね？」

　笹ささ篠しの、迅堂の二人とバスに乗る。

　昨日とは時間がずれているからか、保育園児はいなかった。

「住所を考えると、迅堂を送った後、笹篠を送る感じか？」

「悪いわね。よろしく」

「白しら杉すぎ先輩、笹篠先輩は心配したご両親が車を回すって言ったのを断っていました！」

「な、なんでそれを!?」

「ふっふっふ、如何いかに巧妙に隠そうとも、実質的に無限の時間を繰りか──」

「笹篠の両親が在宅中なら、バス停まで迎えに来てもらう方法もあるけど、どうする？」

　迅堂、ラテアートが上達するまでよく無事だったな、お前！

「悪いけど、送って？」

「了解」

「むがー」

　迅堂がキレた。

「明日のバイトの行き帰りは二人きりですからね！」

「あぁ、はい」

「なんでそんなに反応が薄いんですかぁ！」

　君らのフォローで疲れてるからだよ。

　バス停で降りて迅堂を送り届け、その足で笹篠の家に向かう。

「賑にぎやかな子よね」

「ムードメーカーではあるな。あれでもバイト中は真面目だし、オンオフの切り替えははっきりしてる感じだ」

　未来から戻ってきただけあって、喫茶店のメニューも洋食酒場のメニューも丸暗記しているし、食器などの場所も把握している。何度か繰り返しているから常連客の好みだって知っているので、宮みや納なさんも助かっているようだ。

　正直、俺よりもずっと役に立っている。未来の経験の差だと思いたい。

　笹篠がちらりと横目で睨んでくる。

「へぇ……評価してるんだ？」

「笹篠も、あいつの働きぶりを見ただろ？　評価に値しないとでも？」

「正直、侮あなどってたわ。動きがすごくテキパキしてたし、働き者だと思う」

　笹篠もなんだかんだで迅堂のことは評価しているらしい。

「悔しいけど、ラテアートもうまいわ」

「宮納さんがメニューに正式に入れるか検討するって言ってたからな」

　迅堂がバイトを辞めたらメニューから消えちゃいそうだけど。

　大通りを歩きながら、俺は気になっていたことを尋ねる。

「なんでチーム競技が嫌いになったんだ？」

　中学時代にバレー部だった以上、嫌いになるきっかけがあったはずだ。

　笹篠は顔をしかめたが、沈黙を貫き続けるには自宅が遠いと気付いたのか、口を開く。

「人の粗が目につくのよ」

　ぽつぽつと話し出した笹篠はため息交じりに夜空を見上げた。

「できないのは仕方がないことだと分かっている。だから、できないことは咎とがめないわ。でも、やらないのは許せない」

「本気を出すかどうかって話？」

「そう」

　男女ペアで俺を指名したのはそれが理由か。

　手を抜くつもりはもともとなかったけど、なおのこと頑張らないといけなくなった。

　笹篠は諦めたような苦笑で俺を見た。

「やる気のなさを指摘していたら、やらない連中が消えて、やる気のある集団になると思ってた。でも、違った。私が怖がられてハブられるだけだったのよ」

「それが、退部の理由か」

「そうよ。実力は私が一番あった。でもチームワークを乱した。だから排除されたの」

　バレーボールのクラス代表にはなりたがらないわけだ。

　授業でのイベントとはいえ、本気で勝ちに行くクラスメイトだけでチームを固めるのは難しい。どうしても仲良しで固まって、女子グループごとのチームを結成するだろう。実力とやる気だけで選抜することはない。

　それこそ、チームワークの問題だ。

　笹篠は続ける。

「チームを維持するには、怠惰を許さないといけない。力を抜くメンバーの存在を許して、妥協しないといけない。それが嫌だから、私はチームスポーツが大嫌いよ。私一人が全力を出して勝ち負けが決まる方がすっきりするの。ずっと物事が簡単になるでしょう？」

　プロの世界ならまた違うんだろうけど、学校の授業や部活で求めるのは難しい条件だ。

　昔、海み空そら姉さんが冗談めかして言っていた。

「人が傍かたわらにいると到いたれないから倒れると書く、か」

「なに、それ？」

「とある引きこもりからの受け売り。俺は違うと思う。人が全力を出して到るから、最後には倒れるんだ。一人かどうかは関係ない」

　だから、勝負事には全力で挑む。

　俺は何かの才能があるわけでもないけど、負けず嫌いな自覚はある。

「俺の負けず嫌いを笹篠も未来で知ったから、ペアに選んだんだろ？　なら、倒れるくらい頑張るさ」

　笹篠が笑う。

「最初の私はその表明を話半分で聞いたけど、白杉は本当に倒れるまで頑張るんだよね。いつも、いつも……」

　何かを吞のみ込むような間を挟んだ後、笹篠は俺の腕を軽く叩たたいた。

「クラス代表を勝ち取って、必ず本戦にたどり着くわよ！」

「おう、頑張ろう」

　……なんか、いまの言い回しに違和感があった気がするんだけど。

　いや、考え過ぎか。

「白杉、テニスのラケットだけどさ、一緒に買いに行かない？」

「学校でも貸し出しがあったろ？」

　確か、去年は何人かに貸し出されていた。

　結局は自前の道具を持っていたテニス部がクラス代表を勝ち取っていったけど。

　今年は未来人が絡からんで大番狂わせだ。

　テニス部員には同情する。

　笹篠がやれやれと肩をすくめる。

「買い物デートって単語、知ってる？」

「たった今、辞書登録を済ませた」

「頭の回転は速いのに変なところで鈍いわよね。まぁ、いいわ。それで、どうする？」

「駅前にスポーツ用品店があったよね？　あそこで売ってる？」

「売ってるわよ」

「なら、明日の放課後にでも行こうか。バイトは夜だから時間もあるし」

「私との買い物デートの後、後輩の家まで迎えに行ってバイト先に同伴出勤とは、この鬼畜」

「事実を並べただけで強烈な破壊力！」

　でもこれ、俺が悪いの？　そこはかとなく理不尽のスメル。

「私の家、このマンションだからここまででいいわよ。父さんに見つかると半殺しになるしね」

「えっ、怖い」

「大丈夫、プロだから後遺症は残さないわよ」

「余計怖い」

　どんなお仕事してるんだよ。

　マンション前で笹篠と別れ、さて帰ろうかと歩き出す直前、まるで見計らったかのようにスマホが鳴った。

　海空姉さんである。

「もしもし？」

『やっほー。巴ともえの頼りになるお姉さんだよ。うちにおいで。以上』

「待ってよ。昨日、家に帰ってないのに──切れた」

　通話が切れたスマホの画面を見る。

　仕方なく、両親に連絡しようとすると勝手にアプリが立ち上がった。

『ラビットちゃんは構ってくれなくて大層ご立腹であーる』

「そういえば、こんなのもあったな」

　昨日、今日と未来人に日常をかき回されている真っ最中なので、会話ＢＯＴに構っている暇なんてなかった。

　この手のアプリって、家で暇なときに相手にするもんじゃないの？

『やれやれまったく、起動の瞬間を今か今かと待ち続けていたのにまさかの放置プレイ！　そんなんでラビットちゃんが興奮するほどまだ親愛を積み重ねてないでしょーが！』

　両手を頭上に掲げて『がおー』とか言ってるラビットを見て、どうしたものかと考える。

　とりあえず、笹篠のマンションの前でこれと会話するのはダメだろ。もっと言うと、外でこれと会話するのもアウトだろ。

　電源、落とすか。

『タンマ！　電源、落とす、良くない、ヨクナイヨ！』

「なぜ、片言」

『やっと反応した！　へいへーい、なかなかのイケボじゃないですか。ご主人がイケボなのは会話ＢＯＴ的に幸福じゃい！　もっと聞かせて、そのイケボ！　ご主人の、イケボをもっと、聞きたいな！』

「まぁ、通話の振りをしておけばいいか」

　スマホを耳に当てて、通話に偽装しつつ松まつ瀬せ本家に歩き出す。

「それで、何を話せばいいんだ？」

『お、刑事ドラマっぽいセリフ。へっへっへ、ブツの在あり処かさ。知ってんだろ？』

「刑事じゃなくて悪役かよ」

『刑事よりはラビットちゃん向きかなぁって。悪人って不真面目ならいいんでしょ？』

「悪人にも計画性は必要だと思うけどな」

『あはは、悪人もラビットちゃんたちみたいに未来から来ればいいのにね！』

「……は？」

　思わず、耳に当てていたスマホの画面を見る。

　画面に表示されたラビットはバニーガール姿の少女のまま、シルクハットを被かぶって片手に持った懐中時計を振り回していた。

　ラビットがにやりと笑う。

『──ご主人、ラビットちゃんに興味は出たかい？』

　……落ち着け。

　画面の『ラビット』を見つめて、深呼吸を一つ。

　相手は会話ＢＯＴだ。プログラムだ。

「興味は出たよ」

『それは重畳。仲良くしようよ、ご主人。女の子にばかり構いたくなるお年頃なのは分かるけど、未来人はいわば精神ババアだぜ？』

「……俺は年上趣味なんだ」

　やはり、俺の置かれた状況を認識している。

　どうなってるんだ。

　海空姉さんはこれを会話ＢＯＴだと言っていた。人工知能ではなく、ＢＯＴだ。

　受け答えはデータを引用しているはずで、思考しているわけではない。

　そもそも、なぜ、俺の周囲に未来人がいると『ラビット』が知っているんだ。スマホのスリープモードでも周囲の会話を拾う仕様だったのか？

　いずれにしても、非常にまずい。

　この『ラビット』が笹篠や迅堂がいる場で未来人云うん々ぬんと言い出せば、『シュレーディンガーのチェシャ猫』で二人の記憶が消し飛びかねない。

　このアプリ、いわば爆弾になってしまっている。

　スマホ内から消去してしまうか？

『消去はヤメテ。キャー、コロサレルー』

「……まるで、未来を先読みしているような言動だな」

『ご主人、ここは思考を読んだのかもしれないぜぃ？』

　ため息をつく。

　正体不明だが、このアプリは『ラビット』だ。

　チェシャ猫同様、不思議の国のアリスに登場するキャラクターをもじっている。

　未来人にまつわることに関係していても不思議ではない。開発者の海空姉さんがそもそも未来人なのだから。

　考え込んでいると、画面の中で『ラビット』がぴょんぴょん跳ねた。

『ご主人、取引しよう。このラビット、お役に立つことは間違いなし！』

「取引？」

『そうともさ！　未来人のいる場では、不肖ラビット、お口チャックしておくよ。だから、ラビットを誰にも見せないでいてくれれば、きっといいことあるぜ？』

「なるほど。『ラビット』が未来の記憶を有しているなら、他の未来人に観測されると記憶が吹き飛んでただの会話ＢＯＴアプリに戻るのか」

『おぉう、怖いことを考えるねぇ、ご主人。ヤメテヨ？』

「どんないいことがあるんだ？」

『その日のお楽しみさ』

　そう言って、『ラビット』は勝手にスリープモードに移行した。

　俺は落ち着くために深呼吸をしてから、ゆっくり歩きだす。

『ラビット』が他の未来人とは明確に異なる点がある。

　俺を救いに来たとは言わなかった点だ。

　どうにも不気味だが、海空姉さんに相談しようとして『ラビット』が未来人云々とカミングアウトしたら一巻の終わりだ。スマホをどこかに預けるとしても、現物がない状態では海空姉さんも調べられない。

　まぁ、仮説自体は立てられないこともないんだけど……。

　悩みつつも松瀬本家の玄関を開ける。

　お手伝いさんが俺を見て、一礼した。

「お嬢様はいつものお部屋でお待ちです」

「ありがとうございます。食事などは昨日と同じでお願いします」

「かしこまりました」

　お手伝いさんの先導を断って、足早に廊下を歩く。

　海空姉さんの部屋の扉をノックすると、声が聞こえた。

「入っていいよー」

　だらしない、お嬢様モードではない海空姉さんの声だ。俺が一人なのを知っているんだろう。

　扉を開けて中に入ると、パソコン画面に『ラビット』を表示させた海空姉さんがキーボードで何かを打ち込んでいた。

　画面の『ラビット』の姿に一瞬怯ひるんだが、どうやら３Ｄソフトで新しい衣装を作っているらしく、会話ＢＯＴとしての『ラビット』は起動していないらしい。

「いらっしゃい、巴。呼んだのはボクだけど」

「毎日呼ぶつもり？」

「そうしてもいいなら、毎日だって呼ぶさ。ボクは巴が大好きだからね。ところで、『ラビット』とは遊んでやっているかい？」

「……さっき少し話したよ」

「外で？　なかなか勇気があるね。職質されなかった？」

「されてないことは知ってるでしょ」

「まぁねー」

　軽い調子で笑って、海空姉さんはデータを保存するとパソコンの電源を落とした。

「言っただろう。ボクは巴を救いに未来から来た。だから、巴の身の回りの些さ細さいな変化も見逃したくないのさ。鬱陶しがられるとしてもね」

「別に、鬱陶しがってなんていないよ」

「そうかい？　彼女とデートでもしていたんじゃないのかい？」

「してない、してない」

　買い物デートの予定は明日だから、噓うそはついてない。

　座ざ布ぶ団とんに座ると、海空姉さんは椅子の背もたれにはしたなく抱き着いて俺を見た。

「高校二年になったというのにデートの一つもしないなんてね。そうだ。ボクとデートするかい？　おうちデートだ」

「デートかはともかく、いつものことじゃん」

　いまさらだと指摘すると、海空姉さんは椅子から立ち上がった。

「巴との距離感はいい意味でも悪い意味でもハンデだね」

　海空姉さんは肩をすくめて、俺の前に歩いてくる。

「よちよち歩きの頃から一緒にいるから、意識するのが難しいのは分かるとも。しかし、こうも距離が近すぎると、少しテコ入れが必要かな」

「言ってる意味がよく分からないんだけど」

　座布団に座ったまま、俺は目の前に立った海空姉さんを見上げる。

　不満そうな顔をした海空姉さんはくるりと俺に背を向ける。

　気に障さわるようなことを言ったつもりはないんだけど。

「海空姉さん、何を怒って──」

　不機嫌の原因を聞こうとした瞬間、海空姉さんが腰を落とし、俺の膝の上に収まった。

　夜を編んだような長い黒髪の隙間から白いうなじが見える。身長は俺とそう変わらないのに全体的に細いのはやはり性別の違いだろうか。

　海空姉さんが肩越しに振り返る。

「この体勢ならさすがに意識せざるをえないだろう？　ふふっ、小学生くらいの頃は逆だったけど、なかなかいいものだね」

「……あの頃は海空姉さんが俺を膝の上に載せたがったんじゃないか」

「巴は捕まえておかないとすぐにふらふらするからさ。おや、顔が赤いようだけど、どうかしたのかな？」

　俺を背もたれ代わりに体重を掛けてくる海空姉さんから顔を背ける。

　海空姉さん相手には耐性があるつもりだったけど、密着されるとさすがに……。

　ニヤニヤしながら海空姉さんは俺をひとしきり観察して満足したのか、話題を変える。

「さぁ、今日は何か変わったことがなかったか、聞かせておくれ」

「この体勢で!?」

「当然さ。安心したまえ。他の女の話題が出てきても許してあげる度量はあるよ。こうして一歩リードしているんだからね」

「マジかよ……。変わったことねぇ」

　未来人でもない俺に変わったことがないかと聞かれても……。

　よぎるのは当然、先ほどの『ラビット』の言動だ。

「とりあえず、近況報告。クラスメイトの笹篠って女子と球技大会で男女ペアのテニスに出ることになった」

「球技大会か。いつ頃行われるんだい？」

「今週の金曜日にクラス代表を決めて、球技大会は来週の金曜日の予定」

「時間がないね。練習なら、テニスコートを手配しておこう。竹たけ池いけがテニスクラブを経営しているから、話を通しておくよ」

　竹池のおじさんか。親戚である。

「権力の乱用じゃない？」

「親族に便宜を図るのが一族の長たるボクの役目さ。巴に限ったことじゃないよ」

　海空姉さんはさっそくスマホを取り出すと竹池のおじさんに連絡を取り始める。

　こういう迅速さは松瀬本家を動かすお嬢様だけあると、いつも感心してしまう。

「──明日からでも大丈夫だってさ。道具類も貸し出しの他、テニスの道具であれば併設のショップで販売しているから見ればいい」

「あ、うん」

　テニスコートを使わせてもらうんだし、お金を落とさないとだよね。

　ごめん、笹篠、買い物デートはキャンセルです。テニスコートを使わせてもらえるから許してほしい。

「ボクも運動不足だし、ちょうどいいからその笹篠なにがしと顔合わせでもしようかな。ダブルスなんだろう？　ならもう一人、ちょうどいいのがいるといいんだけど」

「待って、海空姉さんも来るの？」

「行くよ？」

　お手伝いさん、この話を聞いたら卒倒するんじゃないか？

　それどころか、一族全体に激震が走るだろ。

「海空姉さん、外に出られる服はまだちゃんとある？　高校時代の服とか着られなくなってない？　靴とかある？　紫外線対策のやり方は覚えてる？　横断歩道は渡れる？」

「……巴がボクのことをどう思っているかよく分かったよ。説教してやる」

「だって、もう一年以上、本家の敷しき地ちから出てないじゃないか！　それがいきなり、テニスをするだって？　筋肉痛になる覚悟はあるの？　靴擦れ対策は？　ラケットを持つ手にマメができるかも」

「過保護すぎる！　ボクは巴を救うために未来から戻ってきた頼れるお姉さんなんだよ!?」

　あ、いじけた。

　海空姉さんはベッドにダイブすると布団をかぶってふて寝し始めた。

「……とにかく、明日ボクもテニスする」

　そこは譲らないんだ……。

　大丈夫かなぁ。
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「──と、いうわけで、テニスコートを使わせてもらうことになった」

　翌日の昼、お弁当勝負を巧みな話術で引き分けにした俺は笹ささ篠しのと迅じん堂どうに経緯を説明した。

「あのラスボス姉さんか……」

「まさかこんな序盤に……」

　笹篠、迅堂の二人が深刻そうに呟つぶやく。二人とも未来で海み空そら姉さんと何があったんだ。

　迅堂がいち早く復帰した。

「というか、二人だけでテニスデートのつもりだったんですか？　そうはいきませんよ。海空の姉あね御ごと迅堂春はるペアがお二人のお相手仕つかまつります」

「海空姉さんは絶対に足を引っ張ると思うなぁ」

　いくら未来人コンビでも、海空姉さんは戦力にならない。

　未来人とは言っても、未来から持ち越せるのは経験だけだろう。そうでなければ、三人とも見た目にもう少し変化があっていいはずだ。

　つまり、肉体的には一年間、本家から出なかった海空姉さんである。

　いくら本家の敷地が広くても運動不足は確実だ。

　ただ、海空姉さんは来ると言ったら絶対に来るし、俺同様の負けず嫌いだから何か手を打ってきそうでもある。

　それをちょっと楽しみにしている俺がいるのも否定できない。

「……やっぱりラスボスだよ、あの人」

　笹篠が呟いた。
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　放課後、テニスクラブに笹篠と迅堂を連れて行くと、テニスウェアに身を包んだ海空姉さんが待っていた。

　クラブオーナーの竹たけ池いけのおじさんはいないようだ。代わりというわけでもないだろうけど、お手伝いさんが二人、海空姉さんの左右後方に控えている。

「やぁ、こんにちは。笹篠明めい華かさんと迅堂春さんだね。巴ともえがお世話になっているみたいで、ありがとう。来週の金曜日までここの予定を埋めておいたから存分に使ってくれ」

　はきはきと喋しゃべるだろ？　一年間、本家から出てないんだぜ？

　まぁ、引きこもりつつもデイトレードで稼いでいたり、親族会議で色々とかじ取りをしていて、こう見えても立派に社会人なんだけど。

「初めまして、笹篠明華です」

「初めまして！　迅堂春です。今日は先輩たちをぎゃふんと言わせたいので、ご助力、お願いします！」

「元気だねぇ。笹篠さんは自前の道具があるみたいだけど、迅堂さんは貸し出しでいいかな？　巴はどうする？」

「せっかくだから、買うよ。笹篠、一緒に選んでもらっていいかな？」

「えっ、私？　お姉さんじゃなく？」

「買い物デートをキャンセルしたとはいえ、一緒に球技大会に出るんだから、一緒に選ぼうよ。俺、詳しくないしさ」

「わ、分かった」

　ちょっと戸惑いがちに笹篠は頷うなずくと、俺の気が変わらない内にと俺の服の袖をつまんで売店へ小走りする。

　今までのループには俺と一緒に道具を選ぶイベントがなかったのかな？

「ちょっと、お姉さん！　あれ、良いんですか!?」

「うーん、黒に近いグレーかな。せっかくだから、ボクも迅堂さんとデートをしよう。テニスウェアを選んであげるよ。ボクと違って、可か愛わいいのが似合いそうだし」

「お姉さんは和風美人ですもんね。憧れますよ」

「かく言うボクも自分の容姿は嫌いじゃないね」

　あの二人を放っておいても大丈夫かな。迅堂が迂う闊かつに未来人発言しないか心配だ。

　笹篠に引っ張られて到着した売店は、テニスクラブだけあってラケットやボールが並んでいる。テニス用品だけでなら、駅前のスポーツ用品店をしのぐ品しな揃ぞろえだろう。

　もっとも、この売店で一番売れているのはスポーツドリンクみたいだが。

「笹篠のお勧めとかある？」

「経験上、白しら杉すぎに一番合ってるのはこれよ」

　俺と相性が良いと未来人が判断するのなら、これ以上に信頼に足る助言はなさそうだ。

　笹篠に選んでもらったラケットは青い光沢のあるフレームで面の大きいものだった。球を拾いやすそうだけど、ちょっと重い。

「初めは男子だから重くても大丈夫かなって軽いノリで選んだんだけど、これが相性良いのよね。白杉がそれで打つと、打球がものすごく重いのよ」

「へぇ」

　未来の話をされても現代人の俺には分からない。

　ただ、場所を空けてもらって軽く振ってみると重さをあまり感じなかった。引っ張られるような感覚もない。グリップも安定していて、重さのわりに手首の負担も感じない。

「いいね、これ」

「でしょ？　回転は掛けにくいけど、練習時間もあまりとれないから小手先の技術でやるよりは地力を伸ばすことに集中できるし、おすすめよ」

　カラーバリエーションもいろいろあるとのことだけど、俺はこの青のラケットを選ぶことにして、ついでにボールも買って会計を済ませる。ちなみに、軟式だ。

「白杉、これプレゼントね。無理を言ってテニスに出てもらうお詫わび」

　気恥ずかしそうにそっぽを向いた笹篠が白いリストバンドを両手で差し出してくる。

　店員さんがほほえましいものを見るようにニヨニヨしている。

「彼女さんとおそろいですよー」

　店員さんは小さな声で情報提供してくれた。

　受け取るけど彼女じゃないです。

「ありがとう」

「こ、こちらこそ！　さっさと練習するわよ。時間ないんだから！」

　笹篠がコートの方へ急いで歩き出す。耳が赤い。店員さんの声が聞こえていたらしい。

　店員さんに会え釈しゃくして、俺もコートへ向かった。

　海空姉さんと迅堂はまだ準備中らしい。今のうちに笹篠に教わりつつ基礎練習する。

　練習すること十数分、ようやく現れた海空姉さんはフリフリのテニスウェアを着た迅堂を伴っていた。

「どうだい！　可愛いだろう！」

「どうです？　可愛いですよ！」

　やけに仲良くなってるな。ノリが近いからか。

「迅堂、海空姉さんみたいにはなるなよ？」

「巴、聞き捨てならないぞ!?」

「さすがにここまでノリで生きるのは無理ですよー」

「裏切られた!?」

「まぁ、海空姉さんがノリで生きられるのは、これでもちゃんとやるべきことはこなしているからだしな。普通なら生活が破綻してるよな」

「褒められている？　褒められていない？　誰か、野花を摘んできてー。花占ってみる」

「いえ、姉御！　ここはテニスで先輩たちに目に物見せて褒めさせてやりましょう！」

「迅堂ちゃん、さっき裏切ったよね？」
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「──三人とも、練習を始めるわよ」

　焦じれた笹篠に声をかけられ、俺もコートに入る。

　早くもチーム崩壊の兆きざしが見えている海空姉さんと迅堂のペアがコート入りし、練習を開始する。

　点数はほとんど気にしない。素人しろうとの俺はまず打ち返すことが重要だ。

　笹篠に教わったフォームを意識して、やたらと鋭い迅堂のサーブを打ち返す。

　やはり、迅堂は経験者だ。過去か未来か、両方か、やり込んだ気配がある。

　サーブと同時に駆けだして前衛に入った迅堂を無視して、後衛でのほほんとモンシロチョウを目で追っている海空姉さんへ打球を返す。

「お姉さん、行きましたよ！」

「分かっているとも」

　迅堂の呼びかけに軽く応じて、海空姉さんは数歩下がるとラケットを引き、一歩踏み込んだ勢いを乗せて打ち返してきた。

　海空姉さんも未来人だけあって、体力のないあの体でも十分に動けるようだ。

　俺、めちゃくちゃ不利じゃね？

「──よっと」

　事前の取り決め通りに前衛に入っていた笹篠が海空姉さんの打球をボレーで返す。

　危なげなく迅堂が球を打ち返し、後衛の俺にボールが回ってきた。

　ラリーが続くと楽しいけど、素人の俺には荷が重いんだよなぁ。

　迅堂も分かっているのか、俺には打ち返しやすいボールを出してくれているのが分かる。それがなんか悔しい。

　でも、まずは基礎からだ。

　ボールの動きを目で追って、打点を意識しつつ、腕の遠心力がボールに伝わるようにラケットを振る。

「お、良いフォームですね！　だが、無駄だぁ！」

　迅堂が小さくジャンプして、俺の打球をスマッシュで打ち返してくる。

「──ちょっ!?」

　笹篠が慌てて拾おうとするが到底間に合わない。

　迅堂の渾こん身しんのスマッシュはコートに穴でも抉えぐるのではと思えるほど鋭く、バウンドすると勢いよくコート端に向かって飛んでいく。

「くっ──」

　全力で走ってぎりぎり追いつき、バックハンドで辛かろうじて拾う。

　高く打ち上がったボールは笹篠、迅堂の頭上を抜けて海空姉さんのところへ。

「ふっ、練習試合もまた試合なり。試合はすなわち死合いなり。巴、覚悟！」

　膝のばねを利きかせてスマッシュの体勢を取る海空姉さんを見て、笹篠がバックステップで下がり、迎撃準備を整える。

「また来るよ、白杉、準備！」

「分かってる！」

　練習一日目なのにスマッシュをバカスカ打ってきやがって！

　海空姉さんの腕が頭上へと振り上げられ、俺が打ち上げてしまった打球を最高の打点で捉え、高速で打ち出す。

　一年も本家の敷しき地ちから出たことのない正真正銘のお嬢様とは思えない強烈なスマッシュにお手伝いさんたちが感動のあまり拍手喝采。

　いや、絵になるけどね!?

「負けるか！」

　ラケットをやや寝かせて、バウンド直後のボールの頭を撫なでるように打ち返す。縦回転を過剰に加えられた軟式ボールはムンクの叫びのような細身となり、迅堂の逆手側、真横を通り抜ける軌道を取った。

「よっと」

「まじか!?」

　迅堂がラケットを背中に回してあっさりとボレーしてくる。

　海空姉さんのスマッシュに備えて前衛の笹篠が下がっていたこのタイミングで、ネット際ぎわに落とすようなボレーはこれ以上ないほど凶悪だ。

　というか、なんだあの曲芸打ち。テニス部よりうまいだろ。どれだけ時間ループをしてればあんなことできるんだよ。

　だが、笹篠も負けていない。大股で一気に距離を詰め、ネット際でバウンドする直後のボールを拾い上げる。

　妙な回転が掛かったボールは斜めに弧を描いてネットを越え、相手コートに着地すると意地悪く斜めにバウンドした。

　しかし、予想していたように海空姉さんがボールの進行方向に回り込んでいる。

「ボクの偉大さを心に刻んで逝ゆくがいい！」

　俺がやったようにラケットを軽く寝かせて、勢い良く振り抜く。完成度の高いフォームから繰り出されたボールは海空姉さんの細腕から放たれたとは思えないほど力強い。

　万全の態勢で放たれたそのボールを素人の俺が打ち返せるはずもなかった。

「巴、討ち取ったりー！」

「せんぱーい、悔しいですか？　悔しいですか？　やーい」

　煽あおりよる。

「やってやるよ。絶対負かす」

「お、スイッチ入りました？」

　──ぼこぼこにされましたとさ。
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　二時間ほど練習して、そろそろバイトに向かわなければならなくなり、今日のところはお開きになった。

「白杉、かなり上達したわよ」

　笹篠が褒め言葉と共にスポーツドリンクを渡してくれた。

　礼を言って受け取り、一口飲む。疲れた体に染しみ渡る。

「半引きこもりの海空姉さんにぼこぼこにされたのが悔しい」

　よく体力持ったな、あの人。さすがに後半は動きに精彩を欠いていたけど。

　迅堂もとんでもない腕前だった。

　笹篠が不思議そうにシャワー室を振り返る。

「あの二人、本当になんであんなにうまいのかしら。一種の天才よね」

　笹篠と同じ未来人だからだよ。言わないけど。

「笹篠はシャワーを借りなくていいのか？」

「このまま家に帰ってのんびりお風ふ呂ろに入るわ。私はバイトもないしね」

「そうか。海空姉さんに送ってもらうといいよ」

「緊張するのよね。あの人、美人過ぎて」

「笹篠がそれを言うのか」

「……あ、ありがと」

　口の中でもごもごと礼を言う笹篠を見る。

　何この子、自分が美人だって自覚あったはずでは？

「褒められ慣れてないのか？」

「有象無象と好きな人に褒められるのは違うのよ！」

「そういうもの？」

「そういうもの！」

　耳まで赤くして顔を背けた笹篠はベンチに座る俺の横に腰を下ろした。

「明日も練習だから、白杉も帰ったらお風呂で足や腕の筋肉を揉もみ解ほぐしときなさいよ」

「バイト疲れもあって爆睡しそう」

「頑張りなさい」

「はーい」

　飲食店でバイトだから湿布も貼れないし、帰ってお風呂は必須だな。

　両親に連絡すべきか、海空姉さんに話を通すべきか悩むところ。今日もお呼ばれしたら三日連続で本家泊まりになる。

　こうして一緒にテニスをしたんだから、海空姉さんも満足したと思うけど。

　俺は笹篠に問う。

「実際のところ、クラス代表の座は勝ち取れそうか？」

「何度繰り返しても、同じ試合は一度もないのがスポーツの難しいところよ。でも、クラス代表の座は私が何としてでも奪ってあげるわ。白杉はボールを拾うことに集中して、隙を見つけたらスマッシュでお願い」

「やっぱり一日、二日の練習でテニス部ペアに勝つのは難しいか」

「私と白杉のペアならいけるわよ。白杉は勝負勘がいいし、スマッシュも私よりすでに上手うまいからね」

「買い被かぶりだ。うまくないよ」

「私がスマッシュ苦手なのよ。練習はしてるけどね」

　そういえば、今日も二回くらいスマッシュをミスしてたな。

「そっか。俺にも役割がありそうでちょっと安心した」

「頼りにしてるわよ」

　話をしていると、海空姉さんと迅堂がシャワー室から出てきた。

　迅堂が俺を見つけて羨ましそうな顔をする。

「男の人は身支度が早いですね」

「髪を乾かす手間だけでもだいぶ違うからな」

　時計を確認する。今からなら、歩いてもバイトの時間にはぎりぎり間に合うだろう。バスを使うから余裕もある。

　とはいえ、事故等でバスが遅れないとも限らない。早く向かうに越したことはないな。

「迅堂、何もないなら、すぐにバイトに向かおう」

「ですね。荷物だけ取ってきます」

　迅堂が小走りにロッカーへ向かっていく。

　俺は海空姉さんに声をかけた。

「車で来てるだろ？　笹篠を送ってあげてくれないか？」

「構わないとも。巴の大事なパートナーだ。……可か愛わいがらないとね」

　海空姉さんが意味深に笑うと、笹篠の肩が怯おびえたように跳ねた。

　本当に苦手なんだな。未来で何があったんだ？

　全員でテニスクラブを出て、海空姉さんと笹篠が車に乗り込むのを見送ってから、迅堂と共に歩き出す。

「なんで車で喫茶店まで送ってもらわないのかと思ったら、定員だったんですね」

　迅堂が車を振り返る。

　高級車でも何でもない、四人乗りの普通乗用車だ。運転手を務めるお手伝いさんともう一人のお手伝いさん、海空姉さん、笹篠の四人で定員である。

「リムジンとかないんですか？」

「邪魔になるだけだよ」

　バスに乗り込んで、奥の席に座りこむ。

「ねぇ先輩、シャワー室で海空の姉御と話したんですけど、明日も一緒にテニスしましょ」

「いいのか？　バイトは明日もあるのに」

　今日一日でも結構疲れた。これからバイトと考えると、なかなか堪こたえる。

　ただ、二人が練習に付き合ってくれるのは嬉うれしい。二人とも経験を重ねに重ねた未来人だけあって、練習相手としてはこの上ない腕前だ。

　迅堂は得意そうな顔をする。

「この迅堂春、白杉先輩のお役に立つ点では他の追々を許しませんよ。追いつく輩やからは蹴り落としますので！」

「物騒だなぁ。でもそういうことなら遠慮なく、付き合ってくれ」

「ワンモアプリーズ！」

「物騒だなぁ」

「そこじゃないですよ！」

　言げん質ちを取ろうとしているあたり物騒だわ。

　窓の外を見る。すでに日は落ちて、街灯もぽつぽつと点ついていた。

　バスの横の車線を大型トラックが抜けていくのを見てドキリとする。

「……なぁ、俺っていつ死ぬんだ？」

　気になってはいたが、目標ができるとなおさら知っておきたくなって、迅堂に尋ねる。

　迅堂はカバンを抱きしめて俺を見た。

「死なせません。そのために、私は未来から来たんですから」

「だとしても、俺自身も注意しておきたいんだよ」

「……時期はかなりブレがあります。一学期が終わった直後から、二学期の開始直後まで。ほぼ夏休み中に、白杉先輩は焼死します」

「──焼死？」

　トラック事故じゃないのか？

　笹篠と迅堂ではたどり着いている未来が違うのかもしれない。

　迅堂がカバンを強く抱きしめる。

「白杉先輩、いまは白杉先輩自身のことよりも、笹篠先輩を気にした方がいいです」

「なんでだ？　……いや、まさか」

「そのまさかです。笹篠先輩は球技大会の本戦を待たずにトラック事故で亡なくなります」

　やっぱり、笹篠が死ぬのか。

　理由は奇くしくも、笹篠が俺に語ったトラック事故。

　迅堂は横目で俺の様子を窺うかがいながら続けた。

「黙っていてごめんなさい。私が先輩と知り合ったのは一学期の終わりごろで、その時にはもう笹篠先輩は亡くなっていて、面識がなかったんです。笹篠先輩とラテアート勝負をするようになったこのループから、何度か笹篠先輩を助けようとしましたが、現場も時間もばらばらで手が出せないんです」

「いや、話してくれてありがとう。知っているかどうかで、心構えがかなり違う」

　笹篠が語った俺の死因はトラック事故での死亡。

　迅堂が語った笹篠の死因もトラック事故での死亡。

　仮説だが、笹篠は俺を庇かばってトラックに轢ひかれて死亡するのだろう。

　なにしろ、死んだら過去には戻れない。笹篠の主観では、絶えず俺がトラックに轢かれて死に、俺を助けた場合は彼女自身がトラックに轢かれて死んでお終いだ。

　もしかすると生き残るルートもあるのだろうけど、俺と笹篠の両方が生き残ったら、笹篠は過去に戻る理由がない。ハッピーエンドなのだから。

　迅堂が言う、俺が未来に経験する焼死の詳細も気になるが、いまは差し迫ったトラック事故の回避が優先だ。

「時間も場所も違う、か。運転手やトラックの特徴は？」

「それも分かりません。轢き逃げでした。調べましたけど、犯人は捕まらないんです。いわゆる、運命の収束ですよ」

　断言するような言葉とは裏腹に、迅堂は納得していないような顔だ。

　それもそのはず、運命が収束するのなら、俺も助からないことになる。

「俺も注意してみるよ。トラックだってことは分かってるんだし」

　バスを降りてバイト先である喫茶店に向かう。

　ちょうど、宮みや納なさんが洋食酒場のメニュー看板を出しているところだった。

「やぁ、来たか。竹池さんから聞いたよ。テニスの練習だって？」

「はい、さっきまで海空姉さんや笹篠も交えてダブルスしてました」

「青春だねぇ。僕はもう体が動かないだろうけど、久しぶりにやってみようかなぁ」

　松まつ瀬せ親族に空前のテニスブームが到来かな？

　裏口に回って着替え、エプロンを着けてお店に出る。

　予約客の時間を確認し、洋食酒場の手伝いは初めてだからと手順を教わった後でバイトを開始した。

　迅堂がてきぱき動く。

「相変わらず働き者だ。巴君、良い彼女を見つけたねぇ」

「彼女じゃないです」

「巴君にはぜひ、頑張ってもらいたいな」

　迅堂びいきの宮納さんはそう言って、早速厨ちゅう房ぼうに入る。

　テーブルを拭いて回る迅堂の動きに合わせて、俺は床掃除を始めた。

　お客さんが土足で入る関係上、どうしても埃ほこりが溜たまりやすい。しかし、埃を一か所にまとめて塵ちり取とりに納めるこの爽快感はいいものだ。

　一網打尽にできる優越感みたいなものが癖になるのだ。

「……先輩、やけに主夫力が高くないですか？」

「巴君は本家のお嬢様をはじめとした親族一同に使い込まれているからねぇ」

「そこ、俺を研ぎ澄まされた主夫扱いするな！」

　こちとら高校二年、主夫どころか結婚が許される年齢でもない。

　開店準備を整えると、ほどなくして、予約客である大学生の一団が入店する。七人組だが、上級生は宮納さんの知り合いらしく気安い挨拶を交わしていた。

「近所の大学のロボ研の人たちだよ」

「あの大学、工学部もありましたね」

　レモンサワーやビールをテーブルに運び、カウンターに戻る。

　迅堂が電話を取って、宮納さんに尋ねる。

「明日の午後八時以降で五名の予約です。大丈夫ですか？」

「八時？　えー、うん、十時までの二時間であれば大丈夫だね」

「はい、先方に伝えます。……かしこまりました。明日の午後八時から十時、五名様です。備考でドレッシングが苦手だそうです」

　予約表代わりのカレンダーに迅堂がさらさらと予約内容を書き込んでいく。

　時期が時期とはいえ、結構繁はん盛じょうしているんだな。

「お兄さん、注文いいかな？」

「はい、ただいま」

　営業スマイルで大学生のもとへ。

　ジャガイモのフリッタータやマッシュルームの生ハム詰めなどの注文を受け、バゲットをお勧めし、宮納さんに伝達する。

　そうこうしているうちに大学生二人と教授らしき人が連れ立って入ってきた。予約客ではない。ゼミ関連かな。

「テーブル席にどうぞ」

「ありがとう」

　俺が空いたテーブルに案内しているうちに、迅堂が新たに入ってきたお客さんをカウンターへ誘導する。

「あ、ラテアートなんて始めたんだねぇ。絵柄は自由って、何でもいいの？」

　メニューに新規追加されたラテアートを見つけた教授っぽい人の質問に、俺はちらりと迅堂を見た。

　迅堂が自信満々にこちらを見ている。

「担当がなんでもござれって顔をしているので、お題を出してみてください。結構な腕前ですよ」

「へぇ……。じゃあ、お題はマイタケで」

　……マイタケ？

　ゼミの学生らしい大学生二人が苦笑する。

「菌類の先生なんだ。無理なら、別のお題をオレたちで出すよ」

　と、言ってくれているのだが、迅堂はすでに作業に取り掛かっていた。

　マジでラテアートでマイタケを描くの？

「できましたよー」

　すぐに迅堂が持ってきたコーヒーカップの中にはミルクの白い線で巧みに輪郭を描き出されたマイタケが浮かんでいた。

　教授が眼鏡を押し上げてまじまじと見つめ、グッと親指を立てて賞賛する。

「素晴らしい。実物を見ながらスケッチしたような出来映えだ。よく観察している。ほら、君たち、スケッチとはこうやるんだよ」

　テンションが上がったらしい教授が迅堂お手製のラテアートを学生の手本にしようとしていた。スマホで写真まで撮ってる。

　教授の賞賛振りが狭い店内に伝でん播ぱしたのか、お客さんたちがメニュー表でラテアートを確認し始めた。食後に頼む人が多そうだ。宮納さんもホクホク顔である。

　鼻高々な迅堂が俺に歩み寄ってきて、耳打ちしてきた。

「……あの教授さん、毎回キノコのラテアートを頼むんですよ」

　ラテアート勝負をするようになったこの世界線を何度もやり直していると迅堂は言っていた。

　つまり、未来でキノコのラテアートを練習しまくったのか。

　道理で、こんな無茶なお題をこなせるわけだ。

　迅堂が悪巧みを思いついたらしく、小さく笑う。

「ネット上で話題になったら、先輩ラブって描いたラテアートで一気に外堀を埋めてやりますよ」

「ネット上で話題にしている人ってほぼ赤の他人じゃね？」

　外堀は埋まらないだろ。

　どんどん忙しくなっていったのは午後九時まで、そこからは少しずつお客が引き始め、十時にはカウンターで静かに飲む近所のご夫婦だけになった。

「巴君、迅堂さん、今日はありがとう。もう大丈夫だよ。労働法的にもこれ以上は、ね」

「お疲れ様です」

「お疲れさまでした」

　静かに飲んでいるご夫婦に配慮してか、それとも疲れが出たのか、迅堂の声も控えめだ。

　今日のバイト代をもらい、迅堂と一緒に店を出る。メニュー看板の下に書かれた営業時間は午後十一時までだ。残り一時間は宮納さん一人でさばけるのだろう。

　迅堂が両手を組んで夜空に掲げ、背中を伸ばす。

「今日は程よく疲れました。ぐっすり眠れますね、これは」

「同感だ。早く帰ろう」

「もちろん、送ってもらいますよ？」

「はいはい」

　さすがに三日目ともなると慣れてきてバスに乗り込んで迅堂の家を目指す。

　途中、迅堂の両親からメールが入り、迎えに行くとの連絡があったものの迅堂が断った。

「両親が、多少の寄り道には目をつむるとのことです」

「理解のあるご両親だけど、残念なことに勘違いしてるな」

「じきに勘違いじゃなくなりますよ」

　勘違いのままだと思うんだよなぁ。

　別に俺も枯れているわけではないけど、もうすぐ死にますよと三人の未来人から言われてもなお、恋愛にうつつを抜かせるほど図太く出来ていない。

「昨日の帰りにご近所さんが犬の散歩の途中で私たちを見たらしくてですね。先ほどのメールはおそらく、両親なりの鎌掛けではないかと」

「なおのことまっすぐ帰らないとな」

「明日が休みなら、このまま公園とか行くのに！」

「残念だったな。今日は水曜日だ」

「残念なんですか？　やった！」

「無敵かよ」

　ポジティブシンキングが過ぎる。

　バスを降りて夜道を歩く。

「両親の姿なーし。尾行なーし。スパイらしきご近所さんなーし。安全です、先輩！」

「どういうご家族及びご近所さんなの？」

　地域ぐるみの付き合いで娘の彼氏連れ疑惑を確かめるためにチーム組んじゃうの？

　市主催の運動会とかで無類の強さを発揮しそうな地区だな。

「春とはいえ、この時間になると寒いですね」

　言葉とは裏腹に暖かい自分の家に急ぐ様子もなく、迅堂はむしろ歩く速度を落とした。

　つられて俺も歩調を合わせる。吐息で空気が白くなるほどではないけれど、やはり少し肌寒さを感じる。

「先輩、お手」

「俺は犬じゃないんだ」

「お手を拝借」

「猫の手でもないんだ」

「あぁ、もう！　ズレたことを言ってないで手を繫つなぎましょうって言ってるんですよ！　──ポケットにくらいついて離れない!?」

　俺の腕を摑つかんでポケットから手を引き抜こうとしてくる迅堂に抵抗する。

　足を止めてしばらく格闘しているうちに迅堂は諦めたのか、肩で息をしながら恨みがましく見上げてくる。

「先輩って、本当に意地悪ですよね！」

「こうしてほしいと言われると、別の解決法がないかを探したくなるんだ。迅堂もポケットに手を入れたら？」

「そうします」

　問題解決、と思った矢先、迅堂は躊ちゅう躇ちょなく俺のポケットに手を突っ込んできた。

　ヒヤリと冷たい迅堂の手が入ってきて、温めていたポケットの中の空気が急に冷える。

「わぁ、あったかい！」

「おい、俺のあったかポッケに何してくれてんだ」

「愛の力で温めなおしましょう！」

「さっき冷え込んだばかりなんだけど？」

「何度でも燃え上がりますよ。未来人の私が言うんですから間違いありません」

　自信満々に言い切る迅堂だが、話が思い切りズレている。

　再び歩き出す迅堂に合わせて、仕方なく俺も歩き出す。ポケットの中で迅堂の手が俺と恋人繫ぎしようと狙ってくるのを巧みに躱かわす。

　結局手の甲を合わせる形でポケットの中に落ち着いた。

　寄り道はせずにまっすぐと、迅堂の家まで歩く。寄り道しようにも途中にあるのはせいぜい小さな公園くらいだ。
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「笹篠先輩はペア競技に出て関係を深めていくわけですし、うかうかしてられないんですよねぇ。先を越された感があるんですよ」

「一緒にバイトしているって時点で、笹篠も同じことを思ってたんじゃないかな」

　そうでなければ、喫茶店に来たりしないだろうし。

「だとしても追いつかれているわけです。ならば一歩リードするための手を打たねばなりません！　球技大会の後で、映画を見に行きましょう？」

「なんかお勧めの映画があるのか？」

「未来で見てきたら二人で楽しめないです。Ｂ級映画を見ましょうよ！　笑えそうなやつ」

　Ｂ級映画ねぇ。

「確か、宇宙船の貨物に紛れ込んだ毒どく蜘ぐ蛛もが無重力を利用して宇宙船のクルーを次々に仕留めていくって内容のＢ級ホラーをやるはずだけど」

「タイトルは？」

「毒蜘蛛、夢中空間の旅」

「決まりですね。笑えるかは微妙ですが、新規性はあります」

「興味があるのか。俺と趣味が合わないな」

「話題に出しておいて!?」

「着いたな。それじゃ、また明日」

「はい、また明日」

　迅堂の家の前に到着すると、俺のポケットから迅堂が手を出す。

　狭かったポケットの中が急に広く感じられ、不覚にも少し寂しさを覚えた。

「おやおや？　もしかして寂しいんですか？　うちで暖まっていきますか？」

「俺には帰るべき我が家があるんだ。ソノさんに暖めてもらう」

　家で猫が待っている。これ以上に帰る理由があるだろうか、いやない。

　迅堂がポケットから出した手を見つめる。俺と同様に寂しさでも覚えたのか。

　そんなことを考えた直後、迅堂が決意を秘めた目で俺を見た。

「この手を一生洗いません」

「帰ったら手洗いうがいをしなさい」

「それなら明日も手を繫いでくださいね。先輩、おやすみです！」

「おやすみー」

　迅堂の家のリビングのカーテンが開き、節分の鬼の面を付けた父親らしき男性が筋肉をひけらかした。

「──こらぁ、お父さん！　その程度の筋肉を見せびらかすなぁ！」

　迅堂の声が聞こえ、リビングのカーテンが閉じられる。

　賑にぎやかなご家庭を背に、俺は自宅へ向けて歩き出した。

『ハロー、ハロー、青春の夜よ更ふけ。ラビットちゃんをほっぽり出していかがお過ごしですか、ご主人？』

　ついにスマホの電源が勝手に入った。

「ラビット、夜更かしは美容の大敵だ。お休み」

『言ってもまだ十時半ですぜ。ウサギは寂しいと死んじゃう俗説があるんだぞい』

「俗説かよ」

『寂しくて死ぬような草食動物が野生で暮らせるとでも？　品種改良されて人間に飼いならされた軟弱者は知りませんけど、ラビットちゃんはほら、野性味あふれますし？』

「……まぁ、酷ひどい格好してるもんな」

『同情のお声もイケボ！　惨みじめさと切なさで嬉うれしくなりますよ、ご主人！』

　冗談か本気か、それをプログラムに問うのも馬鹿げているけど。

「それで、何か用？」

『構ってもらいたいなぁって。それに、ご主人も聞きたいこと、あるんじゃないです？』

「そうだな。俺の死因とか」

　確信的な質問に、ラビットは小さな笑い声を響かせる。

『客観視してみると分かりますけど、ご主人、いまプログラムに未来予知させようとしてますよ？　ウケるー』

「でも、実際に知ってるんだろ？」

『知っている、と言うと語弊がありますなぁ。経験している、というのが正しい。何しろ、未来は変わるもんです。こうしてラビットちゃんがご主人に話しかけているようにね』

　ラビットは画面の中で両頰ほほに両手の人差し指を当てて首をかしげて笑う。

『ご主人の死因ですけど、トラック事故です。時間や場所はズレますけどね』

「同じか」

『同じ？　あぁ、いえいえ、ご配慮痛み入りますよ。ラビットちゃんの可か愛わいい未来人格が記憶ごと吹き飛んじゃうのは世界の損失ですもんね。未来人の話はなしでいきましょ』

　世界の損失かはさておき、ラビットの持つ未来の情報は得え難がたいものだ。それが信用できるかは謎だが。

　つかみどころがなさすぎるんだよな、こいつ。

　スマホ画面に表示されているバニーガール姿の少女キャラクターを眺める。懐中時計でお手玉しながら、チェシャ猫みたいな半笑いを浮かべていた。

『おっとっと、ラビットちゃんったらミステイクっちまいましたー』

「なんだ？　何を間違えた？」

　別の死因があるとか？

『ご主人がこのラビットちゃんを独り占めしている以上、世界の損失ではござりませんなー。ご主人、ラビットちゃんを大事にしてくれなきゃいやだぜ？』

　そっちかよ。

　拍子抜けしてため息をついた俺は、『ラビット』を睨にらむ。画面の中にいるこいつに俺の視線を感じ取る機能などないと思い出して、俺は再度ため息をついて脱力した。

「……消したくなったわ」

『おぉ、怖っ！　ま、ラビットちゃんがお役に立つのはもうちょい先です。それまで仲良くしましょ。ねぇ、ご主人？』

「具体的にはいつ役に立つんだよ」

『言いましたよ？　未来は変わるもんだって』

　それだけ言って、ラビットは起動したときと同様、唐突にスリープモードに入った。











第七話　クラス代表選抜　─四月十七日 金曜日─






　何事もなく木曜日が過ぎ、金曜日を迎えた。

　そう、クラス代表を決める授業の日である。

「白しら杉すぎ、準備は良い？」

「大丈夫だ。筋肉痛もない」

　止よせばいいのに昨日も練習に参加した海み空そら姉さんは、今朝方、一日おいて熟成された筋肉痛でのたうち回っていたけど、俺は無事だ。

　テクニックはともかく体作りで負けてないと自信を深める朝だったぜ。

「相手はテニス部二人組か」

「変化球に気を付けて」

「分かった」

　ネットを挟んで握手をする。

　相手はクラスメイト、名前は番ばん匠じょう。男子の中ではあまり目立たないものの、テニス部では補欠だそうだ。

「白杉、倒す」

「……なんで？」

「いや、学年の男子数人から依頼を受けててさ。可愛い子と夜道を歩いているのを見たとか、笹ささ篠しのさんと最近仲がいいとか、方々で恨まれてるよ、お前」

　苦笑する番匠だが、ちらりと本気の目になったのは見逃さない。

　番匠のペアである大おお野のは笹篠と和やかに握手している。俺もそっちの空気がいい。

　男女ペアのテニスに参加表明したのはこの二組だけだ。クラス代表はこの試合で決まる。

　持ち場について、ラケットを軽く一振り。特に疲れも残ってない。

　テニス部の実力、見せてもらいましょうか。

　番匠がボールを放り上げ、サーブする。

　テニス部だけあって危なげのないサーブだ。しかも結構速い。

　でも、恐ろしいことに迅じん堂どうの方が早かった。

　ボールを全力で打ち返す。

「──っ!?」

　不意を打たれた番匠が息を詰め、俺が仕掛けたラリーに応じた。

　男子同士、全力でボールを打ち返しあう。二往復、三往復、四往復──ここだ。

　気を抜いていた様子はないが、前衛の大野が番匠との一直線上に入る。番匠の視線が切れた、このタイミングで仕掛ける。

　思い切りドライブ回転をかけたボールが大野の横へと飛ぶ。

　大野も、このボールは自分が拾わないとまずいと分かったのだろう。やや高い位置を通るそのボールへとラケットを伸ばし、なんとかボレーで返した。

　不安定な体勢で返したボールは弱々しく、笹篠は良く引き付けて狙いを定め、ラケットを振り抜く。

　パンッと小気味良い音がして、笹篠の渾こん身しんの一撃が相手コートを穿うがった。

「よし、まずは先制」

「ナイス、笹篠！」

「ありがとう」

　番匠と大野は啞あ然ぜんとした顔でボールと明るく言葉を交わし合う俺たちを、見比べる。

「経験者かよ」

「白杉君もまぁまぁやるけど、笹篠さんが凄すごいよ」

　意見を交わし合う番匠と大野に、俺も同意する。

　決め手だけを持っていった笹篠だが、ラリー中一度も俺と番匠から視線を切らないように立ち回り、大野をけん制し続けていた。

　大野の反応が遅れたのも、笹篠が不意に動いて視線を誘ったからだ。

　未来で何度も戦っただけあって、番匠や大野をよく研究しているんだろう。

　ともあれ、向こうも本気になったようだ。

　ラリーが続くこともあるが、基本的には女子前衛勝負を笹篠が仕掛けて大野を下し、ポイントを重ねていく。

　基本的にボールを拾うだけの俺だが、笹篠が力負けしてしまう番匠を後方に釘くぎ付づけにするのが俺の仕事だから、試合に貢献しているはずだ。

　だいぶ地味なのは否いなめないけど。

　ポイントで見るとこちらは二ゲーム、相手が一ゲームを取っている。五ゲームマッチだから、この四ゲーム目を俺たちが取れば自動的に勝ちになる。

　番匠たちもここまで追い詰められると思ってなかったのか、かなり悔しそうにしている。

　ネットに引っかかったボールを拾っていると、番匠が声をかけてきた。

「白杉、マジでよく動くな。中学でテニス部だったとか？」

「いや、中学の時も帰宅部だよ」

「噓うそだろ。テニス部に入れよ。俺とペア組もうぜ？」

「バイトあるから」

「そっか。惜しいなぁ」

　同じような勧誘を大野から受けている笹篠も苦笑しながら断っている。

　バレーに出たくないためテニスのクラス代表を狙っている笹篠のことだから、部活動には興味ないだろう。

　互いに位置について、俺はボールを放り上げる。

　何度も練習したから威力さえ気にしなければファーストサーブは九割くらいの確率で入る。本気で打つと六割以下になるけど。

　それでも、ファーストサーブは全力で打ち込むことに決めている。

　案の定、ネットに捕まって転がるボールを無視して、セカンドサーブを決める。

　番匠がボールを引き付けて、笹篠の足元を狙って打ち返した。

　読んでいたのか、笹篠は即座に二歩後退すると大野へとボレーでボールを送る。

　大野がボレー勝負に乗ってきた。

　ネット際ぎわで、女子二人の攻守が目まぐるしく入れ替わる。

「大野、こっち回せ！」

「ごめん！」

　大野が押され気味なのを見て取った番匠が声をかけると、大野は大きく横に飛んでボールを番匠に任せた。

　コートの半ばまで走りこんできていた番匠がボールを思いきり打ち込んでくる。

　俺は笹篠の横を飛びぬけたボールへと走り、バックハンドで打ち返す。

　ネットを越えてバウンドしたボールに、大野がラケットを構えた。

「笹篠、上がって」

「うん」

　冷静にフォーメーションを組み上げる俺と笹篠に大野が険しい顔をしてボールを打ち返してくる。

　やっぱり、回転が掛かっている。速度はそれほどでもないが、バウンドさせると厄介なところに飛びそうだ。

　冷静にラケットを振り抜いた笹篠がバウンド前のボールをコート隅へと送り出す。

　番匠と大野は予想していたようで、動き出しも早かったが間に合わなかった。

　俺は呼吸を整えつつ、番匠に投げてもらったボールをラケットでいなして受け取る。

　体力に余裕がなくなってきた。番匠にコートを走らされたのがじわじわ利いてきている。

　テニス部の二人はまだ余裕がありそうだが、笹篠も少し辛つらそうだ。

　このゲームを取られるとジリ貧だな。どうにか、決めてしまいたい。

　向こうもこちらの様子に気付いて長期戦狙いに切り替えようとしている節がある。

「行くよ」

「いつでもどうぞ」

　笹篠の声と同時にボールを放り、ファーストサーブを決める。

　打点を高く、やや前のめりに。

　思いのほか勢いがついたファーストサーブに大野が反応してラケットを合わせるが、力負けしてボールはネットに捕まった。

「ナイスサー、白杉」

「自分でも驚いてる。次、任せた」

「任せなさい」

　笹篠が頼りがいのある台詞せりふでボールを受け取ってくれた。

　相手コートで番匠が構えている。表情に焦あせりが見える。

　ただ、笹篠が相手では普通の人間は分が悪すぎる。

「それじゃ、決めるわよっ！」

　猫のようにしなやかな体から繰り出される高速のサーブ。

　番匠にかかるプレッシャーはかなりのモノだろう。笹篠の鋭いサーブは女子の大野には荷が重い。

　女子とは思えない鋭いサーブに番匠は一歩下がってから打ち返した。

　狙いはサーブを決めたばかりの笹篠だ。笹篠を前に出さないで封じ込めるつもりだろう。

　淡々と番匠のレシーブに応じた笹篠は強烈なドライブ回転を加えて大野へとボールの軌道を向ける。

　大野はすでにネット際でボレーができるように構えていた。笹篠が前に上がり切れていない今、ネット際はがら空きだ。

「白杉！」

「分かってる！」

　全速力でネット際へ走り込み、大野のボレーを掬すくい上げるように打ち返す。

　後衛の番匠へと大きく弧を描いたボールは、向こうにとっての絶好球。だが、こちらも体勢を立て直す時間を稼げる。

　番匠と目が合った。

「おらっ！」

　番匠の気合い一発、綺き麗れいなフォームからのスマッシュが繰り出される。

　すでに下がっていた俺は番匠のスマッシュをどうにか拾い、打ち返す。

　なんて重さだよ。腕が痺しびれるわ。

　大野が身軽に駆けつけて、ネットを越えた直後のボールをはじき返した。

　しかし、笹篠がコートの半ばまで下がってボールを待ち構えていた。

　大野が焦りの表情を浮かべる。しまった、と顔に書いてあった。

　俺を前後に走らせるまでは作戦通りだったのだろう。ただ、思いのほか俺が粘ったため、向こうの作戦が狂ったらしい。

　笹篠が踏み込み、ボールを打ち返す。

　容赦なく大野の顔を狙ったそのボールに大野は仰のけ反ってラケットを正面に構えた。

　ボールが打ち上がる。

　これ以上ないほどの絶好球だ。

「──白杉、お願い！」

「えっ、俺!?」

　位置からして笹篠がスマッシュを決める場面だろ。

　なんて言ってられない。番匠を警戒でもしたんだろう。

　幸い、十分に間に合って体勢を作れる。

　落ちてくるボールを見定め、落ち着いてラケットを振り被かぶる。

　息を吐きだし、ラケットを振り抜いた。

　狙い通り、ボールは本日最高速でネットを越え、一直線に相手コートの端を強襲、バウンドして壁に当たった。

「……ナイス、白杉」

「おう」

　笹篠に応じて、ボールを投げ渡しつつ、質問する。

「なんで打たなかったの？」

「土ど壇たん場ばでごめん。自信がなかった」

「そういえばスマッシュは苦手なんだっけ」

　笹篠自身も納得がいかなかったのか、一度素振りをしてから、本日最後となったサービスエースを決めた。

「ナイスサー、笹篠」

「お疲れ、白杉」

　ハイタッチを交わす俺たちの向かいのコートで、大野がしゃがみ込む。

「あぁ、帰宅部に負けた！　今日は居残り練習だよ、絶対。絶対先輩たち許してくんないよー。あぁ、これで強力な部員を勧誘できればちょっとは先輩たちも慈悲の心を見せてくれるんだけどな！　……ちらっ」

「聞こえているけど、私は帰宅部を貫くわ」

「駄目かぁ！」

　番匠がネット際に歩いてくる。

「白杉、お前さ、マジでテニス部に入れって。俺とペア組んでくれよ。バイトの合間でもそれだけ動けるなら、大会でもいい成績残せるし、進学有利になるだろ」

「親戚の手伝いとかで忙しいから無理」

　お互いの健闘をたたえて握手を交わし、俺と笹篠は正式にクラス代表の座を勝ち取った。

　球技大会の本番ってトーナメントなんだよな。今日の一試合だけでこんなに疲れているのに、大丈夫かな。

「ねぇ、白杉」

「うん？」

　真剣な声で呼ばれて、笹篠を振り返る。

　笹篠が片手をあげていた。

「絶対に優勝を狙うわよ」

「最初からそのつもりだよ」

　笹篠の手に自分の手を合わせて、ハイタッチを交わす。

　笹篠は決意を新たに拳を固めて、小さく頷うなずいた。

　お互い本気で優勝狙いだ。テニス部を全員叩たたきのめしてやる。

　でも、まずは体力作りをしないとだな。





◇　◇　◇






　クラス代表を勝ち取った翌々日の日曜日。

　今日はバイトがないが、テニスクラブは午前に利用客がいるとのことで、午後からいつもの四人で練習の予定になった。

　番匠と大野を誘えばよかったかな。

　そんなわけで、日曜日の午前、珍しく暇を持て余しつつネットの動画サイトでテニスの試合映像を眺めていると、笹篠から連絡が入った。

「勉強会？」

　そういえば、やるって話していたな。

「図書館で──え、うちに来る気かよ」

　確かにテニスクラブに行くんだから、図書館よりはうちのほうが近いけど。

　まぁ、いいか。

「掃除でもしておこう」

　一階のリビングに降りると我が家のマスコット、デブ猫のソノさんがのっしのっしと歩いてきた。

「ソノさん、俺の友達が来るから、掃除させてくれ」

　ソノさんは俺の言葉を聞くと鼻を鳴らしてのっしのっしとリビングを出て行った。

　来客があると構われるのを嫌って姿を隠すんだけど、いつもどこに隠れてるんだろう。白杉家最大の謎である。

　カーペットの上をコロコロと粘着テープを転がしてゴミとソノさんの毛を回収。

　喫茶店バイト仕込みのテクニックでテーブルを磨き上げ、お茶を淹いれているとインターホンが鳴った。

　玄関の扉を開けると、私服姿の笹篠が立っていた。ボートネックのシャツにスリムジーンズの組み合わせ。

　私服だとなおさら美人だな。

「おはよう……こんにちは、かな？」

　時間は午前十時を回ったところだ。挨拶に悩む半はん端ぱな時間である。

　笹篠はむっとした顔を近付けてきた。

「おしゃれした女子が家に来たっていうのに、何か言うことあるでしょう？」

「半殺しを回避する方法を教えて欲しい？」

　じろりと睨にらまれたので、観念する。

「今日も綺麗で、正直ドキッとしました」

「よろしい。じゃあ、その……お邪魔します」

　笹篠はおずおずと玄関をくぐった。

　松まつ瀬せ本家ほどではないけれど、我が家も大概広い。造園業を営む関係上、広い庭を挟んで事務所が建ち、周囲をぐるりと生垣が囲む。家自体はさほど大きくないが、庭を突っ切ってくる関係で我が家に来た友達は玄関にたどり着く時には委縮しているのだ。

「笹篠は、うちに来るのって初めて？」

「未来で何度か来ているんだけど、いつも緊張するのよ。……男の子の家だし」

「なるほどね。そうだ、ソノさんに会ったことは？」

「猫だっけ？　見かけたこともないのよね。本当にいるの？」

「いるよ。ソノさんは松瀬の親族の前にのみ姿を現す。それは、これから親族に入る者であっても例外ではないと言われているのだ」

「噓うそよね。その噓、何回かつかれたことがあるわ」

「我が家の鉄板ネタだからね」

　実際は親族であっても姿を見せない。唯一の例外は海空姉さんだ。

　どういうわけだか、ソノさんは海空姉さんに懐なついている。

　リビングに笹篠を通して、窓を開ける。

「さっきまで掃除をしてたけど、猫アレルギーとかないよね？」

「大丈夫よ。それよりも勉強よ。私が教えてあげるわ。伊達だてに未来から来てないもの」

「強くてニューゲーム状態なのか。ちょっと羨ましい。あ、教科書とか持ってこないと。悪いけど、先に始めてて」

「分かったわ。白杉が苦手な歴史から始めるから、ノートを持ってきて」

「……そこまで未来では知られていたのか」

　暗記教科はどうしてもなぁ。

　ひとまず、勉強道具一式を持ってくるため二階の自室へ上がる。

　階段を上っているとソノさんの鳴き声が聞こえてきた。

　珍しい。食事の催促以外では滅多に鳴かないのに。

　何かトラブルかと心配になって、鳴き声の出所を探して耳を澄ませる。

　どうやら、俺の部屋らしい。

　状況が分からないのでソノさんを驚かせないよう、慎重に、しかし速足で俺の部屋を目指して廊下を歩く。

　すると、誰かの話し声が聞こえてきた。

「なー」

『にゃー』

「なーぁー」

『ににゃー』

　話し声じゃないな。鳴き真ま似ねだ。

　扉を開けると、ベッドに放置したスマホを覗のぞき込んだソノさんがなーなーと話しかけ、スマホ画面に表示された『ラビット』がにゃーにゃー言っていた。

「──お前かよ」

『おっや、ご主人、いまそちらの猫さんと情報交換していたところですよ。笹篠さんがいらっしゃっているとか。やり手ですなぁ、にしし』

「ソノさん、スマホを壊さないでくれな」

「なー」

　鳴き声のトーンからして、喧けん嘩かを吹っかけているわけではないようだから大丈夫か。

『ちょいとご主人、お出かけの際にはスマホをお忘れなく。絶対ですよ、絶対！』

「へいへい。それじゃ、俺は勉強してくるから」

『保健体育ですか？　人間ってのはやらしい生き物ですねぇ。ラビットちゃんには分からない感覚ですが！』

「大人しくしてろよー」

　勉強道具一式を持って階段を降りると、すでに笹篠は勉強を始めていた。

　美人の真面目な顔っていうのはどうしてこうも空間を格調高いものにしてしまうのか。見慣れた我が家のリビングがちょっとした名所になっている。

　というか、馴な染じみ過ぎじゃない？　まるで違和感がないんだけど。

　俺よりも溶け込んでいる感がある。

　笹篠が俺に気付いて顔を上げた。

「なに突っ立ってるのよ。あ、そうだ。渡し忘れてたんだけど、お土産というか、勉強のお供があるのよ」

　カバンの中から笹篠が取り出したのはティーバッグとレモンクッキーだった。

　甘いもので糖分補給しつつ、がっつりとお勉強する計画ですね。

「この時期の白杉の家だと、ポットにいつでも熱いお湯が入っているから、すぐに用意できるでしょう？」

「よくご存じで」

　両親が仕事中にたまに戻って来ては緑茶を飲み、仕事の終わりに燗かん酒ざけを飲むから、一日中ポットにお湯が入っているのだ。

　我が家に何度も来ていただけあって、台所事情もある程度知っているらしい。

　笹篠が立ち上がり、迷うことなく台所に歩き出す。お客である笹篠に用意させるわけにもいかないので、俺もついていった。

「前回に来た時はほうじ茶と月げっ餅ぺいだったから、趣向を変えてみたわ」

「いや、俺は前回とか分からないから」

　台所でティーカップを出していると、笹篠が少し寂しそうに目を細めた。

「そういえば、私用のカップはないのよね……」

「えっ？　……あぁ、そっか。付き合っていたなら専用カップを用意するか」

　ないものは仕方がないので来客用で我慢してもらうしかない。

「どこで買ったんだ？」

「買い物デートでテニスラケットと一緒に買ったのよ。何回目のループからだったかな」

　そうか。今回は買い物デートに行ってないから、機会がなかったのか。

「いっそ過去に戻ってやり直そうかしら」

「そこまでの重要アイテム？」

「夫婦めおと茶ぢゃ碗わん並みの重要アイテムよ！」

「予想以上に重い!?」

　夫婦茶碗って。まだ付き合ってすらいないのに。

　皿にレモンクッキーを載せて、リビングに戻る。

　笹篠はそこが定位置だとでもいうように、窓まど際ぎわの座ざ布ぶ団とんに座った。

「さぁ、勉強よ。テニスの練習ばかりで成績が落ちたなんて言い訳は許さないんだからね」

「その言い訳が許されるとは微み塵じんも思ってないよ。試験範囲はどこだっけ？」

「ひとまず奈良時代をしっかりやっておけば、点数は取れるわよ。人名とエピソードを踏まえて教えてあげるから、ノートを開いて」

「頼みます、先生」

「美人教師との個人授業よ？　授業料に期待しておくわ」

　お昼を奢おごることにしよう。

　笹篠の教え方は丁寧というよりも面白さに振ったものだった。長屋王が唐に送った袈け裟さの刺し繡しゅうの話とか。ネットニュースで話題になってたな。この人だったのか。

　逸話交じりの笹篠の授業は、苦手な歴史でも興味深く聞けるおかげで覚えやすい。

「でも、ここで名前が出る人って全員、この後死んじゃうんだよなぁ」

「歴史上の人物なんだから当たり前でしょうが。哀愁を感じるには遠い過去すぎるわよ！」

「いやさ、歴史の授業って、この後死んだよねってつけるとどうでもよくならない？」

「ならないわよ！　死ぬまでにこの人たちがやってきたことの積み重ねが世界を作ってるんだから、ある意味死んですらいないわよ！」

「あぁ、そういう見方もあるのか」

　目から鱗うろこ。

　まったくもう、とぷりぷり怒っている笹篠は時計を見て、教科書を閉じた。

「そろそろいい時間だから、テニスクラブに向かいましょう」

「途中でお昼でも食べていく？　勉強を見てくれたお礼に奢るよ」

「テニスクラブに軽食を出すカフェがあったでしょ。そこでいいわ。松瀬さんたちを待たせるのも悪いし」
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「そっか。ちょっと準備するから待ってて。すぐ戻る」

　勉強道具を片付けて、二階の自室へ向かう。

　ソノさんがスマホの横で丸くなっていた。本当に珍しいな。ソノさんはバニーガール好きだったのか。

　起こさないようにスマホを拾い上げ、ラケットや財布を持って部屋を出る。

　ちらりとスマホの画面を見るが『ラビット』は出てこない。電池残量だけ確認して、ポケットに突っ込んだ。

　家の戸締まりを確認し、事務所で仕事中の両親に連絡を入れる。

「行こうか」

　リビングの笹篠に声をかけて、連れ立って家を出た。

　玄関もきっちり施せ錠じょう。

「本番までもう一週間切ったけど、上達している感覚はないな」

　初日や二日目はサーブの上達とかが目に見えていたけど、今は何も感じない。

　笹篠が苦笑した。

「ちゃんと上達してるって。今日はフォーメーションの確認を重点的にやるわよ」

「インストラクターの動画で見たけど、状況によって変えるものだろ？」

　練習方針を話し合いながら、テニスクラブへの道を行く。

　日曜日の昼間だけあって、子供連れの家族やカップルらしき男女とすれ違う。

　どこからか、白いビニール袋が飛んできた。バサバサと音をたてながら雑木林に吸い込まれて枝にひっかかる。

　風にあおられている白いビニール袋を指さして子供が笑っていた。

「風が強いな」

「春一番は数日前に過ぎたけど、この時期はやっぱり強いわよね。髪が乱れて嫌になるわ」

　向かい風に顔をしかめて、笹篠が髪を押さえた。たなびく金色の髪がきらきらと春の日差しを反射する。

「ちょっと遠回りしましょうよ。風上に向かって歩きたくない」

　有無を言わさず、笹篠が俺の手を取って横道にそれる。

　俺も風上に向かって歩くのは嫌だった。前を歩いて風かぜ除よけになるつもりだったけど、遠回りをして許されるなら防風林代わりに雑木林の横を歩けばいい。

「この風だとボールも流されそうだな。球技大会の当日は風が強くないといいんだけど」

「この時期の天候は読みにくいからね」

「うわっ、砂が目に」

「あははっ、あるある。試合中にそうなったらもう最悪よ」

　本当に風がひどい。向かい風だと目を開けていられなかった。

　だから、気付かなかった。

「──白杉！」

「……え？」

　強く胸を押される感触。全体重を乗せたその勢いで俺は道路端に投げ出された。

　重い車の走行音。砂が入って霞かすむ視界を金属の塊が走り抜ける。

　ドンッと何かがぶつかる音がした。

　道の端から一段低いところにある雑木林に転がり落ちる。背中を強打して顔をしかめるが、それどころじゃない。

「笹篠！」

　すぐに体を起こして道路に這はい上がる。

　人ひと気けのない道路の逆端に、笹篠が転がっている。

　あり得ない方向に曲がった腕を見て、テニスができない、なんて言葉が頭をよぎった。

　現実逃避だ。

「っ！」

　笹篠に駆け寄る。真っ赤な液体が側溝を流れていた。

「おい、笹篠！」

　声をかける。頭からの出血に気付いて、揺り起こそうとしていた手を慌ててひっこめた。

　何が起きた？

　いや、知っている。知っているはずだろ。分かってただろうが！

「轢ひき逃げ……」

　道路上にトラックはおろか車の姿がない。さっきのトラックは笹篠を撥はね飛ばしてそのまま走り去ったのだ。

「……白、杉……？」

「笹篠！　意識はあるか。じっとしてろ。今、救急車を呼ぶから」

　ポケットに手を突っ込む。焦あせっているせいか、スマホがポケットからうまく出てこない。

　笹篠は俺を見て、報われたように笑った。

「やった。白杉、生きてる……よかった」

「なっ!?　良いわけがあるか！　球技大会だってあるんだぞ。病院に連れて行くからそこで大人しくしてろ！」

「……私の番でも、それか。白杉だなぁ」

　笑って、笹篠が目を閉じた。

「おい、起きてろ！　息しろ！」

　ポケットから取り出したスマホの電源を入れる。

　直後、アプリが立ち上がった。

「っ邪魔だ『ラビット』、救急車を──」

『──ロールバックを行います』

　淡々と『ラビット』が無機質に告げた直後──視界が切り替わった。

　強風にあおられて、よろめく。

　俺、いつの間に立ち上がった？

　白いビニール袋が風に舞っている。

「ちょっと遠回りしましょうよ。風上に向かって歩きたくない」

　声が聞こえて横を見れば、

「うん？　どうかしたの、白杉？」

　──笹篠明めい華かがそこにいた。
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第八話　四人目はお前だ　─四月十九日 日曜日─






「白しら杉すぎ？　おーい、どうしたの？」

「目に砂が……」

　風の強さを言い訳に涙をごまかし、道の端に笹ささ篠しのを引っ張り込む。

　目をこすりながら、早鐘を打つ心臓を無視して頭を酷使する。

　戻っている。

　──時間が戻っている！

　直前に聞こえた『ラビット』の言葉は無関係ではないだろう。

　いや、そんなことはどうでもいい。差し迫った問題の解決が先だ。

　トラックが突っ込んでくる未来をどう回避する？

　俺も未来から戻ってきたことを伝えるか？

　駄目だ。いまや俺も未来人だから、『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発生する。

　未来から戻ったことを伝えた瞬間、笹篠の未来の記憶が吹き飛び、昏こん睡すい状態になる。実際にそんな現象が起こるのかは分からないけど、試すにはリスクが大きすぎる。

　笹篠は言っていた。未来から俺を救うためにやってきたと。

　遠回りをしようと言い出したのは笹篠だ。つまり、先ほどのトラック事故は笹篠が知らない未来につながる。

　だが、知らない未来は、生き残る未来とは限らない。事故死で過去に戻れなくなる行き止まりの未来の可能性がある。

　笹篠をそれとなく誘導し、生き残るルートに向かう必要がある。

「笹篠、ちょっとコンビニに寄りたい」

「え？　テニスクラブで大概のものは買えるでしょ？」

　笹篠としては、余計な寄り道をして外に出る時間を引き延ばしたくないのが本音だろう。

　だが、雑木林ルートはダメだ。選択するのなら、この道から逆方向に向かうべきだ。

「目薬が欲しいんだ。行こう」

「えっ、ちょっと!?」

　笹篠の手を握って、有無を言わさず歩き出す。

　分かっている。柄にもなく焦っている。

　脳裏に、道路で倒れ伏している笹篠の姿がちらつくたび、胸がざわめく。

　笹篠はすごい。よくこの状況で平然と道順を変更できたな。まるで違和感がなかった。

「白杉、ちょっと、歩くの、速い！」

「あっ、悪い」

「どんだけ目薬欲しいのよ。中毒？」

「やっぱ粘膜から直接摂取するあの感覚がたまらないんだよなって違うわ！」

　ノリツッコミを入れつつ、背後をさりげなく確認する。

　トラックの姿はない。十字路を自転車に乗った中学生の集団が走り抜けていくのが見えた。他に人影も車両の影もない。

　雑木林沿いを歩かなければ事故を回避できるのか？

　いや、笹篠は意図して雑木林に俺を誘導した。つまり、他のところで事故が起きたから、回避策として道順を変更したと考える方が辻つじ褄つまが合う。

　この道も油断はできない。

「それにしても、風が強いわね」

「風に負けないドライブ回転をかける練習でもする？」

「今日はフォーメーション練習よ。残り一週間を切ってるんだから、付け焼き刃の技術よりも連携を磨きましょう。後は体力作りね」

「代表決めの時は余裕がなくなってたもんな」

　話しながら、笹篠の歩く速度に注意する。改めて観察してみると、今日の笹篠はいつもよりも早歩きに見える。

　二車線道路沿いにあるコンビニが見えてくる。交通量はそれなりに多いものの、ガードレールで歩道が保護されているから安心感があった。

　田舎コンビニらしいだだっ広さの駐車場に足を踏み入れる。周囲に気を配るが、駐車場へ入ってくる車はない。

　無事にコンビニへ入店した時、ようやく肩の荷が下りた。

　これをテニスクラブまで続けるのか。しかも帰り道もある。

「目薬、あったわよ」

「ありがとう。笹篠は何か買っていく？」

「うーん、ちょっと見て回る」

　笹篠はちらりと窓の外を見てからそう言って、ゆっくりと店内を歩き始めた。笹篠もこのタイミングでコンビニに入ったことでトラックを回避できる可能性に気付いたのだろう。

　俺は雑誌コーナーを眺める振りをして考える。

　ここからテニスクラブへ行くとして、どんなルートを取るか。

　笹篠がいままでどのルートを選び、失敗してきたのかを聞きたいところだ。

　だが、それを聞けば笹篠の記憶が消えて未来人として死ぬ。

　俺が未来人になる前にもっと詳しく聞いておくべきだった。

　いや、笹篠が言わなかったということは、言っても回避できなかったのか？

　それとも──別の問題が起きるのか？

　駄目だ、情報が足りない。

　今から取れる選択肢は、テニスクラブに行くか、帰宅するか、松まつ瀬せ本家に避難するか。

　迅じん堂どうの話では未来で笹篠はトラックに轢かれて死亡しているという。どんな選択肢を取るとしても、笹篠を自宅に安全に送り届ける必要がある。

　海み空そら姉さんに車を回してもらうか？　いや、海空姉さんまで巻き込んでトラック事故が起きるのか？

　可能性が多すぎる。

　とにかく、いまは当初の予定通りテニスクラブに向かおう。目的地を変更すれば笹篠に理由を問われてボロを出し、『シュレーディンガーのチェシャ猫』を誘発させかねない。

　スポーツドリンクをレジに持っていく笹篠と目が合い、俺も目薬の会計を済ませる。

　コンビニから出てすぐに視線を左右に巡らし、車の有無を確認する。

　問題なし。

「白杉、向こうに歩道橋があるから、渡りましょう？」

「歩道橋？」

　すぐそこに押しボタン式の横断歩道がある。強風が吹くこの日にわざわざ歩道橋を渡る理由なんて──決まっている。

「そうだな。歩道橋を渡ろうか。信号待ちは嫌だし」

「そうそう、行こ」

　笹篠がほっとしたような顔で俺の手を引く。

「もう迅堂さんたちもテニスクラブに着いてる頃よね」

「寄り道したしな。三人にお昼を奢おごれとか言わないよね？」

「言わないわよ。勉強を教えたのは私なんだから、奢ってもらうのは私だけの権利よ」

「お手柔らかにお願──」

「っ、白杉！」

　油断はしていなかった。

　だが、笹篠に突き飛ばされた俺は歩道橋の階段下に倒れこむ。

　歩道橋の階段が作る死角から猛スピードで曲がって横道に入ろうとしたトラックが、目の前で笹篠を轢ひいた。

　トラックに撥はね飛ばされた笹篠が民家の壁に叩たたきつけられ、テニスボールのようにバウンドし、トラックの側面に当たってさらに運動エネルギーを叩きつけられ、道路のガードレールへと撥ね飛ばされる。

「……さ、笹篠？」

　返事はない。できない。できるはずがない。

　背骨は後ろに九十度も曲がらない。笹篠の腕は二本のはずだ。

　引っかかっていたガードレールから笹篠だった肉の塊がどしゃりと歩道にずり落ちた時、機械音声が聞こえた。

『──ロールバックを行います』

　白いビニール袋が視界の端を飛んでいく。

　雑木林に吸い込まれた白いビニール袋を子供が指さしている。

「ちょっと遠回りしましょうよ。風上に向かって歩きたくない」

　頭痛がする。

　浅い呼吸を繰り返し、胸を押さえる。

「白杉!?　大丈夫!?」

「あ、あぁ、大丈夫」

　脳裏をよぎる言葉があった。

『──白杉を助けに未来から来たの』

　笹篠はこんな経験を何度してきたんだ？

　迅堂も、海空姉さんも、これを何回繰り返した？

　素直に尊敬する。

　だから──たった二回で折れるな。

　俺は負けず嫌いだろうが、馬鹿野郎。

「白杉、具合が悪いなら休む？」

「いや、ちょっと咳せきが出そうで出なかっただけ」

「でも──」

「心配ないって。ほら、行こう」

　笹篠の手を握って歩き出す。

　温かい、血の通った手だ。

　笹篠は生きている。

　絶対に、死なせない。

　考え抜け。トラック事故を回避する方法を考え抜け。

　笹篠の動きを思い返す。

　笹篠は、決してトラック事故を回避しようとはしていない。

　トラック事故に、俺を巻き込まないようにしている。

　一見同じように思えるが、前提条件が異なっているのだ。

　笹篠は、トラック事故そのものは回避できないことを前提にして動いている。あたかも、ゲームのイベントのように発生そのものが確定していると考えている節がある。

　笹篠が知る状況と今の状況には差異がある。

　俺が未来の情報を得ているかどうかという、明確な差異だ。

　笹篠は、なぜ俺に今日トラック事故が起きることを話さない？

　話せば俺はどうする？

　確実に、笹篠を庇かばおうとする。その先は俺の死か、共倒れだ。ちょうど、目の前で笹篠が死んだように、俺も死ぬだろう。

　だから、笹篠は俺に話さない。回避できないトラック事故の被害者を自分一人にとどめるために。

「笹篠、コンビニに寄りたい。来てくれ」

「えっ？　そんないきなり」

　笹篠の手を引いて、ガードレールに守られた歩道がある通りへ向かう。

　トラック事故が必ず起こるのなら、起こせばいい。

　だが、事故現場はこちらで調整させてもらう。

　コンビニへと入り、目薬を購入、笹篠と一緒にコンビニを出る。

　笹篠が道の先を指さした。

「この先に歩道橋があるから、そこを渡ろう」

「そうだな。じゃあ、競争しようか」

「え？」

　俺は歩道橋を目指して走り出した。

「ちょっと、いきなりすぎでしょ!?」

　慌てて追いかけてくる笹篠との距離を測る振りをして、振り返る。

　後方にトラックの姿はない。来るとすれば前方だ。

　正面に向き直る。歩道橋の手前五メートルほどのところに横道がある。

　全速力で走り、横道の手前で急停止。

　その直後、トラックが歩道橋の階段が作る死角から曲がってきた。

「──白杉！」

　叫ぶような笹篠の声を聴くより早く、俺は咄とっ嗟さに後ろへ跳び、トラックと距離を空けた。

「えっ？」

　すぐそばまで追いついてきていた笹篠が困惑するような声を上げる。

　俺はトラックの運転席へと目を凝らした。

「──ちっ、見えないか」

　運転手は帽子を目ま深ぶかに被かぶっている。花粉症対策か、マスクまでつけていて顔が全然分からない。

　トラックそのものも企業ロゴなどは入っていない。

　というか──

「泥？」

　ナンバープレートの数字が泥で読めなくなっていた。

　あれはおかしい。

「……白杉、あれ？　な、なんで？」

　トラックを観察していたら、笹篠に腕を摑つかまれた。

　顔を向けると、目が合う。

　笹篠は驚きに口を半開きにしていたが、俺の腕をペタペタと触って存在を確かめると、ぽろぽろ泣き出した。

「し、白杉、白杉……っ！」

「なに？」

「なにじゃないわよ、ばか！」

　泣き出した笹篠が服を摑んでくる。

「また、死んだかと思って、失敗したって、またっ！」

「落ち着きなよ。この通り生きてるって」

　多分、笹篠は以前のループで見てしまったんだろう。

　俺がトラックにわざと轢かれる現場を。

「うぅ……」

　縋すがりついてくる笹篠の両肩に手を置いてなだめながら、俺は横目でトラックが走り去った横道を見る。

　今回の件で確信した。

　このトラック事故は、事故じゃない。

　──俺を狙った殺人事件だ。











第九話　親族会議　─四月十九日 日曜日─






　テニスクラブに到着すると、海み空そら姉さんと迅じん堂どうが嬉うれしそうにベンチから立った。

「先輩！」

「巴ともえ！」

　駆け寄ってくる二人が未来人暴露をする前に、俺は口を開く。

「二人とも、お昼は食べた？」

　とりあえず、落ち着いてくれ。

　借りてきた猫みたいに静かな笹ささ篠しのが俺の右腕を摑んで離さないので、そのまま併設のカフェに四人で向かう。

　笹篠の状態を見ても、誰も原因を尋ねようとしないのが印象的だった。

　人ひと気けのないカフェの隅のテーブルに座り、コーヒーとサンドイッチを頼んで一息つく。

　笹篠は相変わらずで、ぐすぐす言っている。気を利きかせた迅堂が濡ぬらしたハンカチを持ってきた。

「これは、テニスの練習どころではなさそうだね」

　海空姉さんが苦笑する。

　俺も同感だ。

「俺がトラックに轢ひかれそうになって、驚かせちゃったみたいでさ。とりあえず、落ち着くまで待ってくれ」

「あぁ、そうしよう」

　海空姉さんはお手伝いさんの一人を呼んで、もう一台、車を回してもらえるよう手配する。笹篠たちを送っていくためだろう。

　濡らしたハンカチを眼めから離した笹篠がようやく口を開く。

「心配かけちゃったわね。もう大丈夫よ。迅堂さん、ハンカチは洗って明日返すわ」

「明日は元気な先輩でいてくださいよ。調子狂っちゃいますし」

「生意気ね。でも、ありがとう」

　泣いてエネルギーを使ったのもあってか、笹篠はサンドイッチを一つ取ると食べ始める。

　ひとまず笹篠は元気を取り戻しつつあるようだ。

　迅堂が俺を見る。

「トラックに轢かれそうになったんですよね。どこで？」

「コンビニ近くの歩道橋の脇、横道に入るところだ」

　方向を指さすと、迅堂は「あそこかぁ」と小さく呟つぶやく。

　トラック事故を回避するための、いわば正解ルートだ。迅堂もどこか感慨深そうだった。

「ただ、トラックは走り去ったし、ナンバープレートには泥が跳ねていて読めなかった」

　未来の記憶は話せないため、言葉を選びながら情報を共有する。

　海空姉さんが目を細めた。

「泥跳ね？」

「そう、ご丁寧にたっぷりと」

「……そうか」

　海空姉さんは笹篠と迅堂を気にしてそれ以上は話さず、コーヒーに口を付ける。

　海空姉さんのことだ。泥跳ねの情報があれば、事故ではなく事件だと推測するはず。

　ちょうどその時、お手伝いさんの一人がテーブルにやってきて海空姉さんに報告する。

「お嬢様、お車を回しました」

「ありがとう。彼女たちを送って欲しい。私は巴と本家に戻る」

「かしこまりました」

　笹篠が俺の腕を摑んでくる。

「白しら杉すぎ、今日はもう家を出ちゃだめだからね。念のため──」

「安心しなよ。外に出たくても海空姉さんがゲームに付き合わせて放してくれないからさ」

「それなら、いいんだけど」

　笹篠は渋々折れて、手を引っ込めた。

　過保護になってる。

　残りのサンドイッチを四人で平らげ、席を立つ。

　テニスクラブの外に出ると、入り口にお手伝いさんが運転する車が二台、停とまっていた。

「笹篠さんと迅堂さんは前の車に乗っておくれ。住所については伝えてある。今日は帰ってゆっくりするといい」

　海空姉さんが笹篠たちの背中を押して車に乗せ、扉を閉める。

　心配そうに見てくる笹篠たちに手を振って、俺は海空姉さんと共にもう一台の車に乗り込んだ。

　滑らかに滑り出した車の中で、俺は何度かバックミラー越しに後方を確認する。

　海空姉さんが横で悠々とスマホを弄いじっているから、ひとまず安全だとは思うのだがやはり落ち着かない。

「巴、今日は我が家に泊まるように。白杉の家にはボクから連絡しておいた」

「分かった」

　俺は二つ返事で頷うなずく。

　俺の命が狙われている可能性がある以上、当然の処置だろう。

　運転席のお手伝いさんが海空姉さんをちらりと見る。

「お嬢様、今夜は親族会議です」

「分かっているよ。巴も出席してもらう」

「巴様を？　服はいかがいたしましょう？」

「白杉の家に連絡してあるから、後で受け取ってきて」

「かしこまりました」

　海空姉さんが俺を見る。

「詳しい話は部屋でしよう。ボクも少々混乱しているからね」

「俺も、状況を整理しておくよ」

　狙われる心当たりとか、ね。

　何事もなく松まつ瀬せ本家の門をくぐれた時は少し拍子抜けして、ため息がこぼれた。

　隣の席で海空姉さんが小さく笑う。

「こんなに緊張している巴の姿を見たのは久しぶりだね」

「仕方がないだろ」

　車を降りて家の中に入る。いつもよりお手伝いさんが多い。親戚が数人、慌ただしく動いていた。親族会議の準備中だからだろう。

「お嬢様、おかえりなさいませ」

「ただいま。巴と部屋にこもる。誰も近付けないでね」

「かしこまりました」

　海空姉さんに連れられて本家の奥にある海空姉さんの部屋へと向かう。

　庭の遅咲きの梅がすっかり散って、緑の葉が青々と茂っていた。

「……さて、巴、『シュレーディンガーのチェシャ猫』を覚えているね？」

　部屋に入るなり、海空姉さんは開口一番そう言った。

「覚えてるよ。理解しきっているとはいいがたいけど。未来人の前で未来人の話をしてはならないって禁止事項として覚えてる」

「その認識で正しいよ」

　海空姉さんはベッドに座り込んでアルカイックスマイルを浮かべた。

「正確には、情報の齟そ齬ごを起こさないことが重要になる。未来人のボクが現代人の巴と未来の話をしても大丈夫なのは、巴がボクの観測した通りの現代人だからだ。逆に、この瞬間に未来から来た巴が自分は未来人であると表明してしまえば、ボクの経験した過去の経験と矛盾してしまい、ボクの未来の記憶が吹き飛び、昏こん倒とうするね」

　海空姉さんの説明を聞き、俺もアルカイックスマイルを浮かべる。

「質問、未来人、例えば海空姉さんの手で、俺が海空姉さんと一緒に過去へ来た場合、海空姉さんに対して俺も未来人だと表明したらどうなる？」

　海空姉さんが我が意を得たりとばかりに笑みを深めてくすくす笑う。

「解、『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動し、ボクは未来の記憶を失うが、巴は無事だよ。巴は過去でボクが未来人だと観測済みだからね」

「それじゃあ、もう一つ質問。海空姉さん、どうやって未来から過去に戻ってきたの？」

「いい質問だね」

　海空姉さんはベッドの上で脚を組み、パソコンを見た。

「タイムリープの方法だけど、実を言うと偶然の発明だよ。理論的なものはボクもさっぱりなんだ。よく分からないけど、使える。それも、おそらくは誰にでもね」

「麻酔みたいなものか」

　なぜそれが起こるのかは分からないけれど、有用なら使うことを厭いとわない。

　海空姉さんにとっては、俺の死の運命を回避するという目的を叶かなえられるのならそれでよかったんだろう。

「具体的な手順を教えておこうか。使用するのは『ラビット』が入ったスマホだ」

　俺はスマホを入れたポケットを上から押さえる。

　過去に戻る直前に聞いた『ラビット』の音声を思い出す。

『──ロールバックを行います』

　あれはやはり、『ラビット』が何かをしたのだろう。

　いや、『ラビット』というより、それを遠隔で操作した人物。

　俺は海空姉さんを見る。

　海空姉さんは肩をすくめた。

「そんなに熱い視線を注がれると恥ずかしくなってしまうよ。ボクは巴の頼れるお姉さんだけど教えるにしたって順序ってものがあるんだ。慌てちゃだめさ」

　海空姉さんはアルカイックスマイルで続ける。

「具体的な手順は、ユーザー手動でラビットのアプリ内の時間を飛びたい過去の時間に戻し、過去会話データを読みこむために更新を行う。いわば、ロールバックだね。この操作をすることで『ラビット』がロールバックを行います、と発言するよう設定してあるよ」

　海空姉さんは遠い過去を懐なつかしむように目を細めた。

「ボクがタイムリープした時もこの方法だった。死んでしまった巴との会話を保存しておきたくてね。ラビットの更新を受け付けないように設定、アプリ内の時間を戻すことで新規の会話に上書きされないようにしたんだ」

「会話、ね？」

「会話、さ」

「今日、ソノさんが『ラビット』と話をしてたんだ」

「ふふっ、巴の『ラビット』は特別仕様なんだ。ボクがスマホで何い時つでも話しかけられるおまけつきなんだよ」

　謎が解けて、俺はため息をつく。

　やっぱりそうか。

　あの意味深な発言もロールバックも会話ＢＯＴアプリ『ラビット』ではなく、それを裏で操作していた海空姉さんのものだ。

　理由は単純明快。死の運命を回避するため、俺自身が情報を持った状態で過去に飛ばしたかったから。

「回りくどいなぁ。最初から言っておいて欲しかった」

「ごめんね。巴を驚かしたかったというのも本当だけど、大きな理由は保身のためさ」

「保身？」

「そう。『ラビット』の中身がボクだと分からなければ、巴のスマホが何者かに奪われて、その何者かが過去に戻ったとしても、ボクがそれを指摘して一方的に『シュレーディンガーのチェシャ猫』を発動できる。ボクは何者かが未来人だと観測できるけど、何者かは『ラビット』を操作する正体不明の誰かが未来人であることまでしか観測できない」

「隠れ蓑みのってことね」

　俺がトラック事故などで死亡するのを幾度となく観測してきた海空姉さんが、犯人を想定して行動した結果がこの回りくどい状況か。

「なら、俺は今後も『ラビット』を操作する誰かについては秘密にしておくべき？」

「そうとも。それから、これはあくまでも仮説だけど、覚えておいて欲しい。事実として、『ラビット』のテスターは巴を除いて十人いる。つまり、未来人もまた、十人までは存在しうる」

　聞き捨てならない情報なんだけど。

　……『ラビット』を持っていることが未来人の条件の一つ。

　他に過去に戻る方法がないとも限らないけど、現状では他に方法はない。

　つまり、笹篠や迅堂も『ラビット』を持っているのか？

　あの二人がテスターだとして、こんなに身近にテスターがいるか？

　作為を感じる。

　具体的には、目の前で意味深に笑っている海空姉さんの作為を感じる。

　まさにチェシャ猫。

　俺の死を回避するために俺に『ラビット』を渡したくらいだ。直接メールを送り付けるなりして、笹篠や迅堂にも『ラビット』を送り付けたんだろう。

「十人のテスターの素性は分かってるのか？」

「それが困ったことに、ネットでアルファ版を公開して先着十名にテスターを依頼したから、全く分からないんだ」

　テスターの件と笹篠や迅堂の件は別か。

　未来人同士だといまいち、情報共有が難しいな。

　海空姉さんが笑顔を引っ込めて、口を開く。

「次はこっちの番だよ。巴、今日のトラック事故についてだけど、ナンバープレートに泥が塗ってあったというのは間違いないのかい？」

「間違いないよ。運転手の顔も分からなかった。帽子を目ま深ぶかに被かぶっていて、マスクもつけていたから」

「季節柄、花粉症対策でマスクをつけている者も多いから断言はできないけれど、素性を隠そうとしている節があるね」

『ラビット』を隠れ蓑にしていただけあって正解にたどり着くのが早い。

「ボクが知る限り、巴か笹篠さんが今日、トラック事故で死亡する。そして、巴の家にいた場合、巴の家が燃えてしまう」

「えっ家が？」

　迅堂が言っていた焼死のことか？

　いや、時期がおかしい。

　海空姉さんは俺の疑問を知ってか知らずか、話を続ける。

「放置されていた空のペットボトルが太陽の光を集めてしまって出火した、というのが捜査結果なんだけど、きな臭いね」

「放火の疑いあり？」

「トラック事故が運命の収束でないのなら、何者かの悪意によるものと考える方が辻つじ褄つまが合う。常々疑問に思っていたのさ。トラックは追尾機能でもついているようだってね」

　この事件の裏に犯人と呼べる者がいるのなら、その目的は気になるところだ。

「ただ、経験上、今日を越えればトラック事故は起きないはずなんだよ。巴か笹篠さんの死亡を以もって、トラック事故は終わる。ボクが観測したことがあるのは笹篠さんが巴を庇かばって死亡した場合の未来だけだから、今回もそうとは限らないけど……」

「一度失敗した作戦をもう一度とは考えにくい？」

「それもあるけれど、わざわざ巴の家に放火するのであれば、今日事件を起こすことが目的ともとれる。犯人についてはボクも調べてみるよ」

「未来人が味方っていうのは、心強い」

「やめてくれよ。ボクが何回、君たちを死なせてしまったと思っているんだい？　皮肉にしか聞こえないよ」

「……ごめん、そんなつもりじゃなかった」

「あっ……こちらこそごめんなさい。八つ当たりだったね」

　気まずい空気が流れ、海空姉さんがコホンとわざとらしい咳せき払ばらいをする。

「話は以上。今後も気を付けて人生を送ること。それじゃあ、ゲームでもしようか」

　あからさまに話題を変えて空気の払ふっ拭しょくを狙う海空姉さんの提案に、俺はすぐさま乗った。

「何のゲームする？」

「うーん、人生ゲームにしようか」

　皮肉じゃねぇか。





◇　◇　◇






　海空姉さんと二人でスゴロクゲームをオンライン対戦で遊んでいると、部屋の外からお呼びがかかった。

「お嬢様、巴様、そろそろ親族会議のお支度をお願いいたします」

「分かりました。……海空姉さん、そろそろ」

「せっかく億万長者になったのに」

　所持金トップ、不動産多数で独走状態の海空姉さんはチャット欄にリタイアする旨むねを伝えて、ゲームを辞める。

　俺も海空姉さんにならってリタイアした。

　株を買い上げまくって恒常的に利益を上げつつ一部地域の不動産を総なめしていた俺までいなくなり、ゲームマップ上にとてつもない数の空き不動産が誕生。これから、名も知らぬ画面の向こうのプレイヤーたちが飢えたサメのごとく食らいあう群雄割拠のありさまとなるのだろう。

「海空姉さん、親族会議の議題って何？　誰か結婚でもするの？」

「見合い話は出ていたね。それよりもメインは経営の話さ。融資するともなれば、白杉の家にもかかわってくるから、出ておいて損はないよ」

　とはいっても、白杉を仕切っているのは父さんだから、俺に発言権はないだろ。

　何度か親族会議には出ているから、今さら物もの怖おじはしないけどさ。

　本家には親族会議を行えるように広い客間がある。十人が机を囲んでもなお余裕のあるその客間には松瀬の親族が九人、揃そろっていた。

　父の姿を見つけて目で頷うなずきあう。バイト先の店長である宮みや納なさんもいた。

　松瀬の現当主である海空姉さんが上座に座り、俺は少し離れた位置に用意された座ざ布ぶ団とんに正座する。海空姉さんが当主となって以来、親族会議に出る時はここが定位置なのだ。

「白杉のせがれ、デカくなったな。高校に入ってから一気に身長が伸びたろう。ちょっと前までお嬢様を見上げていたあの小僧がなぁ」

　太い腕を組んで俺を眺めながらニヤニヤ笑ってそう言うのは、俺から見ると大叔父に当たる竹たけ池いけさんだ。親族会議や年末年始の挨拶くらいでしか顔を合わせないから、身長の話は会うたびに言われる。

「竹池のおじさんはシワが増えましたね。渋くなりましたか」

「苦労してんだよ」

　苦笑した竹池のおじさんは海空姉さんに鋭い視線を向ける。

　視線を受けた海空姉さんは静かに頷いた。

「始めようか。まずは、竹池から出ている旅館の話をしよう」

　視線の理由はこれか。

「旅館への資金援助を求めているが、何か意見のある者は？」

　海空姉さんが問いかけると同時に、竹池のおじさんが会議の面々を見回す。

　発言許可を求めたのは白杉家の現当主、つまりは俺の父だった。

「端的に言って反対だ」

「理由は？」

「金だけあってもどうにかできる状態じゃない。あの旅館の赤字は恒常的なものだ。資金援助をしただけじゃあ、問題の先送りにしかならん」

　竹池のおじさんが発言を求める。

「確かに赤字は続いてる。だが、常連さんはいるし、最近は団体客がちらほら入っても来ている」

　資金援助を決定する根拠としては弱いなぁ。

　常連や団体客がいても、赤字を垂れ流し続けているのなら問題の本質は変わらない。

　却下だろうな、と思っていると案の定、海空姉さんが採決する。

「資金援助の申し込みは却下だよ。具体的な経営再建の計画もなく、客入りが増える見込みもない。資金を出すには値しない。せめて、再建計画の提出をなさい。今時、ネット予約もできないのでは話にならない」

　あ、それは話にならないわ。

　竹池のおじさんがため息をつく。

「では、計画書の提出をしたら再検討を願いたい」

「計画書次第さ。神社の方から苦情も来ている。境内でバーベキューをする宿泊客がいたと。そのあたりの対策も練っておきなさい」

「……初耳だ」

「五日前だよ。中学校で話題に上ってしまっている。斎さい田だの娘に聞きなさい」

「うちか!?」

　斎田のおじさんが流れ弾に驚いていた。

　思わず口を突いて出てしまったのだろう、斎田のおじさんは恥ずかしそうに首を振る。

　海空姉さんが次の議題に進んだ。

「斎田のキャンプ場の話だね。夏休みに人手が欲しいとのことだけど、いまいち要領を得ない。どんな目的で、何人かな？　求人募集ではダメな理由は？　今からなら十分に募集で間に合うと思うけどね」

「泊まり込みでお願いしたい日がいくつかあるんです。これがかなりネックで、昨年は募集しても集まらず、私がどうにか回しました。ですが、今年は娘の部活動の関係でキャンプ場に泊まり込めない日がありまして」

「そういうこと……。斎田はご隠居のこともあるものね」

　海空姉さんが俺にちらりと目を向ける。

　困った時の人手要員。猫の手よりは役に立つ。白杉巴です。

「正直、巴を出したくないのだけれど……」

「巴君、頼む」

　斎田さんが拝んでくる。

「別にいいですよ。ただ、募集は別にかけておいてくださいね。そっちで集まらなかった時の保険ってことで」

「ありがとう！　巴君、男前に育ってオジサン嬉うれしいよ。どんどん頼っちゃう」

「うちの愚息がご迷惑をおかけしないといいんですが」

　我が父よ、あなたの息子は今喫茶店バイトをしたりトラックに命を狙われたりしながら日々を生きています。

　褒めてください。先立つ親不孝はしておりませぬ。褒めてくだされ。

「次の議題は──」

　俺に関係しそうな議題は特になく、親族の見合い話やらちょっとした報告やらが話し合われていく。

　午後九時には議題を全て処理し、海空姉さんは疲れた顔一つせず淡々と告げる。

「以上、他に何かある？　……ないようだね。では、これにてお開きとしよう」

　すっと音もなく立ち上がった海空姉さんに続いて、俺も客間を出る。

　父さんと目が合ったけれど、速攻で逸そらされた。父さんはそのまま斎田のおじさんに声をかけ、釣りに誘っている。

　日付は聞いた。母さんに密告だ。

　密告しておくと、父さんの釣ちょう果かにかかわらずその日の夕食が刺身盛り合わせになるからな！　父さんの財布にダメージが入るおまけつきだ。

　愚息の策略に財布のひもを緩めるがよい。

　廊下を歩いて海空姉さんの部屋に向かう。

「話に出てきた旅館って隣町の神社近くにある奴やつ？」

　小学生の頃に、父さんの仕事でついていったことがある。季節の花が咲き誇る見事な庭があったはずだ。

　海空姉さんは部屋の扉を開けながら答えた。

「その旅館だよ。神社からの苦情もあって、地域からちょっと白い目で見られていてね。経営再建もそうだけど、イメージの回復策も考えないとジリ貧になる」

　境内でバーベキューは心証最悪だよなぁ。

　いくら旅館そのものの悪事ではないといっても、監督責任的なものを問われてしまう。

「回復策か……。神社に迷惑料代わりにいくらか収めるとして、神社の祭りへの参加と後は？」

「地域への具体的な経済貢献策だね。町の商店街でだけ使える商品券があったはずだから、それを定期的に買い上げて、宿泊客に配ったりとか。ただ、そこまでして経営を維持して見返りがあるかというと……」

　ないのね。

　海空姉さんはクッションに座って肩をすくめる。

　俺は部屋の小型冷蔵庫から麦茶を取り出して自分と海空姉さんの分を用意する。

「なんで、竹池のおじさんはそんな旅館を？」

　麦茶の入ったコップを渡しながら聞くと、海空姉さんは両手でコップを受け取り、一口飲んでから答えた。

「竹池家の事業はあの旅館から始まったんだよ。竹池庸よう介すけは養子に入ったからなおのこと、一族の支持を得るにはあの旅館の存続が重要になると思ってるんだろうね。先の会議でも竹池庸介と交流のある者は軒並み支援に賛成派なんだけど……なんだか、妙でね」

「妙？　……確かに、採算の取れない事業へ無条件に賛成するようなメンツじゃないね。宮納さんも賛成派？」

　確か、俺と迅堂がバイトに出た時にテニスクラブを貸し切ったことを竹池さんから聞いて知っていた。割と交流があるのだろう。

　海空姉さんが頷く。

「不思議なことにね。ボクの虎の子、巴をバイトに送ったというのに、ひどい話さ。巴、何か失敗でもしたかい？」

「記憶にないね」

　迅堂が良く働くから、俺の働きぶりが目立ってない気もするけど。

「巴は何でもそつなくこなすものね。どちらかといえば頭脳労働向きだし、今週末くらいに旅館の方の視察にでも行ってもらおうかな。なに、写真を撮って、資料を確認するだけの簡単なお使いだよ」

　いや、ウインクされましても。

「俺を送り出すって、資料を隠される可能性を疑ってない？　別に、竹池のおじさんが再建計画を出してくる時に資料として要求できるでしょう？」

　わざわざ直接旅館に行って資料を閲覧するなんて、隠されるか、改かい竄ざんされるかを予想していないとやらない処置だ。

　俺のツッコミを無視して、海空姉さんは麦茶を飲みながら考えをまとめ始めた。

「名目は──そうだ、球技大会のお疲れ会ということで笹篠さんを連れて行くといい。カモフラージュになる」

「ほら、やっぱり疑ってるんだ」

　話を聞いた限り、竹池のおじさんは都合の悪い情報を隠してでも再建案を通したいだろうけど。

「言っておくけど、後々ボクが監査に入るかもしれないからね。笹篠さんとご休憩なんてしたら一発でバレるよ」

「しないよ!?」

「もちろん、笹篠さんを巻き込んでおいてただカモフラージュとして利用してお終しまいというのもダメだからね。きちんともてなすように」

「利用してポイ捨てみたいなこともしないよ！」

「ここ最近の巴は三股疑惑が浮上していて実に不浄だ。そうだ、旅館の近くの神社にもお参りするといい。清めておいで」

「誤解だからね!?」

　ツッコミ三連続で疲れたんだけど。

　しかも海空姉さんの上手うまいこと言ってやったみたいな顔がむかつく。

　でも、お清めか。笹篠たちの話では、俺は何度もトラックに撥はねられて死んでいるみたいだし、お清めはした方がいいかもな。

　海空姉さんはクッションの上で膝を抱えると、ニヤニヤ笑いながら俺を見る。

「誤解と分かると、新たに声をかけてくる女の子が出てくるかもしれないね。巴に悪い虫がつかないように明日、学校へ迎えに行ってあげようか？」

「やめて！」

　学校ではまだ二股扱いなの。三股扱いに降格されたくない！











第十話　異なる未来　─四月二十日 月曜日─






　月曜日を迎え、俺は松まつ瀬せ本家から登校した。

　通学路にトラックが待ち構えていることもなく、何事も起きずに学校に到着した俺は校門から道路を振り返る。

　結局、昨日のトラックは何が目的だったのか分からないな。

　恨まれるようなことはしてないつもりなんだけど。

　そんな考えは教室に入るなり向けられた視線で覆くつがえった。

　あ、俺は二股男扱いされてましたわ。

「よっ白しら杉すぎ！」

「番ばん匠じょう、おはよう」

　テニス部にして先週の金曜日、俺と笹ささ篠しののペアに下された番匠君である。

　番匠からも恨みを買ってそう。トラックで俺を轢ひき殺そうとするとは考えにくいけど。

「クラス代表なんだし、テニスの練習するだろ？　放課後にうちの部に来いよ」

「いや、親戚がやっているテニスクラブで練習しているから大丈夫。迷惑はかけないよ」

「ちっ、ガードが堅い帰宅部だな」

「やっぱりなし崩し的にテニス部に引っ張り込む気だったな？」

「夏の大会で部費の増額がかかっててさ。部としていい成績を出そうってみんな眼めの色を変えてるんだよ。手当の増額があるとかで顧問も張り切ってる」

「がんばれー」

　俺には関係ないし。

　席に着くと、先に登校していた笹篠が隣からじっと見つめてくる。

「幽霊じゃないから安心しなよ。足もついてる」

「さすがにもう落ち着いてるわよ」

　むっとした顔でそっぽを向く笹篠に、俺は椅子を寄せて小声で話しかける。

「球技大会が終わったら打ち上げをしよう。親戚のやっている旅館に行く用事ができてさ。隣町なんだけど、どう？」

「えっ……と、泊まり？　ここここころの準備が──」

「落ち着きなよ。さすがに泊まりじゃないって。料理を食べてお仕舞い」

「そ、そうよね！」

「ごめんね、変な切り出し方して」

　俺も誤解を招く言い方だったと思うので謝罪しておく。

「ほ、本当よ。心臓がばくばくしたわよ」

「ごめんって。で、どうする？　まだ予約も取ってないけど」

　経営破綻しそうなくらいだから、前日でも予約が間に合うけどね。

「行く以外の選択肢はないわ。いろいろ覚悟も決めてやるわよ」

「そうと決まれば、球技大会、負けられないな」

　元々負けるつもりなんてないけど。

「今日も放課後、テニスクラブで練習だけど、大丈夫？」

「ねぇ、白杉、本来はあんたが昨日の事故で死ぬ運命よ？　なんで私が心配されてるのよ」

「そりゃあ、ねぇ？」

　俺が観測する限りの未来では君が死んでいたからだよ、とは言えない。

　しかし、言葉を濁したことで昨日泣きじゃくったことを思い出したのか、笹篠は顔を赤くして睨にらんできた。

「もうその話題を持ち出すの禁止だからね!?」

「はいはい」

　対笹篠特攻兵器を手に入れた！

　使う機会はあまりないと思うけど。

　笹篠は机に頰ほお杖づえを突く。

「白杉、旅館の件はクラスのみんなにはもちろん、迅じん堂どうさんにも内緒にしなさい」

「あぁ、言われてみれば迅堂にも内緒にしておいた方がいいね」

　絶対に乗り込んでくる。練習に付き合ったじゃないですかーとか言って。

　海み空そら姉さんと迅堂にも何かお礼をしないといけないな。喫茶店で何か奢おごろうか。

「旅館かぁ。未来でも営業は続けてたよ」

　笹篠が何でもないことのように未来情報を口にする。

「へぇ、そうなんだ」

　ということは、竹たけ池いけのおじさんは再建計画をちゃんと可決まで持っていったんだな。それとも、何か周囲の状況が変わったのか。

　てこ入れすれば経営再建できるかもっていう情報は割と貴重な気がする。

「どんな様子だった、とか分かる？　近所の評判とか」

「さぁ？　あの時は白杉が死んじゃって、ぼんやり散歩するのが日課になってたから」

　そうか。笹篠の未来情報ってことは俺が死んだ未来の情報になるのか。

　笹篠は遠い目で何事かを考えた後、俺の方を見て安心したように小さく微ほほ笑えんだ。

「白杉と一緒に旅館かぁ。生きてこそよね、やっぱり」

「っ……。そうだな」

「なんで顔を背けるのよ」

　一緒に生きていられる喜びを真正面からぶつけられたからです。

　こんな純粋な好意を寄せられて照れない奴やつは存在しないわ。

　窓まど際ぎわ最前列でよかったとほっとしていると、窓ガラスに映った笹篠がこちらを見てニヤニヤしているのに気が付いた。

「なになに？　照れてるの？　一緒に旅館に行って、私は何をされちゃうのかなー？」

「祝勝会をするんだよ！」

　それ以上はしない。断じてしない。

　空気に流されて告白とかしないんだからね！





◇　◇　◇






　体育の授業でもテニスの練習である。

　俺と笹篠、番匠と大おお野のの四人以外は男子はサッカー、女子はバレーボールの練習をしているのだが、テニス代表の俺と笹篠は特別メニューとなっていた。

　テニス部の番匠と大野は試合単位での体力の使い方が海空姉さんや迅堂よりも圧倒的にうまいから参考になる。こういったゲームメイクは経験者じゃないと分からない。

「白杉、テニス部の顧問が廊下からこっちを見てるわよ」

「うん、気付いてる」

　めっちゃロックオンされてる。

　外堀を埋められないように気を付けよう。

　そんなこんなで放課後、クラスに訪ねてきたテニス部顧問と番匠、大野の魔の手を巧みにかわし、俺と笹篠は教室を脱出した。

　その脱だっ兎との如ごとき逃げ足から、俺と笹篠のコンビネーションをクラス一同が認めるところとなり、付き合ってるという噂うわさが信しん憑ぴょう性を増しかけたのだが、クラスに迎えに来た迅堂の存在が状況をややこしくしたとかしないとか。

　テニス部の勧誘からは逃げ切れるのに、二股疑惑から逃げられないのはどうしてなの？

　テニスクラブ、喫茶店バイトと順に回って夜になり、俺は帰宅途中で海空姉さんからの連絡を受けた。

「巴ともえ、ヘルプ」

　情けなくも弱々しく、しかし敗北は絶対に認めたくないという葛藤が見え隠れする海空姉さんの声におおよその事情を察する。

「早くおいでね」

　こちらが何か言う前に、一方的に通話は切れた。

　途中でコンビニに立ち寄って松瀬本家に入る。例によってお手伝いさんが出迎えてくれたが、部屋への案内は断らせてもらう。

「食事は海空姉さんの部屋に二時間後くらいにお願いします」

　特に異常もない松瀬本家の廊下を歩いて、海空姉さんの部屋の前に立つ。

「海空姉さん、入るよ」

　返事はない。部屋の扉を開ける。パソコンの前に姿勢のいい和風美人の姿があった。

　微動だにしないといよいよ、成長した日本人形だな。

「で、体の具合はどう？」

「……動けない」

　よせばいいのに毎日テニスの練習に付き合うからだよ。おかげで上達したからこうして助けに来たけど。

「ともえー、ベッドに運んでー」

　筋肉痛で動くのも辛つらいらしい。

　お手伝いさんがやってきた場合に備えて、この見み栄えっ張ぱりはお嬢様モードのまま椅子に座り続けていたのだろう。

「二時間したら食事を運んできてくれるから、それまでマッサージをしてあげるよ」

　椅子に座ったままの海空姉さんの背中と膝の裏に腕を回して持ち上げる。半引きこもりなのもあってめちゃくちゃ軽い。

　そのままベッドに寝かせて、俺はコンビニで買ってきたカイロを取り出した。湿布の類たぐいは臭いがあるから、この見栄っ張りは湿布を使うのを嫌がるはずだ。

「腕と脚と腰？」

「そ、そう」

　ひとまずは脚と腰だな。

　腰に温めたカイロを置いて血行を促進しつつ、脚を揉もむ。

　筋肉痛で着物を着るのが億おっ劫くうになったのか、海空姉さんは着物ワンピースを着ていた。あまり生地が厚くないその服に加えて室温の低さで体が冷えている。

「もしかして、今日のテニス練習も無理してた？」

「わりと」
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　筋肉痛であの動きをしてたのかよ。

「見栄っ張りもここまでくれば大したもんだ」

「ふふっ、ボクは巴の頼りになるお姉さん──あっ痛っ」

「人を呼びつけてマッサージさせておいてよく言うよ」

　服の上から脚を揉み解ほぐしていく。

　半引きこもりだけあって脚が細い。ぷにぷにと弾力のあるふくらはぎや太ももに適度な力を加えていく。

　海空姉さんはときどき、痛みをこらえているのか枕に顔を埋めて小さく唸うなっていた。

「痛っ痛い。と、巴、明日のテニス練習は覚えておけよ」

「逆恨みだ」

　ふくらはぎから徐々に上へとマッサージを続けて、腰に置いていたカイロをどかす。

「この調子だと、明日はテニス練習できそうにないね」

「そんなことはないよ。筋肉痛なんて一晩寝れば治るさ。それに治らなくても、巴をボコボコにするくらいできるんだから」

「誇張じゃないのが恐ろしいよ」

　海空姉さんの腕を親指で指圧する。この細い腕でどうやればあの強烈なショットが打てるのか。

　未来人の技術力は常軌を逸している。

「ねぇ、海空姉さん」

「なんだい？」

「……何度、時間をやり直したんだ？」

　なんとなく聞けずにいた質問。

　海空姉さんはベッドの上に寝そべって俺にマッサージされるがまま、押し黙った。

　無理に聞き出すつもりもないので話題を変えようとした時、海空姉さんが口を開く。

「数えきれないね。この春ですら何回繰り返したか分からない。笹篠さんが死んだ世界線も、迅堂さんが死んだ世界線も経験したよ」

　テニスの腕前がその回数を物語っていたけれど、『ラビット』の開発者である海空姉さんが笹篠や迅堂よりも回数が少ないとは思えない。

「誰も死なないでトラック事故をやり過ごす世界があったなんて朗報だけど、積み上がった死体の数は思い出したくないね」

「ごめん」

「いいさ。生きていてくれるなら──あっ痛いったあぁぁ！」

「お手伝いさんが来るから静かにしてくれる？」

「ふぐふぐ」

　ベッドに顔を埋めてのたうつ海空姉さんがぴくぴくと腕を動かす。

　こんな状態でも、明日テニスの練習に来るんだろうなぁ。

「ねぇ、海空姉さんがテニスクラブを貸し切ったりしたのは、竹池のおじさんや旅館がらみだったりする？」

「あぁ、それは関係ないよ」

　マッサージで楽になったらしく、海空姉さんはだらけ切った顔で脱力しながらもはっきりと否定した。

「テニスは単純に、笹篠明めい華かに対する先制攻撃さ」

「……攻撃？」

「そうともさ。なにしろ、笹篠さんときたら女のボクから見ても魅力的な綺き麗れいな子だからね。そんな美少女と年がら年中同じ教室で過ごすだけでも危険なのに、テニスで関係を深めると巴の魅力に気付いてアプローチまでする」

　海空姉さんは面白くなさそうに眉をひそめる。

「付き合い始めたと聞いた時はもっと早く手を打っておけばよかったと後悔したものさ。だが、ボクは未来人。後悔を先立たせることができる。もう墓は立ててやった」

　キメ顔で親指を立てているけれど、ようは──

「人の恋路を邪魔したわけだ」

「ひ、人聞きの悪いことを言うな！　ボクはボクの恋路に転がる石ころを蹴り転がしているだけだぞ！」

「あれ？　俺、いま告白された？　ごめん。大学入学まで付き合う気がないんだ」

「あっ!?　しかるべきムードを作って告白するつもりだったのに！　口を滑らせた！」

　後悔は先立ってなかったな。あいつはまだ、生きている。

　というか、やっぱり未来の俺って三股してたの？





◇　◇　◇






　そんな日常を送りつつ、学校、テニスクラブ、喫茶店バイト、自宅の四か所をぐるぐる回る生活を続けて迎えた木曜日。

　俺は迅堂とテニスクラブを出て、笹篠、海空姉さんと別れると喫茶店へ歩き出した。

「先輩、バスが事故で遅れてるみたいですよ」

「このペースで歩けば、バイトの時間には間に合うだろ」

「いいんですかぁ？　可か愛わいい後輩と歩いている姿を見たクラスの人たちに噂されちゃうんじゃないですか？　言っときますけど、否定しませんよ？」

「そこは否定しろよ」

　なにキリッとした顔で言ってるんだよ。

「よく迅堂がクラスに顔を出すせいで、俺はまた二股男扱いされて大変だったんだぞ」

「否定しませんでしたからね！」

「お願いだから、否定しよう？　ノーと言える日本人になろう？」

　街路に植わった葉桜の下をそよ風に流されるように歩く。

　下校中の中高生とすれ違う。知り合いの顔はないが、制服姿を見るたびにちょっと焦あせる。

　迅堂がいきなり俺の脇腹をつついてきた。

「なんだよ？」

「一緒に歩いているのを知り合いに見られないか心配している先輩にむかむかしています」

「……なんで？」

　考えても分からなかったので素直に聞いてみると、迅堂は呆あきれたような顔で首を振った。

「先輩はそういうところがニブニブなんですよ」

「そんなに鈍いかな？」

「鈍いですね。ゼリー状の待ち針くらいの鈍さです」

　分からないけど鋭くはないな。

「一緒に歩いているところを見られたくないって、失礼ですよ？　誤解されたくないだけで、一緒にいること自体は気にしてないと知ってるからこの程度で済ませてますけど」

「あぁ、なるほど」

　指摘されると、失礼さを自覚する。

「まぁ、関係を決して否定しないこの迅堂春はるが原因でもありますけどね！」

「分かっているなら否定しようぜ」

「しませんよ。火のないところに発煙筒、明鏡止水に大岩をぶち込み、あの手この手で騒ぎ立て、先輩を私のモノにしてみせます」

「サークルクラッシャーか、お前は！」

　しかも成功するまで繰り返せる未来人だからなおのこと質たちが悪いぞ、この子！

　迅堂はカバンを担かつぎなおして続ける。

「大体ですね。先輩は私に隠れてこそこそと、笹篠先輩とのデート計画を立てていますよね。見過ごせませんよ。ここは何か手を打っておかなくてはリードされてしまいますので」

「デートの計画？」

「しらばっくれますか。ネタは上がってんですよ。笹篠先輩と旅館に二人きりで行くという不純異性交遊をする計画があると宮みや納なさんに聞きました！」

「不純異性交遊はしないな。ただの打ち上げだよ」

　宮納さん経由か。親族ならそりゃバレるよね。竹池のおじさんと宮納さんは付き合いがあるからなおさらだ。

　迅堂は鼻息荒く続ける。

「二人っきりで旅館でグヘヘとかダメですよ！」

「グヘヘが何のことかは分からないけど、球技大会の打ち上げで食事をして終わりだから」

「打ち上げというのなら──」

「迅堂と海空姉さんには他で埋め合わせをしようかなと思ってる。喫茶店とかさ」

　迅堂は先ほどまでの勢いが噓うそのように口を閉ざして考え込み、しばらくして顔を上げた。

「……条件次第では見過ごしてあげましょう。この迅堂春の目が黒い内は不純異性交遊を見逃しませんが、条件次第では白目になってあげます」

「不純なことは何もないから白目になる必要はないよ。で、条件ってなに？」

「ラスボスな松瀬さんとは個別でお願いします。映画を見て、お食事してって感じの一日デートを所望します」

「デートという名目でなければ付き合うよ」

「きっちり予防線引きますよね！　でも、デートじゃなくてもいいです。とにかく今は抜け駆けされた分を追いついていかないといけないので！」

　俺なんかの何がいいのか分からない。

　迅堂はひとまず納得したのか、落ち着きを取り戻して道の先を見る。

「というか、あの旅館ってまだちゃんとあるんですね。未来だと休業してるんですけど」

「休業してる？」

「はい。よく知らないですけど、未来の白杉先輩は親族会議で決まったって言ってました」

　笹篠が言っていた未来と矛盾している。

　迅堂が経験したのは俺が生存している未来だ。ということは、俺の生死が旅館の経営と結びついていることになる。

　風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかるとは言うけれど、俺の生死と旅館の経営の関係が見えないな。

　親族会議で俺には発言権なんてないし、いてもいなくても結果は変わらないはず。

　よく分からないな。











第十一話　球技大会本戦　─四月二十四日 金曜日─






　ラケットを構え、体を前に押し出すように踏み込み、バウンド直後のボールを打ち返す。

　一年Ｃ組の代表ペアの中間を通り抜けたボールはコート内でワンバウンドしベースラインを越えていった。

「白しら杉すぎ、お疲れ！」

「笹ささ篠しのもナイス！」

　ハイタッチを交わして健闘をたたえ合う。

　球技大会当日、俺たちは順調に勝ち上がって今、決勝戦に進出を決定した。

　連戦で疲れているが、可能な限り俺が動き回って笹篠の体力温存に成功している。

「作戦は順調だよな？」

「うん。私の体力もまだまだ余裕がある。決勝戦、暴れてやるわよ」

　好戦的な笑みを浮かべて、笹篠はラケットを握る。

　ちなみに、我がクラスの男子サッカー、女子バレーボールも健闘しているらしく観客としてきているのは代表チーム入りできなかったクラスメイトだ。

「風も収まってきたし、絶対に勝つわよ」

「仰おおせのままに」

　笑いあって、コートに入ってきた決勝相手を見る。

　三年生だ。男女の先輩である。男子の方が浅あさ男お先輩、女子の方が妙たえ中なか先輩らしい。

「テニス部内交流試合にしかならないと思ってたんだけど、ダークホースが出てきたね」

「番ばん匠じょうが負けたって話だけど、確かにいい動きしてる」

　男女の先輩が俺たちを見て楽しそうに話している。

　なんかすごく強つわ者ものの雰囲気が漂っている。なんかの漫画に出て来てませんでした？

「よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　めっちゃにこやかに握手に応じてくれた。けど、年下だからって一切油断していないようにも見える。

　これまでの試合で大分目立ったからな。テニス部だらけの中で決勝まで勝ち上がった以上、警戒されるのは当然か。

　サーブ権をもらい、試合が始まる。

　笹篠がボールを放り上げ、弓なりに体をしならせて一気にラケットを振り抜いた。

　破裂したんじゃないかと思うような高い音が鳴って、ボールが打ち出される。かなり鋭いファーストサーブを、迎え撃つ妙中先輩は冷静にラケットを構えて笹篠に打ち返した。

　ネット際ぎわに走りこんでいく笹篠の足元を狙ったそのボールに対して、笹篠は歩幅を切り替え、あえてボールとの距離を詰める。

　走りながら笹篠はバウンド前のボールを打ち返した。

「うわっ、体力有り余ってるじゃん、この子！」

　意表を突かれた妙中先輩が打ち返されたボールをラケットに捉えて返す。

　しかし、ネット際まで来ていた笹篠はラケットを振り下ろして、妙中先輩が返したボールを相手コートに叩たたきつけた。

　とてつもないスピード勝負。妙中先輩が思わず笑いだすほど綺き麗れいな一撃だった。

　笹篠はこれまでの試合、全力疾走をほとんどしていない。無理してボールを拾わずに後衛の俺に任せて決め球を拾っていくスタイルだった。

　それも、この決勝で体力勝負に持ち込まれないようにするための策だ。俺も笹篠も帰宅部で、運動部とはどうしても体力面で劣っていることから、これが勝つための最善策と考え、実行した。

　とはいえ、ここまで初撃が綺麗に決まるとは思わなかった。

「よし、絶好調！」

　振り返ってピースしてくる笹篠に、俺も笑顔で片手をあげて返した。

「ガンガン行こう──」





◇　◇　◇






　わかってはいたことだけど、先輩たちは強かった。

　妙中先輩がネット際で笹篠を釘くぎ付づけにしつつ、浅男先輩がスマッシュでとにかく攻め立ててくる。

　なんでネットを越えてくるのか分からないくらいに鋭い角度のスマッシュは、笹篠が拾ってくれることもあるけれどほとんどは俺が対処している。

　技術も勝負勘も体力も備わっている笹篠より、俺を集中攻撃する狙いだろう。

　打ち込まれたスマッシュをベースライン際で打ち返す。

　だいぶ下がらされたから、そろそろ中央を狙ってくるはず。

　狙いは分かっているけれど、上がらない。

　笹篠が肩越しに俺の位置を確認し、小さく頷うなずいた。フォローに回ってくれるらしい。

　迅じん堂どうと海み空そら姉さんのペアに連日ボコボコにされてきたから、こういった事態への対応は目配せでこなせる。

　ボールが前衛の妙中先輩を抜けたのを見届けて、笹篠がバックステップで下がり、中央の穴を埋める。

　読まれていたことに気付いたのか、浅男先輩が咄とっ嗟さにスマッシュの体勢を解いてボールの上をこすり上げるようにドライブをかけて打ち返した。

　対応するのが笹篠とみて、重い球を選択したのだろう。

　強烈なドライブ回転で沈むような軌道を取るボールを、笹篠は重心を下げて迎える。

　十分に狙いを絞ったうえで、笹篠はボールを打ち返した。しかし、筋力差は埋めがたく相手コートへ飛ぶボールはやや緩慢な動きをしている。

　妙中先輩がラケットを頭上に掲げ、手首のスナップを利きかせてネットのすぐ近くへとボールを叩き落とす。

　しかし、読み切っていた笹篠が走りこんで、バウンドしたボールが重力に引かれる寸前を捉え、強烈なスマッシュを叩きこんだ。

　横を抜けられた妙中先輩がボールを振り返る。

「すっご……。今のを、間に合うどころか決めてくるか」

　今の笹篠は体力が余っているから、割と無茶なこともやってのける。

　ただ、決勝だけあって俺ももうちょっと活躍したいなぁって。

　まぁ、勝つことが最優先だ。

　その後もゲームは続き、二ゲームをとりつつも、四ゲーム目に入った。

「白杉、体力は？」

「割とキツイ」

「向こうもあからさまに狙ってきてるわよね」

「逆の立場だったら、笹篠も狙うでしょ？」

「もちろん」

　先輩たちだって勝つために最善を尽くしている。それに文句を言うつもりはない。

　真正面から勝負するだけだ。

「体力切れは予想できていたことだ。根性で乗り切るよ。ペアに選んでくれた笹篠にいいとこ見せたいしな」

「白杉のいいところはいっぱい知っているけど、一番はその全力で勝ちに行く姿勢よね」

　笹篠と笑いあって、位置につく。

　妙中先輩が右手を軽く振っている。そろそろ疲れてきているのだろう。

　浅男先輩がファーストサーブを打ってくる。

　ライン際を攻める強気なその攻撃を真っ向から迎えて、俺は上がってきている妙中先輩へと打ち返した。

　妙中先輩が足を止めてバックハンドで返してくる。

　俺は後ろに下がらず、ボールを妙中先輩へと打ち返した。

　狙われているのが分かったのだろう。妙中先輩は顔をしかめてやや下がる。技量の足りない俺ならラインぎりぎりを攻める勝負はしにくいから、バウンドで勢いが弱まったボールを狙えると考えたのだろう。

　はい、作戦通り。

　全身全霊でライン際を狙ってボールを叩きこむ。

　別にアウトでも構わない。俺がラインぎりぎりを狙ってくるという事実さえ作れば、プレッシャーになる。

　案の定、妙中先輩が焦あせったようにボールを打ち返した。

　あの焦り方でも緩い返しにならないのはさすがテニス部。

　でも、こちらはアウト覚悟。

「──っ！」

　息を詰めて、攻めの姿勢を見せ続ける。

　妙中先輩と俺でラリーが続き、三往復したところで妙中先輩の握力に限界が来て、ボールをネットにとらえられていた。

「よし」

「白杉、容赦ないなぁ」

「弱っているところを狙う。俺が狙われたんだから、やり返すよ。正当防衛的な？」

　妙中先輩が恨めしそうに見てくるけど、知ったことではない。

　勝つために全力を出すならば許されるのが勝負の世界。

「私は白杉のそういうところが好きになっちゃったんだけどね」

「試合中に口説くのはやめてくれ。調子が狂う」

「噓うそばっかり」

　配置について、浅男先輩がファーストサーブを決めてくる。

　危なげなく受けた笹篠は妙中先輩へとボールを向けた。

　笹篠も容赦ないじゃん。

　しかし、妙中先輩はボールを無視してネット際へ走りこんでくる。

　代わりに、浅男先輩がボールにぎりぎり追いついて笹篠に返した。

　妙中先輩がラケットを高めに構えている。あからさまにネット際での勝負を挑んでくる妙中先輩を無視して、笹篠はボールを相手コートの奥へ叩き返した。

　浅男先輩がボールを引き付けて、笹篠へと打ち返す。

「くっ──」

　まずい流れだ。笹篠にプレッシャーを掛けつつ、妙中先輩に決め球を任せる狙いか。

　笹篠の表情にもやや焦りが見える。

「笹篠、俺が受ける」

「ごめん、頼んだ」

　浅男先輩がドライブをかけたボールはかなり重い。いくら体力が残っている笹篠でも連続で受けるのは辛つらいだろうと交代する。

　笹篠が見送ったボールを妙中先輩へ打ち返す。

　ボレー勝負に乗るのは癪しゃくだけど、現状では笹篠の方が有利だ。

　妙中先輩が両手でラケットを支えてボールをいなしつつネット際に撥はね返す。

　笹篠がすぐさま反応し、ボールを妙中先輩に撥ね返した。

　左右にステップを踏む女子二人の間をボールが行き来する。

「しまった……」

　笹篠が目線でフェイントでも仕掛けたのだろう、妙中先輩がボールとは逆方向にステップを踏んでしまい、ボールを取りこぼす。

　後方から浅男先輩が駆けつけるが、間に合わずにボールはコート上で二回バウンドした。

　これで二対ゼロ。

　妙中先輩がボールを放り投げて打ち下ろすようにサーブする。

「あっ……」

　ネットに捕まったファーストサーブを見て、妙中先輩が苦い顔をした。

「ドンマイ」

「ん……」

　浅男先輩のフォローに短く頷いて返し、妙中先輩がセカンドサーブを下からラケットで掬すくうようにアンダーで打ってきた。

　疲れだけじゃなく、プレッシャーも相当ありそうだ。

　テニス部の三年生が帰宅部二人に負けそうなんだから当たり前か。

　片方が未来人だなんて知る由よしもないもんな。

　のんびりした速度で迫ってくるボールに横回転が加わっているのに気付いて立ち位置を横に変え──遠慮なく妙中先輩の足元へ叩き返す。

「やっぱりか！」

　妙中先輩が悲鳴じみた声を上げて打ち返してくる。

　その首、もらい受ける。

　豪快にスマッシュを叩たたきこむと、妙中先輩が打ち負けてボールはあらぬ方向へ飛んで行った。

　観客のもとへ転がっていったボールを女子生徒の一人が拾い上げる。

　迅堂だった。

「白杉せんぱーい」

「俺じゃなくて向こうのサーブだから……」

「──いま、渾こん身しんの、右ストレート！」

　迅堂が大きく振りかぶってボールを俺に投げつけてきた。躱かわしやすい頭ではなく胴体を狙ってきているあたり本気だが、何しろ軟式ボールなので大して痛くない。

　しかし、迅堂の行いは周囲の女子生徒から賞賛の拍手を受けていた。

「……俺、なんかやっちゃいました？」

「その台詞せりふを言うってことは、分かってますよね？」

「勝つために全力を出している。俺は自分が誇らしい！」

「先輩はそういう人ですよねぇ」
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　俺と迅堂のやり取りで毒気を抜かれたのか、周囲も苦笑を浮かべていた。

　ボールを妙中先輩に投げ渡す。

「どうぞ」

「ありがと。あと、別に気にしてないよ。試合中だからね」

「ありがとうございます。これからも狙います」

「いっそ清すが々すがしいね！」

　妙中先輩が笑い、ボールを受け取る。

　妙中先輩は深呼吸を一つした後、レシーブ側にいる笹篠を見た。

　ボールが空へと放り上げられる。妙中先輩が全身を使って鞭むちのようにラケットを振り下ろした。

　パンッといい音が鳴る。しかし、ボールは急角度でネットに刺さり、こちらのコートには届かなかった。

　やはり妙中先輩は腕が限界らしい。

　妙中先輩はボールを見つめてから、浅男先輩を横目で見た。

　浅男先輩は無言で頷うなずいた。

　なにあれ、なんか通じ合っている感がある。

　妙中先輩がボールを上にトスした。

「──ダブルファースト!?」

　おいおい、向こうは後がないんだぞ。なんて強気だよ。

　敵ながらかっこいいな！

　妙中先輩は手加減抜きで上からボールを打ち下ろし、笹篠のサービスコートへ叩きこむ。

　えぐい角度でバウンドしたボールを、笹篠は後方にジャンプしながら打ち返す。

　サーブと同時に全力で駆けて来ていた妙中先輩が笹篠目掛けてラケットを振り抜き、ボールを叩き返した。

　笹篠は左脚を滑らせるようにして後ろに送り、バックハンドで妙中先輩に打ち返す。

　ネットぎりぎり上を飛ぶボールを、妙中先輩は怯ひるむことなく笹篠の足元へと叩きつけた。

　対応できない笹篠だが、その顔に焦りはない。

「白杉！」

「オッケー！」

　笹篠が対応しきれないのを予想していた俺が間に合うからだ。

　笹篠も最初から打ち返そうとは考えていない。体勢を立て直して逆サイドに走り、コートの穴を埋めに行く。

　俺は二度目のバウンドをする寸前のボールを掬い上げるようにしつつ、スピンをかけて相手コートに送り返した。

　妙中先輩が眉をひそめる。俺が間に合うとは思っていなかったのだろう。

　だが、間に合っただけでボールそのものは遅い。

　余裕を持って妙中先輩がボールを笹篠へと打ち込む。

　だが、体勢を整えていた笹篠は容易にバウンド前のボールを妙中先輩へと叩き返した。

　妙中先輩が反応できずに抜かれる。

　浅男先輩が咄とっ嗟さに走り、腕を限界まで伸ばしてボールを打ち返した。

　打ち返すのが、精いっぱいだったのだろう。

　ボールがゆっくりと宙を舞う。

　ボールが向かう先は笹篠の正面やや右側。絶好球だ。

「くっ──」

　笹篠のスマッシュに備えて妙中先輩が後ろに飛び退のく。

　笹篠は向かってくるボールを見てラケットを持ち上げて──ボレーで返した。

「えっ？」

　多分、観客も含めてこの場の全員が意表を突かれた。

　絶対に決める場面だった。

　だが、妙中先輩は飛び退いた直後だ。ボレーでネット際ぎわに落とされたボールを目で追いながら、正面に走って追いつこうとするが、踏み込む足が滑る。

　疲れが出たか。ぎりぎり間に合わないな、あれは。

　ボールが力なく、コート上を転がった。

　がっくりと力なくうなだれる妙中先輩が苦笑してボールを手で拾う。

「参ったね。完全に予想外だった」

　だよなぁ。俺もあれは決めると思った。いくらスマッシュが苦手な笹篠でも、あそこでボレーはリスクがある。

　笹篠は小さく頷いて俺を振り返った。

　俺は片手をあげて笹篠に近づく。

「お疲れ──って、あれ？」

　ハイタッチしようとした俺の片手をスルーして、笹篠がコート端のボールを拾いに戻る。

　行き場を失った片手を掲げたまま、俺は妙中先輩を見る。目が合った。

　妙中先輩が片手を上げる。

「へい！」

「強かったです、先輩！」

「そっちもね！」

　妙中先輩とハイタッチして、俺は笹篠を追いかけた。

　コート端のボールを拾った笹篠に追いついて、声をかける。

「どうかしたのか？」

「逃げた。最後に逃げた……」

「まぁ、スマッシュを決める場面だったな。でも、意表を突く完璧なボレーだったよ」

　笹篠が大きくため息をつく。

　俺は笹篠の肩を叩いた。

「勝ったことは喜べ」

「そうだね。勝ったことは嬉うれしい」

　それだけは本心から、笹篠は呟つぶやいてボールを軽く宙に放り上げた。

「勝ったぞー！」

　笹篠の勝利宣言に、観客たちから拍手が送られた。











第十二話　死の運命が駆けつける　─四月二十五日 土曜日─






　球技大会を終えた翌日、俺は待ち合わせ場所である駅前でスマホを弄いじっていた。

『おめでとーござーいまーす。不純異性交遊は厳禁ですが、禁を犯したくなるのが若さというもの。ラビットちゃんは理解があるので警察にツーホーしてやりましょうか、コラァー！』

「はいはい」

　会話ＢＯＴ『ラビット』の向こうで海み空そら姉さんがこれをキーボードで打ち込んで喋しゃべらせているんだよなぁ。

　一応、海空姉さんが操作しない『ラビット』でも似たような会話ができるようだけど。

「笹ささ篠しのが来たから切るよ」

『お楽しみですね！』

　どっちの意味ですかね？

　突っ込んだら負けなのでアプリを終了する。

　スマホをポケットに入れて、背中を預けていた駅の壁から離れた俺は歩いてくる笹篠の方へ向かう。

　ぱっと見、大学生にも見える笹篠は春らしい明るい色合いのファッションで統一していた。ミントグリーンのベルボトムが春風に揺れている。本人の明るい金髪や端整な顔立ちもあって、注目を集めていた。

「白しら杉すぎ！　時間ぴったりね」

　俺と目が合うなり、ほっとしたような顔で笑う笹篠に笑い返す。

「ちょっと早く来て、本屋で時間を潰してたんだよ。もう行く？」

「行きましょう。注目されちゃってるし、休日だから知り合いと出くわすと面倒でしょ？」

「確実にカラオケとかに誘われるよな」

　そして、休日の逢おう瀬せを根掘り葉掘りと聞かれるのだろう。簡単に想像できるので、二人して早足で駅の改札を通り、電車に乗り込んだ。

「予約は取ってあるのよね？」

「海空姉さんがタイミングを見計らって、取ってあるよ。悪いけど。旅館の経営資料とかをコピーして送るように言われてるんだ。食事の前にちょっと席を外すことになる」

「球技大会の打ち上げだから大目に見てあげるわ。デートなら許されない所業だけど」

「ありがとう」

　電車で一駅。すぐ目的の駅に到着し、人の流れに乗って笹篠と一緒にホームへ降りる。

　そのまま改札へ向かおうとした時、笹篠に腕を摑つかまれた。

「なに？」

　笹篠は左右に目を走らせた後、細く息を吐きだして、笑った。

「改札混むから、ゆっくり行こうよ」

「まぁ、いいけど」

　休日なのもあってか、笹篠が言う通り改札はひどく混雑している。

　人の波が改札を抜けていくのを待って、俺たちは駅の外へと出た。

　春の日差しが心地いい。気温は低いけれど、陽気のおかげで寒さは感じなかった。

「えっと、北口から出たから……」

「白杉、まっすぐ向かうつもり？」

「そうだけど？」

「乙女心が分かってないわね。ちょっと遠回りして会話を楽しむくらいのことは考えなさいよ」

　会話は旅館でもできるけど、なんて言ったら怒られるんだろうな。

　しかし、こんなこともあろうかと周辺の地理は調べてある。そう、俺は準備ができる男。

「なら、公園の方に行こうか。今日はフリマとパフォーマンスをやってるらしいから」

「面白そうね。行きましょう。まったく、やればできるじゃない」

「できる子だから、球技大会も一緒に優勝したんだよ」

「もちろん、そのことも評価してるわよ」

　旅館へ直接向かう道を外れて、公園に向かう。

「中間試験の勉強もしないとな」

「また勉強を見てあげましょうか？」

「ぜひお願いしたい。笹篠の授業面白いし」

　歴史って薀うん蓄ちくが入ると覚えやすくなるんだと、復習していて確信した。

「笹篠って苦手科目はないの？」

「しいて言うなら化学と物理ね」

「そっちは俺が得意」

「一学期分くらいは何とでもなるわよ」

「あ、はい……」

「勉強でマウント取れなくってかわいそー。ざーこ」

「うるさいわい」

　二学期では覚えてろよ。

　四分ほど歩くと駅の喧けん騒そうは遠くなり、代わりに少し先の公園から音楽が聞こえてくる。

　ネットで流行の曲だな。

　公園のある辺りの空を見上げると、カラスが飛んでいた。出店か何かが出ていて残飯でも狙っているのか。

「噓うそ……」

　笹篠の呟きに視線を向ける。

　笹篠は足を止め、俺の手を摑んで道の先を見ていた。

　笹篠の視線を辿たどり、ドキリとする。

　帽子を目ま深ぶかに被かぶり、マスクをつけた男。その背格好に見覚えがあった。

　トラックの運転手──

「走って！」

　笹篠の声に押されるように、反転して走り出す。

　並走する笹篠を横目で見た。

　直接、旅館に行くのを拒否して散歩を提案してきたのは笹篠だ。

　帽子の男に対しての反応もおかしい。

　おそらく、だがほぼ確信している。

　──笹篠はまた、未来から戻ってきている。

　肩越しに後ろを振り返る。

「やばいっ」

　あいつ、かなり速い。

　体力があり余ってる高校生相手に引き離されないってどんな体力だよ！

　視線を前に向けなおす。

　十字路にちょうど一台の乗用車が入ってくる。進路を塞ぐ形のその乗用車は走ってくる俺たちに戸惑ったのか、ただでさえ遅い侵入速度から減速し、完全に道を塞いで停車した。

　運転席に座る女性の困惑した表情が見える。

　まずい──足を止めざるを得ない。

　急停止した俺は帽子の男へと反転する。

　すぐ間近に迫っていた帽子の男が走りながら果物ナイフを取り出した。

　春の爽やかな日差しを無粋に反射する果物ナイフの切っ先に、思わず怯ひるむ。

　それでも、笹篠を庇かばうために腕を広げた──瞬間、笹篠に引き倒された。

「はっ!?」

　笹篠が俺の前に出る。

「なにやってんだ、笹篠！」

　バランスを崩して道路に倒れた俺が受け身を取って起き上がるより早く、帽子の男が果物ナイフを突き出した。

「うぐ……」

　咄とっ嗟さに胸を腕で庇った笹篠だが、深く腹部を刺されて苦く悶もんの声を上げる。

「この野郎！」

　起き上がりざま、帽子の男へ殴り掛かろうとした時、背後で停とまっていた乗用車がクラクションを鳴らした。

　予想外の方向から爆音をぶつけられ、たたらを踏む。

　帽子の男が果物ナイフを引き抜きながら笹篠を蹴り飛ばした。

　あの野郎、抜く前に手首を返してやがった。

　力なく倒れこんでくる笹篠を受け止める。その間に、帽子の男は逃げ出していた。

「──くっ！」

　追いかけたい気持ちをこらえて、笹篠の腹部を見る。

　ヤバイ、かなり深い。しかも抜く時に周りまで傷つけている。

「君、その子を車に乗せて！　病院まで運ぶから！」

　乗用車の運転席から、声をかけられてはっとする。

　礼を言う時間も惜しんですぐに後部座席のドアを開け、笹篠を抱き上げて車に乗り込む。

「すみません！」

「こっちこそ、逃げるのを邪魔しちゃってごめん！　救急に連絡して、近くの病院に急患を運び込むって根回ししてもらって」

　涙目になりながらの運転手の言葉に、俺はスマホを取り出して１１９を押す。

　オペレーターに状況を説明しながら、笹篠の傷を押さえる。

　呼吸が苦しいのか、笹篠が咳せき込むたびに傷口から血があふれ出す。

　後部座席のシートが血を吸収しきれず、足元に血が溜たまり始めていた。

「……し、白杉、怪け我がは？」

「誰かさんのおかげで無事だよ！　自分の心配しとけっ！」

　血が止まらない。車の窓から見える景色は勢いよく後ろに流れていくのに、遅く感じて仕方がない。

「白杉、テニスに付き合ってくれて、ありがと……」

「しゃべるな。肺まで届いている可能性がある」

　血が足りないのか、もともと白い顔がさらに白く、生気が抜けていく。

「全身全霊で、試合して勝って、楽しかった」

　貧血で目がかすむのか、諦めたように目を閉じた笹篠が咳せきをして、小さく呟つぶやいた。

「ただ、最後が……」

「──病院に着いたよ！」

　運転手の女性が叫んだ時、俺の服を握っていた笹篠の手が力なく落ちた。





◇　◇　◇






　病院の空き部屋を提供してもらって警察からの事情聴取を受けて、俺は部屋を出た。

「──君が白杉君かな？」

　男性の声に顔を上げる。身長百七十センチの俺でも見上げる形になることに驚いた。

　金髪の外国人男性だ。スーツを着ていて表情はやや険しい。

　警察官が俺の前に進み出た。

「笹篠さん、彼は被害者ですので」

　笹篠……。

「こちら、笹篠明めい華かさんのお父さんです」

　警察官が紹介してくれる。

　俺は頭を下げた。

「すみませんでした」

　笹篠の父は少し怯んだような顔をした後、頰ほほを搔かいた。

「君を責めようとは思ってない。頭を上げてくれ。娘に怒られてしまう」

「あの、明華さんは……？」

　手術室に担かつぎ込まれるところまでは見送ったが、俺はそのあとずっと事情聴取を受けていた。手術の結果は聞いていない。

　笹篠の父は口を閉ざして、首を横に振った。

「駄目だった。刃物が斜め下から突き上げるように肋ろっ骨こつの下に滑り込んだようだ。肺と大動脈、胃の上部を斬られていてね。病院に運び込まれた時点で重度の出血性ショックで間に合わなかったそうだ」

　歯を食いしばる。

　笹篠を抱き上げた時に大量の血が付いた服は警察の厚意で着替えさせてもらったが、血臭は消えていない。そんなものが笹篠との最後の繫つながりになった気がして、怒りが湧いた。

「そこのベンチで話そう」

　病院の外に置かれたベンチを指さされ、俺は一つ頷うなずいて笹篠父の後に続いた。

　警察官が心配そうについてきてくれる。

　並んでベンチに座ると、笹篠父は言葉を選ぶようにしばし無言で空を見上げた。

「今日、娘は嬉うれしそうに家を出てね。父としては複雑な気持ちもあったんだが君のことは聞いていたから、顔を合わせたら髪がくしゃくしゃになるまで撫なで繰りまわして溜飲を下げてやろうとか、まぁ、そう思っていたよ」

「俺のこと、ですか？」

「あぁ」

　笹篠父は頷いて、空を見上げたまま苦笑する。

「球技大会に娘とペアを組んでテニスに出て、優勝したんだろう？」

「はい、昨日のことです」

「それ以前から、練習もしていただろう？」

「親戚のテニスクラブで」

　笹篠父は何度か頷く。

「娘は君にシンパシーを感じていたようだ」

「シンパシー？」

「あの子は負けず嫌いで、チームスポーツが嫌いだ。そんな娘が君とはペアを組むという。白杉君は本気で取り組むと分かっているから、だと。これはすごいことなんだよ。娘は君を同類だと認識し、シンパシーを感じて、信頼したんだ。君はどうだい？」

　笹篠父の言葉に納得する。

　笹篠も同じことを言っていた。シンパシーだとか、信頼だとかは言っていないけど、俺が本質的に負けず嫌いで勝負に全力な姿勢を評価していた。

　俺は──

「俺は、笹篠さんほどじゃないですけどチームスポーツは好きじゃないです。頑張って練習しても、周りがサボっているのを見てしまうともやもやする。傲慢だって分かってますけど、自分だけが頑張っているような気分になる」

　だから、正直に言うとペアでのスポーツだってそんなに好きなわけでもない。

　でも、笹篠は俺をペアに誘う時、本気を出すかどうかがペアを選ぶ条件だと言った。

「笹篠さんは一度も練習で手を抜きませんでした。勝つために本気でした。二人でテニスをしている時、確かに二人で頑張っている感覚があって、すごく楽しかったです」

「そうか」

　笹篠父は空を見上げたまま呟いて、立ち上がった。

「娘は最後に良い恋をしたようだ。君が気に病むことはない。悪いのは犯人だ」

　そう言い残して歩き去る笹篠父を見送る。

　あの人、ずっと顔を上に向けていた。

　涙をこらえていたんだろう。

　娘が殺されても、現場に居合わせた他人を気遣える笹篠父を尊敬する。

　両手を握りしめ、俺は地面を見下ろした。蟻ありが食料を探して歩きまわっている。

　交通事故を回避して、油断していた。

　命を狙われるのはあれっきりだと思っていた。そうでなくても、迅じん堂どうが言っていた一学期末から夏休み中の焼死が次のターニングポイントだと思っていた。

　甘かった。

　今の状況は、誰も経験したことがない世界線だったんだ。何が起こるか、誰も事前知識を持っていなかった。

　警察官が同僚に呼ばれて病院の中へ戻っていく。

　ふつふつと湧き上がる通り魔への怒りを抑え込みながら、考える。

　笹篠は明らかに通り魔を知っていた。

　この世界線に来てから、笹篠は未来をやり直していたのだろう。

　だとすれば、通り魔は俺か笹篠を狙っている。

　しかも、笹篠の言動を見る限り、道順を変更しても通り魔と出くわしているようだ。

「先回りされている……」

　後を付けられていたのか？

　今となっては分からない。

　そもそも、なぜ俺と笹篠を狙った？

　俺がトラック事故で死亡した後に通り魔が出現したとは、笹篠や迅堂、海空姉さんは言っていなかった。

　トラック事故を俺と笹篠が回避したことが通り魔出現の条件になっている？

　犯人には明確に、俺か笹篠を殺害する目的があったのか。

　動機は何だ？　誰が利益を得る？

「……旅館」

　笹篠は言っていた。俺が死んだ未来で、旅館は経営を続けていたと。

　迅堂は言っていた。俺が生きた未来で、旅館の休業を親族会議で決めたと。

　不思議に思っていた。旅館の存続が俺の生死と関わっている理由が。

　トラック事故のあの日、親族会議で議題に上がっただろう。

　旅館への資金援助案だ。

　もしも、俺がトラックに轢ひかれていたらどうなった？

　会議の決定権を持つ海空姉さんは──俺を見舞いに来たんじゃないか？

　当然、俺の父も親族会議を欠席するだろう。

　あの日の親族会議で、父は資金援助に即座に反対した。海空姉さんも反対派だった。

　その二人が欠席すれば、あの資金援助案は通ったんじゃないのか？

　旅館の経営権を持つ竹たけ池いけのおじさんを含め、宮みや納なさんたちも賛成派だったのだ。議決権を持つ海空姉さんがいなければ多数決になり、資金援助案が通った可能性は高い。

　今日の行き先も旅館だ。そして、旅館で俺は──経営資料を手に入れる予定だった。

　あの旅館には何かがある。

　俺はスマホを取り出す。

　どうする？

「考えるまでもないか。──全力だ」

　過去に戻り、先手を打って旅館の経営資料を探し出す。

　海空姉さんから、過去に戻る方法は聞いているんだから。

　だが、いつに戻ればいいんだ。

　今日の朝ではおそらく間に合わない。通り魔がすでに張っている可能性が高い。

　訪問当日である今日よりも前に電撃的に訪問するべきだ。

　昨日か？

　いや、球技大会で体力が限界だ。何かあった時に取り返しがつかない。それこそ、通り魔がいたら逃げ切れる自信がない。

　だとするとそのさらに前日、木曜日か。

　球技大会の前は必ずテニスクラブに向かうから、誰も旅館への電撃訪問は予想できない。

　決める。日付と覚悟を。

　笹篠と勝ち取ったテニス大会の優勝も消える。

　全力を出し切ったあの日が消える。同じ試合なんて一つもない、正真正銘のやり直しだ。

　──それでも、俺はこんな最後を認めない。

　いま俺が全力で目指すのは、笹篠と笑っていられる明日だ！

『──ロールバックを行います』

　俺は初めて、自分の意志で過去へと飛んだ。




















第十三話　あなたを殺しに未来から　─四月二十三日 木曜日─






　目の前に教室の光景が広がる。

　事前に心の準備をしていただけあって、戸惑うことなく壁掛け時計を見る。

　放課後だ。狙い通りの時間。

「白しら杉すぎ、行こう」

　笹ささ篠しのがカバンを持って立ち上がる。

　俺もカバンに手を伸ばした。

「笹篠、俺はちょっと用事があるから、先にテニスクラブに行ってて」

「用事……？」

　笹篠が首をかしげる。

　カバンを持った俺は足早に教室を出た。

「ちょっと白杉、待ちなさいよ。用事ってなに？」

　追いかけてくる笹篠の顔をちらりと見る。

「親戚の手伝いみたいなもの」

「──旅館に行くの？」

　まぁ、気付くか。未来人だもんな。

　笹篠は考えるような間をおいた後、口を開く。

「私も行くわ」

「いや、俺一人で──」

「絶対に行く」

　譲る気はないと目で語られて、俺は視線を逸そらす。

「いや、雑用みたいなものだし、すぐに片付けてテニスクラブに行くよ」

「一緒に行くわ。それとも、迅じん堂どうさんあたりと旅館で待ち合わせ？」

「そんなわけないだろ」

　巻き込みたくないからだ。

　というか、なんでここまで粘ってくるんだ。

　そう考えた瞬間、笹篠の顔を見てぞっとした。

　笹篠は、どの世界線から戻ってきた？

　時間軸上では明後日あさっての土曜日、旅館を訪問する途中で通り魔に遭う。そこから戻ってきて、ただ心配だから俺を引き留めているのなら構わない。

　だが、もしもこのまま旅館に行くと通り魔に遭うのなら？

　笹篠が通り魔に刺された瞬間が脳裏をよぎる。赤い血が染しみ込んだ乗用車の後部座席が、熱い笹篠の血の臭いが──

「白杉、大丈夫？」

　笹篠に声をかけられて、俺は深呼吸をして校舎の出口へ歩き出した。

　当然、笹篠が追いかけてくる。

「顔色悪いよ？　保健室に行った方がいいわ」

「大丈夫。体調が悪いわけじゃない」

「……ねぇ、白杉」

「先にテニスクラブに行っててくれ、頼むから」

「──白杉も、未来から来たの？」

　背中に氷を押し当てられたような気がした。

　体温が一気に下がる。血の気が引くとはこういう感覚か。

「あ、やっぱり──」

　俺の表情で確信したのだろう。笹篠が何かを言いかけた直後、いきなり壊れた人形のように倒れかかってきた。

　咄とっ嗟さに抱きとめる。

　頭が痛い。頭が冷える。頭が痛い。痛い。

「っ……」

　呼吸を忘れていることに気付き、酸素を求めて口を開く。

　同時に、何が起きたのかを認識し、笹篠を抱きかかえて保健室へ駆けこんだ。

　──シュレーディンガーのチェシャ猫。

　迂う闊かつだった。

　通り魔に襲われる未来を知らないはずの俺が笹篠の同行をかたくなに拒めば、俺が未来人だと察してしまう。

　俺が未来人だと確信すれば、未来の記憶が吹き飛び、昏こん睡すい状態に陥る。

　海み空そら姉さんに注意されていたのに……！

　保健室に運び込み、保健医に笹篠が廊下で倒れたこと、俺が抱きとめたため頭を打ったりはしていないことを説明する。

　貧血と判断されてベッドに寝かされた笹篠の横で椅子に座り、瞼まぶたを閉じる。

　最悪だ。完全に俺のミスだ。

　笹篠の同行を断ってはならないのだ。

　眠る笹篠を見つめる。

　いつ目覚める？　それとも二度と目覚めないのか？

　祈るように手を組み、額を付ける。

　息が詰まる。罪悪感が伸のし掛かる。

　笹篠を死なせたくなくてやり直したのに、俺自身の手で傷つける結果になった。最悪だ。誰も救われない。

　こんな未来は望んでないのに……。

　どれほどの時間、自責と祈りを繰り返しただろうか。そっと笹篠の瞼が持ち上がったのを見た時、俺は安あん堵どのあまり声も出なかった。

　笹篠は俺を見て怪け訝げんな顔をすると辺りを見回して困惑の色を深め、恐る恐る俺を見て口を開いた。

「……し、白杉君、ここ、どこ？」

　白杉、君？

　未来の記憶が消える。……一学期の始業式に戻る？

　そうか、接点がほとんどなかった頃に戻る、のか……。

「白杉君？」

「ここは、保健室だよ。笹篠さんが廊下で倒れたから、運んできたんだ。今、先生を呼んでくる」

「う、うん。ありがとう。それより、さ」

「なに？」

「なんで泣いてるの？」

「さぁね」

　俺は保健医に笹篠が目を覚ましたことを告げて、保健室を出た。

　スマホを取り出す。

　目標時間は、一時間ちょっと前。

『──ロールバックを行います』





◇　◇　◇






　俺はカバンを手に立ち上がり、笹篠に声をかける。

「俺はちょっと用事があるから、先にテニスクラブに行ってて」

「用事……？」

　怪訝な顔をした笹篠が教室を出る俺の横に並んだ。

「用事って何よ。テニスの練習より大事？」

「テニスの練習が大事だからこそ、集中したいと思ってさ。親戚に頼まれて、旅館の資料を取りに行くんだ」

「へぇ。土曜日に打ち上げに行く旅館よね？　私も行くわ。その後、テニスクラブへ一緒に行きましょうよ。迅堂さん、きっと悔しがるわね」

「……別にいいけど、面白い話じゃないと思うよ？」

「白杉と一緒にいられるなら面白いわよ。早く行きましょう。練習時間がなくなるわ」

　同行を許可すると、笹篠はほっとしたような顔をする。

　二人揃そろって学校を出て、学生の波に乗って駅に向かう。

　電車に揺られて、隣町へ。

　順調そのものだ。

　駅に降り立ち、人の流れの中に通り魔がいないか目だけを動かして探す。

　……そういえば、笹篠は人の流れが切れるまで俺を待たせたな。こういう理由か。尾行の有無を探る上でも、ここで一度足を止めるのはいい選択だ。

　だが、今回はこちらの動きを知られる前に旅館を電撃訪問するのが主目的である。

　笹篠と共にすぐに改札を抜けた俺は、駅前のロータリーでタクシーに乗り込んだ。

　高校の制服を着こんだ男女が乗り込んでくることにタクシーの運転手は少し驚いた顔をする。

「神社近くの旅館は分かりますか？」

「あぁ、あそこね」

　すぐに通じた。

　タクシーの運転手はアクセルを踏み、目的地である旅館まで走ってくれる。

　走行中に、俺はスマホを取り出して海空姉さんに連絡を入れた。

「海空姉さん、球技大会に心置きなく望みたいから、先に用事を片付けちゃおうと思うんだ。今旅館に向かってる。必要な資料は経理関係でいいよね？　……うん、分かった」

　スマホの通話を切り、ポケットに突っ込むと笹篠が不安そうにタクシーの後ろを振り返っていた。

　バックミラーで後方を見てみるが、トラックや帽子の男の姿はない。

　笹篠はどんな未来から来ているのか。それを聞き出そうとすれば、今回の電撃訪問の違和感からまた、俺が未来人だと察しかねない。

　未来から過去に戻ることで、情報アドバンテージを得て選択肢が広がると思っていたけれど、世の中そううまくはいかないようだ。

　タクシーを降りて財布から運賃を出す。

　タクシーの運転手は俺と笹篠を見て何とも形容しがたい、迷うような顔をした。

「念のために聞いておくんだけども、家出って感じじゃないよね？」

「あぁ、この旅館は親戚がやってるんですよ。ちょっとしたお使いです」

「あぁ、そうなの。ごめんね、変な詮索しちゃって」

「いえいえ、ドラマみたいなワクワクを提供できたなら幸いです」

「言うねぇ、お兄さん」

　運転手は笑って、タクシーを発進させた。

　俺は旅館に向き直る。

「笹篠、一緒に来る？」

「ここまで来て帰れとでも？」

「じゃあ、手伝って」

　何でもないように笑って、俺は笹篠と一緒に旅館へと入る。

　笹篠が緊張の面持ちで背後を振り返ってから、後に続いた。

　明治の半ばあたりに建てられたという旅館は二階建て。瓦屋根の載った和風の佇たたずまいだ。

　入り口から中に入り、受付で名前を告げる。

「白杉様、ですか？」

「はい。松まつ瀬せ本家の使いでいくつかの資料を取りに来ました。支配人を呼んでください」

「か、かしこまりました」

　受付の仲居さんは高校の制服に身を包む俺と笹篠に困惑した表情を浮かべていたが、堂々と押し切らせてもらう。

「あぁ、やっぱり二度手間になりそうなので、こちらから向かいます」

　仲居さんの足を向けた先から支配人室にいるのだろうと察して、俺は有無を言わさず奥へと踏み込んだ。

　この旅館には何かがある。時間を与えるべきではない。

「あ、いや、白杉様!?」

「本家の許可は得ていますので、ご安心を」

　引き留めようとする仲居さんの手を躱かわして支配人室へと向かう。

　騒ぎを聞きつけたのか、支配人室から見慣れない顔が現れた。

　誰だ。竹たけ池いけ家の誰かだと思うけど。

　支配人らしき人物は俺を見てすぐさま身構えた。

「失礼、白杉巴ともえ様ですか？」

「はい。本家の指示で資料をコピーしに来ました。中に入りますね」

「……どうぞ」

　支配人が言葉を飲み込み、支配人室の扉を開けて俺と笹篠を中に通す。

　資料棚に目を向けつつ俺は支配人室の中に入り、足音が続かないのに気付いて笹篠を振り返った。

　笹篠は支配人室の扉を押さえて入り口に立っている。

「笹篠、どうかした？」

「いや、私は部外者だから、部屋に入るのはさすがにまずいかなって思ってさ」

　……筋は通っている。

　だが、ここは敵地だ。未来人の笹篠は何かに備えてそこに立っているのかもしれない。

　例えば、閉じ込められる可能性とか。

「そうだな。じゃあ、ちょっと待ってて。簡単なお使いだし、さっさと終わらせるよ」

　資料棚は無視して支配人の机を開ける。

　分かりやすい裏帳簿でもあればと思ったけど、ここに保管するはずもないか。

　資料棚から最近の宿泊名簿を見つけて開く。

　竹池のおじさんが親族会議で言っていたが、団体客らしきものがちらほら入っている。なかなかの頻度だ。

　これでなんで経営が悪化してるんだ。

　今週の日曜日にも団体客が入っていた。代表者名には碁ご蔵くらという名前が記載されていた。

「碁蔵？」

　呟つぶやいてみて、音の響きで思い出す。

　宮みや納なさんがコーヒー豆を輸入しているっていう業者の名前だ。

　宮納さんから竹池のおじさんを経由して、輸入会社の慰労会を旅館で開いているとか？

　おおよそ半年に一回か二回のペース。

「食材の仕入れ票は？」

　支配人に声をかけると、資料棚の端を指さされた。

　早速開いてみる。

　おかしなところは見当たらないな。

　過去三年分を支配人の机を占領して突き合わせてみる。二年ちょっと前に仕入れ先を碁蔵って人の会社に変えたようだ。

　今までの付き合いもあるだろうに、なんで変えたんだ。値段もそう変わらない気がする。この辺りは海空姉さんたち本家の人たちに任せた方がいいかな。

「スキャナーはあります？　若もしくは、ここの資料の電子化したデータ」

「すみません。ありません」

　支配人が頭を下げる。

　この部屋にもパソコンがないくらいだから期待はしていなかった。親族会議でも海空姉さんが「今時ネット予約もできない」とぼやいていたからな。

　しかし、資料を見る限りそこまでおかしなものは見当たらないな。

　当てが外れたのか？

　いや、まだ調べてないところがあるな。

「食品の在庫管理表を出してください」

　資料を見る限り、一週間分の仕入れは火曜日に行われている。今日は木曜日で、今週の日曜日に碁蔵さんたち団体客が来るのならそれ相応の食品が眠っているはずだ。

「どこにあるんですか？」

　俺は支配人が顔をこわばらせたのを見逃さず、畳みかける。

　口を閉ざした支配人を見て俺はさらに確信を深めて資料棚の前を離れた。

「食材庫の方に行きましょうか」

　大丈夫、答えは求めてない。

　俺は笹篠を連れて支配人の横を通り抜け、食材庫の方へ足早に向かう。

　笹篠が質問するような目を向けてきた。

「どういう状況なの？」

「まだ何とも言えないけど、食材庫の中の量や質と予約客の数を突き合わせようと思う。どうにも様子が変だからな」

　調理場には入れないので、一度食材の搬入などを行う裏口に回り込んだ。

　中に入り、食材が納められている食材庫を検分する。

　壁に貼り出されている在庫管理表によれば、予約の団体客に合わせて大量の食材が入っているはずの倉庫はほぼ空だった。

「在庫が合ってないな」

　これ、碁蔵ってやつの食品会社に架空発注してないか？

　定期的な団体客の予約は架空の発注のごまかしか。

　これは碁蔵ってやつの食品会社も調べる必要があるな。

　ひとまず、このことを海空姉さんに報告しよう。

　スマホを取り出そうとした、その時だった。

「白杉！」

　ここ最近、何度も聞いた笹篠の焦あせったような声。

　食材庫の入り口に目を向ける間もなく、笹篠が倒れかかってきた。

　笹篠を支えた直後、その重さに気付く。

「おい、笹篠？」

　笹篠の体に力が入っていない。ずるりと笹篠の体が俺の手から滑り落ちそうになり、慌てて抱きかかえなおす。

　ヌルヌルする。この感触に覚えがある。

　──大量の血。

　はっとして、顔を上げる。

　笹篠が立っていた場所の向こうに帽子の男が立っていた。

「は？」

　我ながら、間抜けな声が出る。

　帽子の男の後ろに支配人がいた。目を背け、旅館の建物の陰へと自らを隠すように立っている。

　この帽子の男、こんなすぐ近くにスタンバってたのかよ。

　笹篠から流れ出る赤い血が俺の腕を伝っている。

　帽子の男が包丁を振り上げて俺に向かって走ってきた。

「木曜日じゃダメなのかよ……」

　迫る包丁の切っ先をぼんやり見つめながら、呟いた時、ポケットのスマホが震えた。

『──ロールバックを行います』





◇　◇　◇






　目の前に教室の光景が広がっていた。

　現実感がない。

　時間が戻ったことは理解している。それでも、ふわふわと思考が定まらない。

「はぁ……」

　大きく息を吸い込んでため息を吐き出す。

「おーい、白杉ー？　幸せが逃げそうなため息をついちゃだめよ？」

　隣から笹篠がのん気に声をかけてくる。

「幸せはどこにあるんだよ」

　机の上に突っ伏す。状況からすると木曜日の放課後だ。

　ここから旅館に行っても失敗するわけだが、だとすればどうすればいいんだ。

「幸せを探しているなら私と付き合えばいいじゃない？」

「凄すごい自信だな……」

　机に頰ほお杖づえを突いた笹篠が微ほほ笑えみかけてくる。

「未来から、白杉を幸せにするために戻ってきてるのよ？」

「お手数おかけします」

　カバンを持って、笹篠が立ち上がる。

「さぁ、放課後だし、今日も練習するわよ！」

「ちょっとトイレに行ってくる。待ってて。迅堂が来てもケンカするなよ？」

「保証しないわ」

　むっとした顔で大人げなく笹篠はそんなことを言う。

　俺は苦笑して、教室を出た。

　帽子の男に包丁を振り下ろされる直前、『ラビット』が勝手にロールバックを行った。

　海空姉さんが外部から操作したのだろう。

「どうするかな……」

　木曜日に旅館へ電撃訪問してもあの帽子の男の乱入がある。旅館の関係者まで敵側なのだから、どうあっても勝てない。

　事前に警察を呼んでおくか？

　何も事件が起きてない段階で呼んでも警察は動かない。

　虚偽の通報はそれだけで犯罪だ。その手を使えば俺は犯罪者だ。旅館の資料を持ち出せても信しん憑ぴょう性を疑われる。

　そもそも、警察を呼ぶなんて笹篠や海空姉さんが真っ先に考える手だ。提案せずとも自ら実行することができる手段でもある。

　警察には取り合ってもらえなかったんだろうな。

　それに、敵が旅館で仕掛けてくるとも限らない。資料を持ち出してもトラック事故のように外部で襲われる可能性がある。

　もっと前に戻らないといけないのか。

「いつだ？」

　いつまで戻れば、旅館の不意を打てるんだ。

　待てよ？

　迅堂が言っていた。

「──笹篠先輩と旅館に二人きりで行くという不純異性交遊をする計画があると宮納さんに聞きました！」

　時系列としては、今日の放課後だ。

　宮納さんが知っているくらいだから、現時点で関係者には俺と笹篠が旅館に行く可能性について周知されている状態だ。

　周知される前に戻る必要がある？

　火曜日には食材の搬入が行われる。これよりも前に旅館を訪問しても、在庫管理表との齟そ齬ごは見つけられない。

　水曜日に戻ればいいのか。

　スマホを取り出し、深呼吸を一つ。

　よし、今度こそ、終わらせてやる。

『──ロールバックを行います』





◇　◇　◇






　一瞬で、廊下から教室に戻っていた。

　位置だけでなく、時間までも戻っている。

「今日って水曜日だっけ？」

　隣の席の笹篠に尋ねると、何言ってんだこいつ、という目を向けられた。

「水曜日よ。しっかりしなさいよね。今日と明日しか練習できないんだから」

「金曜日に球技大会だもんな。やっぱ、練習期間が短すぎる」

「泣き言言わないの。ほら、テニスクラブに行くわよ」

　率先して立ち上がる笹篠を引き留める。

「ちょっとトイレに行ってくる」

　この言い訳はかなり便利だな。

　教室を出て廊下を歩く。

　トイレ横のデッドスペースの窓まど際ぎわに立ち、俺はスマホを取り出した。

　電話帳から呼び出すのは海空姉さんのスマホだ。

「もしもし？　海空姉さん？」

『あぁ、巴の頼れるお姉さんこと、海空姉さんとはボクのことだよ。どうかしたのかい？』

　尋ねられて、俺は声を小さくして用件を告げる。

「聞きたいんだけど、旅館に行くこと、誰かに話した？」

『いや、まだだよ。予約自体はいつでも取れるし、証拠を隠されないとも限らないから。ただ、怪しまれないように明日の夜にでも予約をしようと思っていたところだけど。どうかしたのかい？　巴から予約しようとすると資料閲覧の件を話せないから無理だよ？』

「それは分かってる。ただ、今日これから旅館に資料を取りに行こうと思う」

『今日かい？　突然だね』

「球技大会まであと二日しかないからね。片付けられることを今日のうちに片付けてしまおうと思うんだ。ただ、旅館に連絡を入れるのは二十分後くらいにして」

『……詳しい話は聞かないよ』

　通じた。

　本当に、頼れるお姉さんだよ。

「それじゃあ、また後で連絡する」

『あぁ、連絡を待ってるよ』

　通話を切り、俺はスマホをポケットに入れて踵きびすを返す。

　旅館への奇襲準備は整った。

　旅館を視察することは俺と海空姉さんしか知らない状態だ。

　教室に戻ると大おお野のさんから女子テニス部に誘われ中の笹篠が目で救援信号を送ってくる。

　俺が声をかけるより先に大野さんが俺に気付き、にやりと笑って笹篠の背中を押した。

「ほら、彼氏が迎えに来たぞー。私はフラれちゃったから諦めてあげよう。幸せになれ、コノヤロー」

「まだ彼氏じゃないわよ。まだ、ね」

　そんな風に外堀を埋めてたのか。

　笹篠がカバンを持って歩いてくる。

　教室のみんなが見慣れてしまっているのか、一緒になって下校する姿をはやし立てられることもなかった。

　学校を出て、空を見上げる。

　そういえば、曇っていたんだっけ。

　どのタイミングで切り出そうか。この後作戦通りに運ぶのなら笹篠は未来から戻ってきていないはずだから、旅館に行くことも知らないだろう。

「笹篠、実はこれから用事があってさ」

「うん？　用事って──」

　笹篠が不意に口を閉ざし、青い顔をして前を見つめる。

　ただならぬ様子に、俺は慌てて道路に目を向けた。

　曇り空の下、帽子を目ま深ぶかに被かぶった男が──通り魔が立っていた。

「……な、なんで」

　笹篠が困惑したように呟つぶやく。

　俺も同じ気持ちだ。

　水曜日に、あいつはここにいなかった。

　通り魔の出現は旅館への視察が原因だ。

　旅館に行く予定が外部に漏れていない限り、俺は犯人の脅威になりえず、通り魔に見せかけた排除も行われないはずだ。

　海空姉さんが外部に情報を漏らすとも考えにくい。

　なら、どうして通り魔がここにいる!?

　通り魔が内ポケットに手を入れ、引き抜く。

　──来る！

　身構えた俺たちの前で通り魔はその場に棒立ちのままポケットから引き抜いたそれを──スマホをこちらに向けた。

　刃物じゃない？

　スマホのレンズがこちらに向けられている。写真か動画でも撮っている？　なんで、そんなことをする必要がある？

　隣の笹篠も困惑していた。未来でもこんな事態には遭遇していないってことか。

　そもそも、客観的に見た場合、現状は俺が経験した水曜日と何も変わっていないはずだ。なんでこんなイレギュラーが──

「あっ……」

　このイレギュラーが発生しうる可能性を俺は知っている。

　通り魔が掲げたスマホから機械音声が流れた。

『何をやってもうまくいかないと思えば、未来人がいたとはね。僕だけが特別だなんて思っちゃいけないんだなぁ。なぁ、笹篠明めい華か君？』

　笹篠が一瞬驚きに目を見開き、糸が切れたように倒れる。

　横にいた俺は笹篠を即座に支え、通り魔を見た。

　通り魔はスマホを胸の内ポケットに入れて、踵を返すと一気に走り去る。

　やられた。

　海空姉さんは言っていた。

　理論上、未来人は十人まで存在しうると。

　最初からおかしかったんだ。

　未来人の笹篠が試行錯誤しても俺の死を回避できなかった。

　道順を変更しても、その先に必ずトラックや通り魔がいた。

　俺が未来から戻ってきて、電撃的に旅館を訪問しても、通り魔が現れた。

　当たり前だ。

　未来人なら、失敗した未来から戻ってこられる。

　未来人に、奇襲は利かない。

「──事件の背後には未来人がいる」











第十四話　スケープゴート　─四月二十二日 水曜日─






　保健室に笹ささ篠しのを運び込むと、保健医の姿はなかった。

　ベッドを貸してもらって笹篠を寝かせる。

『シュレーディンガーのチェシャ猫』の発動で笹篠の未来の記憶が消えた。

　事件の背後に未来人がいるのは確定だ。

　俺は椅子に座り、ため息をつく。

　事件の背後に未来人がいるのは分かった。

「けど、なんで……」

　──俺は無事なんだ？

　現在は水曜日。俺は土曜日までの記憶を有する未来人だ。

　笹篠と同様に俺も未来の記憶が吹き飛んで意識を失ってもおかしくない。

『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動する条件は、平たく言うと、過去に観測した状況と矛盾がある場合だ。

　海み空そら姉さんの話だと、未来人同士が出会い、さらにお互いの持っている過去の記憶に矛盾がある場合に発動する。

　笹篠に発動した理由は単純。

　笹篠が、自分以外の未来人がいるとは知らなかったから。

　この時間に自分以外の未来人が存在していないという記憶に矛盾が生じたために、チェシャ猫にとらわれた。

　今まで、迅じん堂どうとの会話でぼろを出さないようにフォローしていたからこの辺りは分かる。

　俺が無事なのは、すでに事件の背後にいる未来人を、未来人として観測していたから？

　黒幕は俺が観測したことのある人物なのか？

　真っ先に海空姉さんや迅堂が思い浮かぶが、あの二人はありえない。

　彼女たちが犯人じゃないと断言できるのは、心情的なものもある。

　だが、一番の理由は彼女たちが未来人だからだ。

　笹篠が死亡した未来から来た彼女たちは、わざわざ笹篠を殺害するために過去に戻ってくる意味がない。

　未来人は、本人にとって失敗した未来からやってくる。何度も笹篠や俺を殺したいとでも思わない限り、未来から戻ってくる理由がない。

　となると……自分以外の未来人の存在を知っているから、俺に発動しなかったのか？

　海空姉さんから、この世界には仮説で十人までの未来人がいると聞かされている。その一人が事件の背後にいる。

　仮説だが、俺にとってこの世界に未来人がいるのは確定事項だから、未来人の出現を観測しても矛盾が起きなかった、のかもしれない。

　もう一つ、疑問がある。なぜ、事件の背後の未来人には『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動していないのか。

「僕だけが特別だなんて思っちゃいけない、か。他に未来人がいるとは知らなかったような口ぶりだったな」

　笹篠と同様に他の未来人を観測していない未来から戻ってきたのなら、自滅するはず。

　少し考えて、思い出す。

　海空姉さんが『ラビット』を介して俺と話していた理由は保身だった。

　未来人はチェシャ猫だ。姿を隠して口を出し、望む未来に誘導する。『ラビット』は海空姉さんにとっての変わり身、スケープゴートだった。

　今回、事件の背後にいる未来人はスマホと通り魔をスケープゴートにして自分を観測させなかったから、『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動しなかった。

　笹篠は未来人を観測していない。だが、自分以外の未来人がいるという確証を得てしまった。だから、一方的にチェシャ猫が発動した。

　事件の背後にいる未来人は、笹篠が未来人であることを確信していたが、確証を得ていなかった。チェシャ猫が発動したことで笹篠は昏こん倒とうし、スケープゴート越しだったこともあって犯人は観測されず、チェシャ猫が発動しない。

　こういう、からくりか。

「……だとすると、なんで犯人はわざわざスケープゴートを用意したんだ？」

　チェシャ猫の発動条件や回避条件を知らないと、スケープゴートをわざわざ用意する必要がない気がする。

　何をやってもうまくいかないと犯人は言っていた。失敗続きの未来から戻ってきたのは確定だ。

　失敗の原因が別の未来人にあると考え、旅館への電撃訪問を行う俺や笹篠を疑うのも当然の成り行き。

　それでも、チェシャ猫の回避条件には考えが行きつかないはずだ。

　スケープゴートを用意したのには別の理由があったと考える方が自然だ。だとすれば──犯人は俺や笹篠に姿を見られたくない人物？

「こういうのは海空姉さんの領分なんだけどな……」

『シュレーディンガーのチェシャ猫』がそもそも仮説だから、論理が凄すごくふわふわしてしまっている。

　だが、敵の尻尾は見えた。

　相手が未来人なら、旅館への奇襲は失敗する。俺が旅館への奇襲を行って成功した未来から犯人が戻ってくるのだから、無限ループだ。

　犯人がこのタイミングで笹篠に気付いたのも、俺が必ず笹篠を連れて旅館に奇襲をかけるから。他にも、笹篠が俺の知らない未来で何かをした可能性がある。

　同時に、犯人は俺が未来人だとは気付いていない。

　当然か。俺が普通の未来人なら笹篠が意識を失うタイミングで俺にもチェシャ猫が発動するんだから。

　俺は他の未来人の存在を知っているから、無事だった。

「通り魔が俺を殺さなかったのも、いまなら分かるな」

　笹篠が気を失った後、通り魔は俺に危害を加えず走り去った。

　旅館に視察に出向く名目は笹篠明めい華かとのお疲れ会である。つまり、笹篠の未来の記憶がなくなった時点で、二人での旅館行きは当然却下される。

　何しろ、これからの笹篠は俺のことを君付けで呼ぶくらいに距離があるのだから。

　つまり、犯人側は証拠を隠滅する時間を稼げる。何なら、今日にでも飛び込みで団体客が入ったことにすれば、食品の在庫の矛盾も解消できる。未来人ならこのくらいの工作はお手の物だろう。

　実際には、俺はすでに旅館の不正を確信していて証拠の確保に動けるのだが、それをしてしまえば犯人は未来から俺を殺害しに戻るだろう。

　手詰まりか。

　手の甲に爪を立て、痛みに神経を集中させる。

　諦めない。何度も、俺や笹篠を殺した相手だ。絶対に追い詰めてやる。

　犯人を特定してやる。

　今、情報はいくつかある。

　一つ、旅館の不正で利益を得ている人物。

　二つ、俺がテニスクラブに向かうことを知っており、その時間やルートを知ることができ、トラックを先回りさせられる人物。

　三つ、俺と笹篠の旅館訪問を海空姉さんからの連絡で知ることのできる人物。

「相手が未来人なら、もっと過去に飛んでもいいはず。それをしない理由があるのか？」

　今日は水曜日。昨日は火曜日。これ以前に飛べばいい。

　例えば、トラック事故のやり直しとかでもいい。

「そうか……俺には観測できないのか」

　犯人は戻らないんじゃなくて、戻ったうえでトラック事故作戦を失敗している。

　これはジレンマだ。

　俺がトラック事故を超えた世界線上にいる限り、犯人にとってのターニングポイントを過ぎている。

　トラック事故作戦が成功した世界線では、犯人はわざわざ過去に戻る必要がないからだ。

　同様に、俺は観測した世界線を戻っている。

　つまり、今日この時までに笹篠が未来の記憶を有する笹篠であると観測している時間軸だ。

　犯人が月曜に戻って笹篠を罠わなにかけても、俺はその世界線上にいない。だから、観測できない。

　ここまでの情報と推理はおそらく、海空姉さんもたどり着いている。そのうえで、海空姉さんが犯人を特定できないとなると、まだ情報が足りていない。

　事件は俺の周りで起きている。何か見落としがないか。

　旅館が隠しているのはおそらく、食品の架空発注だ。卸売業者と結託しているのだろう。

　卸売業者は碁ご蔵くらという人物がパイプ役になっているのか？

　碁蔵……宮みや納なさんの喫茶店にもコーヒー豆を下ろしているって話だったけど。

「……あれ？」

　今日って水曜日だよな。

　スマホで日付を確認する。

　何回か過去に飛んできたせいで記憶があいまいになってきているな。

　スマホをメモ帳代わりに、出来事を羅列していく。

　すぐに矛盾が見つかった。

　あれは木曜日のこと。バイトに向かう道中に迅堂から問い詰められた。

『──笹篠先輩と旅館に二人きりで行くという不純異性交遊をする計画があると宮納さんに聞きました！』

　迅堂がその情報を得るタイミングは前日の水曜日のバイト中になる。

　だが、先ほど海空姉さんは電話口で言っていた。

『怪しまれないよう明日の夜に予約するつもりだけど。どうかしたのかい？』

　明日、木曜日の夜。

　──なんで宮納さんは、今日の段階で俺と笹篠が旅館に行くって知っていたんだ？

「……決まってるか」

　宮納さんが未来人だからだ。

　海空姉さんが犯人を特定できないのは情報不足。

　迅堂の発言を海空姉さんは知る由よしもない。

　だから、特定できなかった。

　宮納さんは俺と笹篠がテニスクラブに行くことを知っているし、旅館への資金援助には賛成派だ。

　碁蔵との繫つながりもある。

　物的証拠はない。全て状況証拠だ。

　もっと言えば、宮納さんが他の未来人から情報を得た可能性も否定はできない。

　だが、宮納さんが未来人で黒幕なら、事件を起こさせない解決方法が一つだけある。

　俺はベッドに横になっている笹篠を見て、覚悟を決める。

「全力で取り組むよ」

　スマホを取り出して、俺は数十分前に戻った。





























第十五話　チェシャ猫、誰だ　─四月二十二日 水曜日─






　水曜日の教室。

　笹ささ篠しのが俺を見て立ち上がりかけるのを俺は止めた。

「ちょっと電話をかけてくる。そこで待ってて」

「うん？　どこに電話をかけるの？」

「海み空そら姉さんとか、いろいろ。迅じん堂どうがこっちに来たら二人で待ってて」

「ケンカする前に戻ってきなさいよ」

「高校生なんだから、ケンカしないでよ」

　苦笑しつつ、俺は教室を出る。

　放課後だけあって、すでに生徒が教室を出て部活や塾、自宅へと散っていく。

　俺はトイレ横のデッドスペースに立ち、電話を掛けた。

　向こうが通話に出てくる。

『……もしもし、巴ともえ君？　どうかしたのかい？』

　宮みや納なさんの声だ。

　推測が正しければ、俺にトラックをけし掛けた張本人のはずだが。

　あぁ、今さら思い出した。

「アルバイトの二日目に、宮納さん話してましたよね。『──えぇ、次の日曜日になるので、はい、その時にお願いします……』って。トラックを手配しているとは思いませんでしたよ」

『……何の話かな？』

「宮納さん──俺と同じ未来人でしょう？」

　カツン、とスマホが床に落ちる音がした。

　どさり、と宮納さんが倒れこむ音がした。

『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動したらしい。

「宮納さん？」

　念のため声をかけておく。反応はない。

　俺はすぐに通話を切り、海空姉さんへ電話をかけた。

「海空姉さん、宮納さんが倒れた。すぐに喫茶店に車を回して、病院に連れて行って」

『い、いきなりだね。分かった。車を回そう』

「俺もすぐに喫茶店に行く。それから、宮納さんのスマホを回収してほしい。海空姉さんとは喫茶店で合流したいから、車は二台回して、一台で宮納さんを搬送してほしい」

『……なるほど。手配しておこう』

　スマホの回収に言及したことである程度の事情を察したらしい海空姉さんは、質問も挟まずに承諾してくれた。

　俺はスマホをポケットに納め、急いで教室へ戻る。

　笹篠と、ちょうど俺を迎えに来たらしい迅堂を見つけて声をかける。

「二人とも、宮納さんが倒れた。今日のテニスの練習は中止で、喫茶店のバイトもなし。俺はこれから喫茶店に様子を見に行ってくる」

「えっ、宮納さんが!?」

　迅堂が心配そうな顔をする。

「悪いけど、詳しい話はあと。何か分かったら、電話するよ」

　机の横に掛けていたカバンを持って、俺は笹篠と視線を交わす。

「また明日」

「うん、また明日」

　何かを察したような空気があった。

　笹篠が笑う。

　俺も笑みを返して、教室を出た。

「──なんですか、今の！　なんか通じ合ってる感がありましたよ!?」

　迅堂が騒ぎ立てるが、笹篠は余裕を持って立ち上がった。

「いろいろあったのよ」

「詳しい説明を求めます！　そうだ、カラオケ行きましょうよ、先輩！」

「いやよ。白しら杉すぎがいないんじゃ仕方がないから、私は帰るわ」

　あれは、未来から戻ってきてるな。

　でも、俺を止めないということは成功するんだろう。

　なら、笹篠はなぜ、帰ってきたんだ？

　あぁ、一学期の終わりから夏休み期間に起こる俺の焼死を阻止するためか。

　……今は目の前のことに集中しよう。

　学校の敷しき地ちを出て、大通りでタクシーを拾い、喫茶店に向かう。

　喫茶店の前にはすでに乗用車が二台、停車していた。

　俺は運転手にここまでの料金を支払い、すぐに喫茶店の中に入る。

　学校を出てから十数分。

　笹篠に『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動した時は目覚めるまで一時間はかかったけど。

　喫茶店の中には海空姉さんと本家の手伝いが数人揃そろっていた。宮納さんの脈などを測っている。

「救急車を手配して。原因が分からないからね。ここの保守に一人残すよ。それから──」

　矢継ぎ早に指示を飛ばしていた海空姉さんが俺を見つけて小さく頷うなずく。

「巴の他にも人手が欲しいな」

　小さく呟つぶやいて、海空姉さんはお手伝いさんの二人に声をかけると喫茶店と宮納さんを残りのメンバーに任せて俺に向き直る。

「旅館かい？」

「旅館だよ。この喫茶店の仕入れ票と在庫管理表なんかもコピーしておいてください。海空姉さん以外の誰が来ても渡さないように」

「巴の言う通りにしなさい。巴、他にないなら出るよ。もう本家で騒ぎになってる」

「分かった」

　海空姉さんに連れられて、本家の車に乗り込む。

　お手伝いさんが運転席と助手席にそれぞれ座ると、滑らかに走り出した。

「巴、宮納のスマホだ」

「ありがとう。後で処理する」

　海空姉さんから宮納さんのスマホを受け取り、カバンにしまう。

　パスワードが掛かっていたら面倒だけど、その時はその時だ。悪いが、中の『ラビット』を宮納さんに渡したら元の木もく阿あ弥みだから、消さない限りはこのスマホを渡せない。

「旅館に着いたら、関係者を全員支配人室に集めてから、資料を探したい。特に、食品の在庫と管理表を照らし合わせる」

　本心の説明をすると、海空姉さんは納得したように頷いた。

「巴は頼りになるね」

　隣町の旅館に到着して、俺たちは車を降りる。

　海空姉さんを先頭に、俺は脇に控え、その後ろをお手伝いさん二人が続いた。

「松まつ瀬せ海空だ。従業員を全て、速やかに支配人室に集めなさい」

　海空姉さんは受付の仲居に告げて、お手伝いさん二人を同行させる。

　従業員を集めるのはその二人に任せて、俺は海空姉さんと支配人室に直行して鍵を持ち出すと、裏口にある食材庫へ向かった。

　念のため、周囲に警戒しながら食材庫の扉を開ける。

「ふむ、在庫管理表の記載とだいぶ異なっているね」

　海空姉さんは倉庫を見回して、スマホで在庫管理表と倉庫内の状況を撮影した。

　そのまま、スマホでどこかに電話を始める。

「あぁ、竹たけ池いけかい？　今すぐ本家に来なさい。話がある」

　返事も聞かずに通話を切ると、次々に分家に連絡を始めた。

　内容はすべて同じ、

「緊急で親族会議を開くことになった。すぐに集まるように」

　ちょうどいいので、俺も宮納さんのスマホを取り出す。

　今時、ロックもかけないのは不用心だよ、宮納さん。

　トラック事故に見せかけて俺を殺そうとした疑いもあるので一切同情はしないけどね。

　スマホのアプリ一覧を表示すると案の定、会話ＢＯＴアプリ『ラビット』のアイコンがあった。

「悪いね……」

　アプリをスマホ内から完全に消去する。

　これで良し。もう、宮納さんはこの世界線で戻ってこれないはずだ。

「支配人室に行くよ。巴、ついておいで」

　颯さっ爽そうと歩きだす海空姉さんについていく。

　多分、この旅館も終わりだ。

　支配人室にはすでに従業員が集められていた。皆一様に不安そうな顔をしている中で、お手伝いさん二人は平然と入り口を固めている。

「経営資料を出しなさい。本日の親族会議にて精査するから、すべて持っていきます」

「ちょっとお待ちください！」

「竹池は本家で預かっている」

「いえ、しかしですね」

　なおも抗弁しようとする支配人を無視して、俺は海空姉さんに声をかける。

「そういえば、宮納さんが目覚めたって連絡がないね。病院には着いているはずだけど」

「まだ診断結果が出ていないのだろうね」

　支配人が青い顔をしている。分かりやすいなぁ。

　俺は硬直している支配人を壁かべ際ぎわに押しやって、資料棚から参考になりそうな資料を根こそぎ抜き出していく。

「あっ、あ、あの──」

　支配人がうろたえているが、知ったことではない。

「この宿泊名簿にある定期的に宿泊している団体は企業名だね。聞いたことがないけれど」

　海空姉さんが指摘する宿泊名簿の団体は碁ご蔵くらって人の団体だろう。

　今になっても謎の多い人物だけど。

　俺は食品の購入先が書かれた資料を海空姉さんに見せる。

　海空姉さんは宿泊名簿と照らし合わせて、笑みを浮かべた。

「へぇ、食品会社なのか……。竹池の奴やつ、脇が甘いな。仲居を一人連れて行こう。証言が欲しいからね。まぁ、ここまで証拠が揃っていれば、証言の有無にかかわらず結果は見えているけれど」

　海空姉さんはお手伝いさんに軽く合図をする。

　首肯したお手伝いさんが支配人たちをぐるりと見回した後、従業員名簿を片手にシフトを確認し始めた。

「巴、本家に戻るよ。今日のうちに片付けてしまおう」

「そうして欲しいね。金曜日には球技大会だし」

「ふふっ応援しているよ」





◇　◇　◇






　本家で開かれた緊急の親族会議は緊迫した空気で始まった。

　何しろ、つい数日前の日曜日に議題に上がった旅館の資料がずらりと並べられているのだ。竹池のおじさんの険しい顔は鬼のようだった。

「お嬢様、ご説明を求めたい」

「まぁ、そう怒るなよ。こちらとしても緊急だったのでね。調べたことも踏まえていくつか話していこう」

　海空姉さんはそう言って説明を始めた。

「まず、旅館だけども、とある食品会社に偽装したやくざのフロント企業と結託し、架空発注を行っていた節がある。これは今も病院にいる宮納の喫茶店でも確認された」

「やくざ？」

　竹池のおじさんが眉根を寄せる。演技でなければ、初耳だったのだろう。

　海空姉さんが鋭い目を向ける。

「発言を許可していない」

「申し訳ありません」

　竹池のおじさんが頭を下げる。

　海空姉さんは追及せず、話を戻した。

「後ほど、松瀬や各家が経営するすべての店舗を調べ、全体像を暴き出すことになる。だから皆を呼んだ。資料を見てくれ」

　資料には、緊急で調べた碁蔵を代表とする食品会社に関して書かれている。

　所在地に事務所もないペーパー企業であることや、旅館、喫茶店へ納入したことになっている食品が食材庫に存在していないことなど、架空発注の痕跡が写真や納品書のコピーで証明されていた。

　竹池のおじさんが青い顔をしている。

　白杉家当主である父さんが発言を求めた。

「この架空発注、目的はやくざの資金洗浄かなにかですか？」

「旅館の仲居から証言を得たよ。やくざは宿泊費として旅館に金銭を譲渡、それを架空発注時にペーパー企業に支払っていたそうだ。旅館は宿泊名簿を埋めて経営実績を作れるし、いくらかの手間賃をもらっていたようだね。実際は他にも迂う回かい経路を作ったうえで金を流していたんだろう」

　やくざが絡からんでいたから、俺が知らないトラック運転手やら通り魔やらが命を狙ってきたらしい。

　依頼人はおそらく宮納さんだけど、未来人としての記憶が飛んだ今、どこまで覚えているのか分からない。

　竹池のおじさんが資料を熟読して、盛大なため息をついた。

　挙手で発言を求めた竹池のおじさんに、海空姉さんが許可を出す。

「なんだい？」

「我が家の不始末だ。申し訳ない。碁蔵については宮納から紹介された。連絡先も控えてある。全面的に本家の意向に従い、協力させていただく。旅館に関しても同様だ」

「助かるよ。竹池家については最大限にフォローしよう。皆もそれでいいね？」

　海空姉さんが親族を見回すと、一斉に頷きが返ってきた。

　宮納さんの喫茶店に竹池のおじさんの旅館、二つにやくざの手が入っていた以上は現状で自分の事業にも手が入っている可能性は否いなめない。

　精査する前から竹池家を切り捨てると自分への支援を渋られかねないから、このタイミングでは協力を表明するしかない。海空姉さんはそこまで読んでこの場で決めたのだろう。

「直ちに、各おの々おのの事業を精査し、不審点があれば報告をしなさい。それが済み次第、警察と掛け合うよ。巴が日曜日にトラックに轢ひかれかけてね。それとの関係も調査する必要がある」

　俺に視線が集まった。無事だとアピールするため、小さく頭を下げる。

　竹池のおじさんが腕を組み、俺を見る。

「白杉の倅せがれがこれを摑つかんだのか？」

「まぁ、そんなところです」

「お嬢様の右腕だけはあるな。テニスクラブにはこんなことなかったよな？」

「そこまでは調査していないです」

「そうか。ともかく、ありがとう」

　お礼を言われるとは思わなかったので面めん食くらう。

　今回の件で、旅館は確実に休業することになるはずだ。事が事だけに放置はできないとはいえ、感謝されるとは。

　俺の反応に竹池のおじさんは渋い顔をする。

「なんだぁ、その顔は。一族全部を巻き込んだ大ごとを警察の介入前に見つけ出して対処する時間を作ったんだ。いわば尻拭いをさせてしまった。礼を言うのが当然だ」

「……どういたしまして。テニスクラブの方はもうちょっと利用させてもらいます」

「おう、サービスするように言っておこう」

　歯を剝むき出しにして笑う竹池のおじさんを見て思う。

　実は黒幕だった宮納さんといい、人っていうのは分からないものだ。
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　ボールを相手コートの隅に叩たたき込む。

　二ゲームずつ取り合い、最終ゲームの一点目を取り、俺は肩を回した。

　今日何度も思ったけど──球技大会の二度目ってマジか。

　過去に戻ったんだから、球技大会も当然やり直しだ。

　頭では分かっているが、一度優勝した球技大会に体感一週間も経たたずに出ることになろうとは。

　しかも、以前笹ささ篠しのが言っていた通り、同じ試合は一度もない。同じボールだって一度もない。

　スポーツって奥が深いな。

　相手コートには男女の先輩がいる。一度戦ったことがあるとはいえ、その手の内を知り尽くしたとは言えない。

　結果、前回とは違って二ゲームずつを互いに取り、最終ゲームに突入していた。

「笹篠、体力は？」

「きつい」

　短く返した笹篠がすらりとした形のいい脚を揉もむ。

　本当にモデル体形だよなぁ、と感心していると目が合った。

「なによ、試合が終わったら代わりに揉んでくれるの？　なら、酷使するけど」

「自分を大事にして？」

「勝負が大事よ」

「同感」

「なら、最終ゲーム、畳みかけましょう」

　好戦的な笑みを浮かべると美人なのもあって絵になる。観戦している女子たちがキャーキャーと黄色い声援を上げた。

　俺には男子生徒からの温かい視線がある。敵意とか殺意とかって熱を持つんだね。

　サーブ役の笹篠にボールを回す。

　笹篠はボールをラケットの上で一度弾ませると左手に納め、相手コートを見た。

　妙たえ中なか先輩が両手でラケットを支えて笹篠を見つめている。

　笹篠がトスし、ファーストサーブを打ち込んだ。

　妙中先輩が笹篠へと打ち返す。

　そこからはラリーの応酬だった。女子同士で体力を削り合っている。

　互いに体力的に辛つらいはずだが、ここで笹篠の体力を削って実力差が大きい俺と浅あさ男お先輩に勝負の趨すう勢せいを預けるのが妙中先輩の狙いだろう。

　だが、ここまでの試合で計画的に体力を温存していた笹篠は妙中先輩に競せり勝って二点目を獲得する。

「はぁ……しんどい」

「お疲れ様。前に出ていていいよ。サーブは俺だしね」

「ごめん。お願い」

　笹篠は辛そうに右腕を左腕で揉んでいる。妙中先輩もその場で軽く屈伸運動をしていた。

　両ペア共に女子は体力が限界だな。

　同じことを考えていたのだろう、浅男先輩と目が合う。

　ラリーはないな。隙を作れば女子を狙われると互いに理解している。

　俺はボールを持ってベースラインのほぼ中央に立つ。

　ボールを放り投げて、全力で上からラケットを叩きつける。

　俺のファーストサーブは一直線に浅男先輩が控えるサービスコートに直撃するが、浅男先輩は危なげなく打ち返してきた。

　当然ではある。俺のサーブくらいは簡単に返すだろう。

　浅男先輩はベースラインのほぼ中央まで下がり、迎撃の構えを見せる。

　左脚を踏み込み、やたらと重いボールにラケットを合わせ、打ち返す。

　相手コートの向かって左側に飛んで行ったボールに追いついた浅男先輩は的確な重心移動と踏み込みで痛打を返してきた。

　俺はコートの対角線をなぞるように飛んでくるそのボールへと走り込み、ワンバウンドして重力に引かれつつあるそのボールを相手コートの中心へと叩きこむ。

「任せる！」

　軌道上にいた妙中先輩はボールの勢いを見て手を出すのは危険と判断したのか、浅男先輩に掛け声を送る。

　無言でボールに追いついた浅男先輩がドライブ回転をかけて返してきた。沈み込むような軌道で飛んでくるそのボールは俺を走らせるためにコートの反対側へと向かっていく。

　予想の範はん疇ちゅうだったため、とっくに俺は走り出していた。

「きついっ……！」

　いい加減、脚が悲鳴を上げている。

「白杉！」

　笹篠が声をかけてくるが、俺はボールに追いついてバックハンドの構えを取る。

　両腕を広げるようにして勢いをつけ、地面すれすれのボールをラケットに捉える。ラケットのフレームががりがりと地面をこする不快な音がした。

　だが、追いついたのなら、打ち返す！

　狙いをつける余裕はなかったが、ビギナーズラックのなせる業かボールはネット上部をこすって勢いを急減し、ゆっくりと落ちる。

　焦あせった表情で妙中先輩が走るが間に合わず、ボールは二回バウンドした。

「はぁ、はぁ……」

　両膝に両手を突いて地面を見下ろし、息を整える。額から流れた汗がコートに染しみを作った。

　ネットに当たった時はマジで焦った。

　でも、得点だ。後一点取れば勝てる。

　これが最後になりますようにと願いを込めて、ボールを宙に送り出す。

　ラケットを引き、妙中先輩が構えるサービスコートへボールを叩きつける。

　鋭角で打ち出したボールが妙中先輩の前でバウンドする。ドライブがかかったボールは弾むよりもさらに前へと飛び出した。

　思ったよりも強烈なファーストサーブに俺自身がびっくりした。疲れ切った妙中先輩が受け切れるはずが──

　あ、これフラグだ。

　パンっと妙中先輩がボールを打ち返してきた。ただレシーブしただけではない。かなりの勢いが乗ったボールだ。

　やばい、やばい。ここで点を取られたら流れが崩れる。

　次のサーブは疲れ切っている笹篠だ。攻めにくくなる。

　コート端に飛んでくるボールへと全速力で駆け付ける。どうにか食らいつき、フォアハンドで相手コートの妙中先輩を狙う。

　先輩たちは両方とも下がっている。

　俺が技術的に未熟でサイドライン際ぎわを攻められないのを完全に読まれている。

　プレッシャーがやばい。ここでのミスは試合を持ってかれかねない。

　安全策は相手コートのベースライン。でも、先輩たちが待ち構えているから確実に返される。

　歯を食いしばる。

「……逃げねぇよ」

　ここで手を緩めるのはダメだ。

　本気で攻め抜く。

　後衛の浅男先輩が違和感に気付いたか、地面を蹴った。

　刹那、俺は相手コートのサイドラインへボールを送り込んだ。

　浅男先輩が引きつったような笑みを浮かべている。

　試合の流れをぶち壊しかねない選択を取った俺に心底驚いたのだろう。

　だが、俺が打ち込むより先に走り出していた浅男先輩はぎりぎりでボールに間に合っていた。

　腕を限界まで伸ばした浅男先輩のラケットがボールを撥はね飛ばす。それは打ち返すものではなく、辛かろうじて拾っただけのボール。

　緩い弧を描いてこちらのコートの半ばまで飛んできたそのボールの着地点に、笹篠は立っていた。

　相手コートにはバランスを崩している浅男先輩。体力限界でコートの中央へ走り出している妙中先輩。

　ボレーでもおそらく妙中先輩は間に合わない。スマッシュなら確実だ。

　笹篠がラケットを気持ち下げる。

　苦手なスマッシュよりも、確実に打ち返せるボレーという選択。

　間違いではない。間違いではないが──通り魔に刺された笹篠の言葉が脳裏をよぎった。

『ただ、最後が……』

　笹篠は死に際にすら後悔していた。

　気付けば、俺は声を張り上げていた。

「──逃げるな、笹篠！」

　ループ前、笹篠はボレーで勝負を決めたことを後悔していた。

　だから俺が、未来から来た俺がその背中を押すんだ。

　俺の声が届いた瞬間、笹篠の目に決意が宿った。

　相手コートで妙中先輩が目を見張る。

　笹篠のラケットが振り抜かれる。

　あまりの勢いにボールが歪ゆがむ。

　妙中先輩が反応すらできず、ボールに抜かれた。

　相手コートのベースラインすれすれにボールの跡がつく。

　しーんと、全体が静まり返った。

　コート内の全員が体力の限界に近い中で、笹篠のスマッシュはあまりにも鮮烈だった。
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　笹篠が振り返る。

　俺は我に返る。

「ナイススマッシュ、笹篠──」

　労ねぎらおうとした直後、どこにそんな体力を残していたのかと思う速さで笹篠が駆け寄ってきて、正面から抱きしめられた。

「勝ったわよ、白しら杉すぎ！」

「柔らかっ!?　いや、ちょっ、笹篠!?　やめろっ！　感情表現が激しすぎ！」

　迅じん堂どうが女の子のしちゃいけない顔してる！

　先輩たちがニヤニヤ笑いながらネット近くまで駆け寄ってくる！

　観客がキャーとか言ってる！

「笹篠、離れ、放せー！」

　すごい、全然汗臭くない。甘い匂いがする。

　優勝を祝う声と笹篠と俺を祝う声と呪う声、先輩たちのニヤニヤ笑い付きの拍手を聞きながら、俺はちょっと思った。

　こんないい思いができるなら、もう一回この瞬間をやり直してもいいかなって。











エピローグ






「──というわけで、旅館は休業になったよ。税務調査も入るし、竹たけ池いけのところはしばらく慌ただしくなる」

　金曜日の夜、本家に呼び出された俺は海み空そら姉さんから顚てん末まつを聞いていた。

「発端は支配人と一部従業員による横領だったらしい。借金返済に充あてていたところをつけ込まれて、資金洗浄の片棒を担かつぐ代わりに手間賃をもらっていたようだよ」

「碁ご蔵くらっていうのもやくざ？」

「そのようだね。ペーパー企業の代表になっていたこともあって、警察が調査している。おそらくは逮捕状も出るだろうね」

　海空姉さんは俺が買ってきた棒付きチョコミントアイスを齧かじり、脚を組む。

　俺は部屋の小型冷蔵庫にプリンや大福を入れつつ、気になっていたことを尋ねた。

「宮みや納なさんは？」

「たいーほ」

　端的に言って、海空姉さんは両腕をくっつけてみせる。

　驚きはない。ただ、一抹の寂しさがあった。

　喫茶店で働いている時は、なんだかんだで良いい人に見えたんだけどな。

「そんな顔をしないでくれよ。ボクとしては、あいつの顔に膝を叩たたきこんでやりたいくらいなんだ。ボクの巴ともえを何度も何度も轢ひき殺したんだからね」

「そういえば、あのトラック運転手は？」

　通り魔はこの世界線で発生していないので言及はしない。『シュレーディンガーのチェシャ猫』が発動してしまうからだ。

　海空姉さんは手元に垂れてきたアイスをぺろぺろと猫のように舐なめてから、答えた。

「それが碁蔵だよ」

「えっ、あれって下っ端ぱやくざとかじゃなかったの？」

「巴が証言したトラックの特徴と防犯カメラ映像、時刻、背格好などが一致した。警察が任意とはいえ身柄を確保して話を聞けているのもトラックの一件があったからだよ」

　俺が轢かれかけたからこそ碁蔵の余罪追及ができるのか。

　海空姉さんが木の軸に残ったチョコミントアイスを口に含んで舐めとり、軸をゴミ箱に投げる。カンッとはじき返されたそのゴミを俺は拾ってゴミ箱に再投入した。

「宮納は碁蔵と大学時代の同期だったそうだ。喫茶店を荒らすと脅されて何度か資金洗浄の手伝いをさせられていたらしい」

「ある意味、被害者だね」

「そう思うかい？　宮納は君を交通事故に見せかけて殺すよう碁蔵に依頼している。資金洗浄のことをばらすぞと逆に脅してね」

「……前言撤回で」

　同情できなかったわ。

「巴を狙ったのは、親族会議で旅館の再建計画を通すためだったそうだ。竹池が資料を作成すると資金洗浄が明るみに出てしまう。かといって、竹池を殺してしまうと相続時にばれかねない。親族会議で調査にかじを切らせず再建計画を通す必要があったわけだね」

「旅館の資金洗浄が判明すれば、喫茶店の方も芋づる式に判明するからか」

　動機にも納得。

　俺か海空姉さんを殺せば再建計画が通るけど、車で移動する海空姉さんを殺すのは難しい。そもそも、本家から出てこない可能性もある。

　それなら、動きを把握しやすい俺の方が狙いやすい。家にいても放火で始末できる。敷しき地ちの広さのわりに、両親は事務所の方に詰めていて家には俺一人という状況も多いからだ。

　しかし、判明してみるとなんだか……。

「俺ってとばっちりで狙われてない？」

「そうだね。巴自身に恨みがあったわけでもなんでもない」

　二人揃そろって苦笑する。

　生き残ったいまだからこんなにのんびりしていられるけど、この二週間は本当に怖い思いをさせられた。

　とにかく、事件は解決だ。

　俺がほっと一息ついた時、スマホが着信を知らせた。

　なんだろうと、画面に表示された相手を見る。

「笹ささ篠しのか。ちょっとごめん、電話してくる」

「行ってらっしゃい」

　ひらひらと手を振る海空姉さんに見送られて部屋を出た俺は、縁側の端に座って少し冷たい春の夜風を浴びながら電話に出る。

「もしもし？」

『白しら杉すぎ、私よ。笹篠よ。いま、いいかしら？』

「大丈夫だよ。どうかした？」

『これから、外に出られる？』

「いまから？」

　ちょっと考えて、海空姉さんの部屋を振り返る。

　事件についての話は終わったし、外に出るのは大丈夫だ。

　むしろ、笹篠の方こそこんな時間に外に出て大丈夫なのだろうか。

「どこで落ち合う？」

『そうね。テニスクラブの前でどうかしら？』

「分かった。行くよ。寒くない格好をしておきなよ？」

『白杉はお母さんか！』

　笑いながら通話を切り、俺は海空姉さんの部屋に戻る。

「笹篠に呼び出されたから、ちょっと出かけてくる」

「おやおや、素敵な親戚のお姉さんと過ごす退廃的な一夜よりも優先すべきことかい？」

「退廃的っていうか、ゲーム漬けでしょ？　行ってきます」

「わぁー、ボクは寂しいよ、巴！」

「寝てなさい」

　海空姉さんを振り切って、俺は部屋を出た。

　お手伝いさんに声をかけて外出することを伝え、俺は靴を履いて外に出る。縁側にいた海空姉さんが手を振ってきた。

「朝帰りは許さないからね」

「はいはい」

　見送られながら本家を出て、テニスクラブへ向かう。

　しかし、本家を出てたった数歩でスマホが振動した。電話の多い日だ。

『先輩、こんばんは！』

　元気な声がスマホ越しに聞こえてくる。

『ふっふっふ、約束は覚えていますね？』

「テニスの練習に付き合ってくれたお礼な。もちろん覚えてる」

　旅館が休業したから、笹篠との祝勝会も悩みどころなんだよなぁ。

　電話の向こうの迅じん堂どうがやたらと張り切った声を出す。

『先輩、旅館が休業しちゃって、笹篠先輩との祝勝会をどうするか悩んでますよね？』

「……未来から戻ってきたのかよ」

『松まつ瀬せさんも加えて祝勝会を四人でしましょう！　笹篠先輩の監視もできて一石二鳥な提案──あ、こっちは松瀬のお姉さんの説得用のセリフでした。えっと、次のページ……』

「台本用意してあるのかよ！」

　お前、おままごと界のアドリブ女王を名乗ってなかったか？

『松瀬のお姉さんはラスボスですからね。きっちりと準備しておかないと手玉に取られてしまうので。それで、どうですか？　祝勝会、しません？』

　今回の大会での勝利はもちろん、笹篠の力あってこそだけど、迅堂や海空姉さんが練習に付き合ってくれたからでもある。

　祝勝会を四人で行うのは自然な流れな気がする。

「いいよ。これから笹篠と合流するから、迅堂は海空姉さんに話を通してもらえるか？」

『了解です！　でも、夜に二人っきりなんていやらしいです。朝帰りはダメですよ？』

「海空姉さんにも言われたんだけど、そんなに信用ない？　それじゃあ、またあとで」

　通話を切ってしばらく歩く。

　時折すれ違うトラックを、もはや警戒することもない。

　時間は夜の九時。

　テニスクラブはすでに本日の営業を終えており、人ひと気けもほとんどない。

　街灯の白い明かりに照らされて立っている笹篠は俺を見つけて手を振った。

「白杉、こっちよ」

「こんなに人がいないんだから、気付くよ」

「そ、それもそうね！」

　恥ずかしそうに手を引っ込めた笹篠のもとに歩き、近所の公園へ歩き出す。

　ジョギングと犬の散歩を両立するお姉さんが抜き去っていく。

　すれ違いざまに俺と笹篠を横目に見て羨ましそうな顔をしていた。

　笹篠が口を開く。

「旅館、休業よね？」

「まぁね」

　なんで知ってるの、なんていまさら聞かない。

　笹篠は「そっか」と呟つぶやいて俺を見た。

「球技大会の打ち上げに旅館に行くって話だったけど、埋め合わせは私が指定してもいい？」

「祝勝会は別で進行中だけど、命を救いに未来から来てくれた笹篠に何かをしたいとは思ってたからいいよ。あ、でも、公序良俗に反しないものでお願いします」

「なによ、その保険。ちょっと心外なんだけど。私、そんなにがっついてないわよ？」

「抱き着いてきたくせに」

　球技大会決勝のことを指摘すると、笹篠は顔を真っ赤にして横を向いた。

「しょ、しょうがないじゃない。嬉うれしかったのよ！」

　笹篠は前に向き直り、心持ち歩く速度を速めた。

　別に俺の前に出なくたって、この道の暗さじゃ赤くなった顔はほとんど見えない。ちょっと残念な気もするけど、覗のぞき込むような不作法はしない。

「それで、埋め合わせはどうすればいい？」

「私ね、未来からあなたを救いに来たのよ」

「聞いたよ。トラック事故はもう起きないと思うけど」

　言い返すと、笹篠は首を横に振った。

「白杉は親戚のキャンプ場に手伝いに行くでしょう？」

「……えっ、まさか」

「うん、そこで焼死するわ」

　やっぱりキャンプ場で焼死かよ。

　世界線が変わって笹篠と一緒に生き延びた世界だから、焼死の未来も変わるかと期待してたんだけど──結局、死ぬのね、俺。

「世界は俺に厳しいなぁ」

「そんな顔しなくても、私が助けてあげるわよ。白杉も、迅堂さんもね」

　そう笑って、笹篠は背中で手を組んでスキップするように数歩前に出る。

「笹篠もキャンプ場に来るってこと？」

「えぇ、友達とキャンプって青春っぽいでしょ」

「手伝いだけどね。まぁ、遊ぶ時間はあるかな」

「あったわよ」

「過去にしないでくれ。未来の話をしてるんだよ」

　まったく、未来人はこれだから。

　笹篠がくすくす笑って話を変える。

「決勝戦の最後、逃げるなって言ってくれてありがとう。おかげで後悔せずに済んだわ」

「代表決めの時を思い出したから、咄とっ嗟さにね」

　本当は前の世界線での決勝を思い出したんだけど。

　笹篠はため息をついて続けた。

「多分、未来をやり直し続けているうちに逃げ癖がついてたんだと思う」

「逃げ癖？」

「またやり直せばいいって。そう思っちゃってたの」

　笹篠が何回俺の死に触れて、やり直してきたのかは知らない。

　でも、俺も多分、失敗し続ければ逃げ癖がついただろう。

　笹篠は肩越しに振り返って苦笑した。

「もう何回目かも分からなくてさ。白杉はどうせ死んじゃうから、それまでを如何いかに生きるかに目が向くようになってた」

　勝手に殺すな、と言いたいが、実際は何度も死んだんだろうな。

　笹篠が夜空を見上げる。

　つられて俺も空を仰ぐと、かなりの数の星が瞬またたいていた。

「私は過程に全力を尽くして、結果に妥協するようになっていた。頑張ったんだから、良いじゃないって自分に言い聞かせるようになっていた。──全力ってそうじゃないわよね」

「最後のスマッシュ、かっこよかったよ」

「──そうでしょ！　惚ほれたでしょ!?」

　とびっきりの笑顔で食い気味に同意する笹篠が片手を上げる。

「正直、グッときた」

　俺も片手を上げて応じた。ハイタッチの音が夜の通りに響く。

「これで恋人ね！」

「いいや、それはまた別問題」

「──なんでよ！」

　ハイタッチの音を笹篠の驚きょう愕がくの声が追いかけていく。

「いま、完全に付き合い始める流れだったわよ!?」

「俺、大学入学まで恋人を作る気がないんだよね」

「……そういえば、初めて付き合った時も似たようなことを言ってたわね」

　笹篠は悔しそうな顔で俺を見つめた後、ふっと笑った。

「いいわ。全力で落としてあげる！」

「お手柔らかに」

　多分、落とされて付き合った世界線もあったんだろうと素直に思う。

　全力を宣言する笹篠はやっぱり格好よかった。

　その時、スマホにメールが入った。海空姉さんからだ。

「笹篠、松瀬本家で祝勝会をしようって迅堂と海空姉さんが言ってるんだ。行くだろ？」

「……そうね。当然行くわ」

　格好いい顔でそう言った笹篠を見て、俺は──察するべきだったのだ。





◇　◇　◇






「──だから、私こそが白杉の彼女にふさわしいのよ！　テニス大会で優勝できるほどの相性の良さよ！」

　笹篠が大声で俺との相性の良さを主張する。その主張は全力だ。道理で格好いい顔で言ったわけだよ。

　笹篠の主張通り、相性は良い気がする。笹篠がチームスポーツに苦手意識を持つ理由にも共感する。多分、思考の方向性があっているのだろう。

「いいえ！　この迅堂春はるこそが白杉先輩の運命の相手です！　バイトを通して苦楽を共にしてきたんですよ！」

　迅堂が挙手して笹篠に反対しつつ、自己アピールする。

　運命かどうかは知らないが、喫茶店のバイトではよく世話になった。お調子者だけど根は真面目で、気配りもできる。正直、一緒に働いていて楽しかった。

「ふっ、幼おさな馴な染じみのボク以上に相性の良い者はいないし、幼馴染のボク以上に苦楽を共にした者もいない。そもそも、巴は年上趣味だ。ボクの勝ちだね」

　シニカルに笑って、海空姉さんが幼馴染マウントでトップに立とうとする。

　正体を隠している癖に俺が『ラビット』に叩たたいた軽口を根拠にしているあたり、相当焦あせっているのが分かる。

　松瀬本家の客間で、机の上にお菓子とジュースが所狭しと並べられているのに、まるで甘さを感じない三人の会話。

「なんでこうなったのかなぁ」

　と俺は遠い昔、始業式の朝を思い出し……未来人の俺が無限ループはシャレにならない。

「なんでこうなったかは明白よね」

　……うん？

「笹篠先輩、奇遇ですね。迅堂春にも分かりますよ。なんでこうなったのか」

　ちょっと待って、この流れは──

「当然、ボクにも分かるとも」

　海空姉さんは分かっててやってるよねぇ!?

「白杉を──」

「先輩を──」

「巴を──」

「あぁ、もう！　祝勝会をラブコメバトル会場にするな！」

　三人に注意して、俺は召喚されかけたチェシャ猫を会場の外に蹴りだした。
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あとがき






　初めましての方は初めまして。そうでない方は、また会ったな！　作者の氷ひ純すみです！

『あなたを救いに未来から来たと言うヒロインは三人目ですけど？』はいかがだったでしょうか？

　主人公がヒロイン三人に弄いじられたり、逆に弄り返したりするラブコメのくせして、ループ物ＳＦを放り込んでぐつぐつ煮込んだのがこちらになります。

　温度差が上手うまく作るコツよ。

　ループ物のＳＦなので内容についてあまり語るとネタバレになってしまうんですよね。あとがきを見てから買うって方もいらっしゃるので当たり障さわりのない内容を語る振りして雑談しましょうか。




　作中はちょうど春、新学期が始まる季節です。

　そう、発売時期が作中の季節と同じ！　ライブ感が出ていいですよね。

　なにごとにも、ライブ感って重要だと思うんですよ。

　世間はコロナ禍か、外出自粛でライブ感に乏しい時代ですが、それでもライブ感、大事。

　小説を読むのもそうですけど、書く場合でも集中力が違うんですよね。

　家の中でＳＦラブコメを書いている小説家にライブ感も何もないだろって思われるかもしれないですけど。

　世間で春といえば、新学期だ、クラス替えだ、お花見だ、と浮かれ騒いで、なんか一生涯の友人と巡り合ったりなんかしちゃって、なんやかんやで恋人作っちゃったり、眩まぶしい青春しやがるわけですよ。

　そして、部屋の窓から外を眺めながら、「うわっ、眩しっ！　地球滅びねぇかなぁ」と薄ぼんやり考えるようなライブ感でこの小説が出来上がりました。

　ね？　ライブ感って重要でしょう？

　えっ、私の話は矛盾している？　去年の春はコロナで臨時休校？

　この作品、太陽が眩しい暑い夏に書いた、まだ肌寒い春の物語でループ物だから矛盾してないよ。

　言ったでしょ。温度差が上手く作るコツだって。




　では謝辞を。

　うらたあさお様、可か愛わいいヒロインズとうざ可愛い『ラビット』をどうもありがとうございます！　可愛すぎて眩しいけれど、地球が滅びなくてよかったと思えました！

　編集の二宮にのみや様、新人さんとはとても思えない手て際ぎわと仕事ぶりにびっくりしました。とにかく反応が早い。なんというライブ感。やっぱり大事ね、ライブ感。

　というわけで、またどこかでお会いしましょう。
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あなたを救すくいに未み来らいから来きたと言いうヒロインは三さん人にん目めですけど？








氷ひ純すみ





富士見ファンタジア文庫





令和3年4月20日　発行





ver.001





©Hisumi, Asao Urata 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『あなたを救いに未来から来たと言うヒロインは三人目ですけど？』

令和3年4月20日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















cover.jpeg
TPVIITE





nav.xhtml

    
  
    		contents


    		プロローグ


    		第一話 未来人三人 ─四月十三日 月曜日─


    		第二話 『シュレーディンガーのチェシャ猫』論 ─四月十三日 月曜日夜─


    		第三話 会話の爆弾 ─四月十四日 火曜日─


    		第四話 ラテアート勝負！ ─四月十四日 火曜日─


    		第五話 ラビット ─四月十四日 火曜日夜─


    		第六話 未来の齟齬 ─四月十五日 水曜日─


    		第七話 クラス代表選抜 ─四月十七日 金曜日─


    		第八話 四人目はお前だ ─四月十九日 日曜日─


    		第九話 親族会議 ─四月十九日 日曜日─


    		第十話 異なる未来 ─四月二十日 月曜日─


    		第十一話 球技大会本戦 ─四月二十四日 金曜日─


    		第十二話 死の運命が駆けつける ─四月二十五日 土曜日─


    		第十三話 あなたを殺しに未来から ─四月二十三日 木曜日─


    		第十四話 スケープゴート ─四月二十二日 水曜日─


    		第十五話 チェシャ猫、誰だ ─四月二十二日 水曜日─


    		第十六話 逃げるな！ ─四月二十四日 金曜日─


    		エピローグ


    		あとがき


    		奥付


  




  
    		本編


    		目次


    		Cover


  




images/00020.jpeg





images/00022.jpeg
S opoRACRE T
£, SBIEESTRBEEL
THELR | THTOMBORN
AUBICUSHTSOT. BOW

BBCES TR THIALTR,

A3AR: 351BEL
IFYA wE

3

s
<5»95K§E$

SO

z
7
i

W0, ST WA TER,

[BINE- 20, b, Al [#ii2THVW?] RO
O, ST 4 74T B WS (B2 R
VAP SRS TERD | ] AT LT TR0
Y 7EI0. KHEANBATI LY

XFAYURT S PRARROBT, £ 85K
DUMBOWE. L) 7 ELIEFDEAR, RIAKOE
RKREEEHLTY? I~ HHERVRVE (2) BALBI
£B, TE—NERPTUED—>T, 2?7 SREAFTR
B0 PREAKN, (o) GRTead s L—ZREL






images/00021.jpeg





images/00023.jpeg
AT

BOOUKY~WALKER





images/00017.jpeg
W 4R198(E)~26B(E)

A | B
X | X
(/z(/

C

~SWOER

IREEFT S EIF

=






images/00016.jpeg





images/00019.jpeg
W 4m2180~26B(8)

48 D ElF G H






images/00018.jpeg
[FISvEI»FEEBUED>EER:?

\ [(SevkstaicszBsRo
SEETY /

H—IFLE ),

ZEZE6. [FIIVHE] "EHT

eSS

OFRRKABLHHEEL, BESNEE

%:: Blc. BLDBRICFE
BERDREFE?

SgPTEAN/

SEIDEHEE. LBARFAVRBUICK

\ RARCHEE., —HAHEESPAIFIE
: ADEGDHADDIENEOHEETE

. g EROFETC—ANICIFIIP

i Il HEBUTCUFRENIITY

BBEE, DTTORA
VTV RICIEOTSIFE
RUYRxH/






images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
E

\ Bg &
RORSE. BREH § W vres ws
| eLrEBoBmES ( | B ommmmme e
| BREBIZVS, BIC N A |
RIRHREERE FROBE. lj*f A |
DEFETBIC—E’ | ||

T3 -

— ‘ NL. OKENBET h
SEBLROTTHRRES |
*RA. AR A ) ol / *EA. —AB
: [





images/00001.jpeg
TELO - BUH

BIDRDOEHL., BL
( REEZHDIEED
ofeht. RR B






images/00004.jpeg





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg
HEF-ERDICKREMISEE
EOSVIE=ABTTIHE?

][]
Q|

K

O

T7IFI TN fE
3079






images/00005.jpeg
\
digmor pne’ PR o~
POMBULILDPEIEN ISP BCHEN SO

\_

INUDLINE LR
L = Tl =]

#Hindn s RN e’
MSHNERY IS °
R PO

o

BER
ED)
ZMDIE

2

TEZERD

BEHDMEDICREE BOT

ZZYDR2Iv b
FvS599—. 1

ﬁ__an.#Lk._.r?

EULTLBH

BB DR R

BF






images/00008.jpeg





images/00007.jpeg
7oo0-7 @

s—2 FRAZA —mA+=A AmE— @

5=8 [91U-7(UA-0FIIvHIE —mA+=A AREE— @
s=r SHEORY —wA+me xrE— (@D

smE S77—BE/ —mA+mE xeE— @)

#55 Styh —mA+EA xBRE— @)

sxE RROEE —mATEE eE— @

ste OS2ttFER —mA+E zrA— @

s\ WABIESEE —mA+hE BrE— @

s BiEs@ —mA+ne Bee— @

sts Buzsk —nmA=+8 AmE— @)

st—5 BEARAYE —mA-tme smE— @

st=s ROESHEIOIS —WA-+EA A @
s+=E HEEERUICKENS —mA=+=A ~HA— @D
stme 27-77-+ —mA=+=8 ee— )

#tEsE FIYVH, #E —MWB-+=H *BEE—@
stxs %F55/ —mMBE=+mA ewE— @)

eo-7 @ [

, o%'?f
sens @ Z

-






images/00009.jpeg
2aAb—F14 28— DF TP e?

N (zoEB. cosStyrsvAD
BEZUFEUSDS /

N | EEAB TERIRERAL] 0T
N _IEONTES>50FFHNESH
) \ADBBLBLTIH?

. EEROVAZDCEE,
WRUEDB—IMEUZD
EEF TS,

Z5BNTY /! TE, *%AHE
APRRANGDT, HFEESEE
"HBE" CEE5PDOANTT /

ZUT."BE SN ADKRKIE
WHESE - HADFBEEEZD
EIDARBELGHNLBFT ZHTER
CRANN—2vELD2EPSDT
b T /

'Iﬁ: 1?

REALE "BE" SNEINIEZD
BRRGEEFELA /
BDT, TREANVICIFEER ]
Tk CTEAN/






